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シンポジウム Part Ⅱにパネリストのお一人としてご参加されました、昭和大学医学部小児科教授　飯倉洋治先生が

　平成 15 年 2 月 18 日に胃癌の為、 お亡くなりになられました。

　シンポジウムの場で貴重なお話しを頂き、 また、 ご一緒に考える機会が持てましたことは、 子ども達にとっても

　私共にとりましても有意義な時間であったと思います。

　子ども達のことを大変気にかけておられた飯倉先生のお気持ちに応えられる様、 子ども達や動物達が安心して

　暮らせる社会の為に出来ることを、 各人が考えていければと存じます。

謹んで先生のご冥福をお祈り申し上げます。
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動物の見える幸福社会
この小さな地球の上に 60 億余の人が生を営んでいる。

暑い国、 寒い地方、 雨の中、 砂漠のオアシスで、 ・ ・ 、 今、 人々は何をしているのだろう。
当たり前だけれども、 何をしているか分からない。

人々が暮らしている所を、 先進国、 発展途上国と乱暴に区別されることがある。 先進国に住む人の所得は発
展国のそれの 100 倍もあるということだ。 それでは、 先進国の人は発展途上国に暮らす人より 100 倍幸せであろ
うか？　これにも返答のしようがない。 しかし、 多分、 それは事実ではないだろう。

ひとつだけ、 断言できることがある。
それは、 幸せに見える人々の傍 ( かたわら )、 あるいは満足げな人々の背景には必ず動物がいる。 これは事実だ。
そこにいる子どもたち各人の個性に富んだ豊かな顔がそれを証明している。

動物が身近にいない人々が、 何かさびしそうに、 そして冷たく見えるのは、 私の思い過ごしだけではなさそうだ。
この不幸な現象は、 動物を排除し、 鉄とコンクリートとプラスチックに囲まれた 「清潔環境」 で生活する ｢ 中途半
端 ｣ な先進国によく見られる。

動物が教えてくれる、 暖かさ、 やさしさ、 生きることの厳しさ、 そして何よりも、 動物の正直さ、 これらをもう一度
私たちの生活の場に取り戻したい。 これが私の願いである。

人ほどではないにしても、 動物は怖くて、 おそろしい。 病気を運ぶし、 時には咬んだりする。 においや鳴き声で
不愉快な思いをすることもある。 動物と人とが共生する社会をつくるには動物をよく知り、 動物がもたらす危害や迷
惑な要素は取り除かなければならない。 動物好きな人も動物嫌いな人もともに幸せに暮らすためにも、 これは解決
しなければならない大事な仕事だ。

内外の識者が神戸に相寄った今回のシンポジウムは、 その意味で、 多数の方の興味を引いた。
今まで知らなかった、 動物のもつ子ども達の健康に対するプラス効果を披露していただけたし、 病気の予防に対
する注意事項も学んだ。 会場からも有意義なコメントをいただいた。

それらをまとめた記録集が、 子ども達の身体的健康増進に役立ち、 人と動物が共生できる 「動物の見える幸福
社会」 の実現による 「真の先進国」 への歩みに少しでもお役に立てば幸せである。

『子ども達へ与える動物の影響 part Ⅰ』 - 身体的影響の視点より - 座 長

植村　興 　　 

『子ども達へ与える動物の影響 part Ⅱ』 - 精神的影響の視点より - 座 長

山 　恵子 　　　ペット研究家

子ども達は我々人間社会の未来を担う重要な存在である。その子ども達を教育するのは周囲の大人の

義務であり、その義務をはたすためには我々は真剣に努力をしていかなければならぬのである。その中

においても特に現代社会において必要とされているのは「共存教育」である。1884 米国マサチューセッ

ツ州の動物愛護協会の創設者がこう語っている、「子ども達に動物に親切に接することを教えれば、人間

に対しても親切になれるよう育つに違いない」。正にその通りであり、共存教育とは単に動物や地球上の

自然と調和した生活を営ませるためだけのものではなく、人間社会全体の調和、平和を促す成人を育て

るためのものでもある。子どもは皆自分以外の生物に対する感受性を持って生まれてくるものであるが

今の社会、そして教育の中ではその感受性が少しづつけずりとられてしまっているようである。全ての

子どもが持っているはずであるこの感受性を取り上げることなく育み、教育して行くことによって、子

ども達は皆身近な小動達と正しく接し、野生動物の尊厳を守り、そして周囲の人間の心を理解すること

ができるようになって行くのである。動物と子ども、と言うとすぐに人々は「愛護教育」と思いこんで

しまうようであるが、子ども達を動物とともに育てることは単なる「愛護教育」の手段ではなく、むし

ろ「人間教育」なのである。

子ども達は自分と限りなく近い、かつ異なる、「生命」に正しく接することで己の人間としての心、

そして英知をさらにみがいて行くのである。

このシンポジウムは正にこの「人間教育」の根底にあるべきものを探る格好の機会であり、またそれ

がいかに今の世界にとってなものであるか、と言うメッセージを発信する役割をも担ったものである。

座長ご挨拶

大阪府立大学大学院農学生命科学研究科

獣医公衆衛生学研究室教授
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開 催 期 間

目　　　 　　　的

主 　　　　　　催

参加協力団体

特 別 協 賛

助　　　　　　　成

後　　　　　　　援

『子ども達へ与える動物の影響 Part Ⅰ』 - 身体的影響の視点より -

2002 年 9 月 19 日 ( 木 )

『子ども達へ与える動物の影響 Part Ⅱ』 - 精神的影響の視点より -

2002 年 10 月 18 日 ( 金 )

『子どもたちと犬たちのふれあいフェスティバル in ひがしなだ』

2002 年 10 月 19 日 ( 土 )

子ども達への動物の影響についての正確な情報と議論の場を提供することによ

り、 一般の方々及び子ども達に関わる方々の理解を深め、 人と動物のより良い

共生社会構築の一助とする。

神戸市／特定非営利活動法人 Knots

( 社 ) 神戸市獣医師会／ ( 社 ) 兵庫県盲導犬協会／介助犬協会／

日本障害者乗馬協会 ・ 明石乗馬協会／

アシスタントドッグ育成普及委員会／

JFA 日本フリスビードッグ協会　兵庫支部

ネスレピュリナペットケア株式会社

( 財 ) 中内力コンベンション振興財団／ポートピア 81 記念基金

環境省／厚生労働省／文部科学省／

兵庫県／兵庫県教育委員会／神戸市教育委員会／神戸市 PTA 協議会／

( 社 ) 神戸市医師会／ ( 社 ) 日本獣医師会／ ( 社 ) 兵庫県獣医師会／

( 社 ) 神戸市獣医師会／ ( 社 ) 日本動物福祉協会　阪神支部／

スウェーデン大使館／

駐大阪 ・ 神戸アメリカ合衆国総領事館 関西アメリカン ・ センター

りぶ ・ らぶ ・ あにまるず国際シンポジウム

『子ども達へ与える動物の影響』 －身体的視点と精神的視点より－

『子どもたちと犬たちのふれあいフェスティバル in ひがしなだ』 併催

概　要
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有り難うございます。 まず最初に私を招待してくれまし

たことをお礼申し上げます。 乳幼児期の動物への接触と

アレルギー発症についてお話をさせて頂きます。 まず、 最

初にこの写真をお見せしたいと思います ( 図１)。

これは、 子どもの絵本なのですが、 よく知られている著

者ヒンデグレン (Astrid　Hindgren) さんの本です。 ほとん

どの子どもなら読んでいる、 特別な本でみんな誰でも持っ

ている本です。 動物というのは、 子どもにとりましてとても

重要なものであり、 これは、 絵本の中だけではなく動物と

いうのは子どもにとって大事なものです。 科学的な観点か

らも重要です。

色々なスタディーがありますけれども、 動物というのは子

どもの社会的なネットワークの中で大事なものです。 これは、

ジュン ・ ニクラス (Mc Nicholos) とその同僚によって行わ

れたスタディーであって ( 図２)、 動物と子どもたちの関係は

とても重要であると言っております。 ほとんどの子どもが家

にペットを持っておりまして、 大事な物のリストの中でペッ

トはトップテンに入っております。 このトップテンのリストにお

いて色々違うストーリーを言っております。 これは、 小さな

子どもたちにとっては、 非常に重要なものでありまして子ど

も、 女の子でも男の子でもこういった状況の下で誰に連絡

を取りたいかと言いますと、 子どもたちは犬や猫だと言いま

す。 勿論、 問題を解決してもらうためではないのですけれ

ども、 友達として慰めということですね。 例えば、 怖いとき、

病気のときそういった時に慰めになるということです。

又、 新聞にもこの夏ですけれどもこういった記事が載っ

ておりました ( 図３)。 ペットを飼っているということは非常

にプラスの効果があることでありますが、 ペットを飼って

いる子どもの場合には、 学校を病気で休むということが

少ないということです。 それは、 子どもがペットが居ると

いうことによって、 免疫システムが丈夫になるということで

す。 勿論、 他の説明もあるでしょうけれども、 プラスの

効果が示唆されているのです。 一方、 動物と一緒に家

で暮らすということには、 アレルギー学者などのアドバイ

スでは、 アレルギーを起こすので、 子どもの居る家では

動物を飼ってはいけないと言っております。 一般的な意

味において、 またアレルギーの家族歴があるような家庭

においてはペットを飼わない方が良いというアドバイスが

あるわけです。 勿論、 こういった事は認識されているの

ですが、 アレルギー疾患の罹患率は先進国では増えて

いる訳なのですが、 特に３～ 40 年の間にアレルギーの

罹患率が増えております。 スウェーデンにおける研究の

結果ですが、 30％のスウェーデンの子どもはこの年齢の

話題提供

『乳幼児期の動物への接触とアレルギー発症について』　　

ビル ・ ヘッセルマー  　　クィーン ・ シルビア子ども病院、 イェーテボリ、 スウェーデン

                                         　小児アレルギーユニットコンサルタント

りぶ ・ らぶ ・ あにまるず国際シンポジウム 『子ども達へ与える動物の影響 part Ⅰ』 - 身体的影響の視点より -

図 2

図 3

図 4

図 1
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また猫アレルギーを持っている患者さんの状態が明らかで

す ( 表 1)。

猫アレルギーにポジティブな患者さんをみていきます。

一つのグループは家に猫が居るグループ、もう一つのグルー

プは猫が居ないグループです。 50％が猫のアレルギーが

あるということで、 猫のアレルギーと喘息を罹患している

大人では、 猫が居た場合には喘息を発症しておりません。

猫がアレルギー源ではありません。 例えば、 建物の中のゴ

ミとかダニとかが喘息の原因となっているということがあり、

家自身が何か問題がある訳なのです。 家に猫が居る場合

の喘息の患者は猫アレルギーもあります。 家に猫を飼って

いる場合喘息の治療のための薬を与えます。 こういった患

者さんのグループを家に猫が居る場合と居ない場合を比

較してみます。 アレルギーがある場合には、 犠牲を払わ

なければなりません。 しかし、 ここでも同様な結果が出て

おります。

それでは、 二次的な予防について医師の観点からもう

少し話をすすめて行きたいと思います。 パルムクビィスト

（Palmqvist） によって行われた研究でございます ( 図 7)。

猫アレルギーのある喘息患者の場合です。 猫アレルギー

と喘息の大人に対して猫アレルゲンの用量を滴定致しま

した。 そして一週間、 経時的な形で滴定致しました。 こ

の場合には喘息を発症しておりません。 喘息の症状という

のは、 出ておりません。 しかしながら、 その間繰り返しこ

の猫アレルゲンを滴定した場合には、 この炎症マーカーは

このように変わっております。 また気管支過敏症であります

が、 このように出ております。 猫アレルゲンの投与によって

この様に変化していることが判ります。 ですから、 この様

グループでは、 アレルギーテストでプラスになっております

（図４）。 また少なくとも、 ２０％の子どもが動物に対してアレ

ルギーを持っております。 ダニへのアレルギーというのは、

スウェーデンでは低くなっております。 北の国ですので、 あ

まりダニは発生しないのです。 動物のアレルギーに比べ

て、 ダニのアレルギーは少なくなっております。 次に喘息

の研究において、 喘息の子どもを診た場合ほとんどの子ど

もがアレルギーを持っておりまして 60％が動物に対してア

レルギーを持っております ( 図５)。

この様な背景から、 この様なアドバイスをするのはどうし

てかと考えますと、 もし動物のアレルギーを持っている場

合、 感作されてそして簡単にアレルギー疾患を発症して

しまったということですから、 アレルギーのある子どもには動

物を飼わない方が良いというアドバイスをする訳なのです。

しかしこの様なアドバイスというのは、 正しいのでしょうか

( 図６)。 ペットを避けることで、 喘息やアレルギーを発症す

ることから守ることが出来るのでしょうか。 私の話を続けま

す前に、 まず最初に話したいと思いますのは、 一次予防と

二次予防という事です。

一次予防ということを考えた場合、 患者さんがこういった

アレルギー疾患を発症しないようにということが一次予防で

す。 アレルギーを持っている子どもでも、 その症状を出来る

だけ少なくしようということが二次予防であります。 二次予防

ということで、 医師の観点からお話を進めたいと思います。

喘息のある人というのは、 子どもは、 猫とか動物と接触して

はいけないのかどうか。 プラシャック (Plaschke) の研究結果

を見ていただきますと、これは大人も含めておりますが、喘息、

国際シンポジウム part Ⅰ

図 5

図 6

表 1

図 7
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以上、 二次的予防についてお話して参りました。 医者

の立場からいわゆるどの様に予防していけばよいかを申し

上げましたけれども、 さて、 次ですけれども、 一次的な予

防ということで、 乳幼児に対してはどうかということを考え

ていきたいと思います。 それでは、 このスライドから始めて

いきましょう。 ヨーロッパにおける研究です ( 図 9)。 ヨーロッ

パのコミュニティの中で、18,097 人を対象に行われました。

多くのヨーロッパの国々が参画されました。 オーストラリア

にも参画してもらいました。 ここに、 ご覧になれますように、

X 軸ですけれども、 いわゆるコミュニティーの中での猫の存

在ということになります。 猫が少なければ、 猫に対するアレ

ルギーやアレルギーになる人も少ない。 猫が多ければ勿論

アレルギーになる人も多いということです。 これは、 驚くべ

き結果でもないと思います。 少なくとも、 この低用量の反

応の中ではこの様になってきていると。 しかしながらここが

だんだん下がってきているということは特視するべきところ

です。 アレルギーに関して感受性のある人は勿論、 動物

に対してアレルギーになりやすいということになります。 こ

の環境においてそのようになってくる、 この様なパターンが

あっても珍しくない訳ですね。 そしてこのサンプルの中で

は、 全くスウェーデンではラクダに対してのアレルギーの人

はいなかったのです。 スウェーデンには、 勿論ラクダはい

ませんから。 ですから、 アレルゲンの存在があればアレル

ギーの人が増えるということは事実です。 同じような結果が

出ました。 ここの中では、 ドイツでのスタディーを行った訳

です。 ワ―ン (Wahn�) によって行われました ( 図 10)。

ここでは、 猫のアレルギーということで、 猫に焦点をあてま

した。 そしてハウスダストの中の猫のアレルゲンを X 軸、

そして Y 軸がアレルギーの陽性反応です。 この様に見

てみますと、 かなり家の中のハウスダストの中の猫のアレ

ルゲンに対して子どもたちは感作してアレルギー反応を起

こしてしまうということになります。 非常に直線的な用量反

応カーブを描いているわけですが、 しかしながらそこで陰

性の家族暦の方と陽性の家族とを比べてみることを行いま

した。 ここで見てみますと、 この数字は少し変わっている

のです。 私が申し上げたいのは、 これらの同数 ・ 用量で

すけれども 1 万といっても高いように見えますけれど、 しか

しながらこれは低用量なのです。 実際にこの値、 猫のア

レルギーを実際に家で起こしてしまうような用量は、 例え

ば子どもが家でペットを持つということになりますと、 この様

な患者さんの場合には、 非特異的な刺激に対して過敏に

なっているということであります。

例えば、 寒い時などには簡単に喘息の発作を起こして

しまうようです。

尚、 同じようなスタディーが行われております ( 図 8)。

南ヨーロッパで、 スタディーが行われております。 ダニのア

レルギーとそして喘息を持っているティーンエイジャーを対

象にスタディーを行ったものでありますが、 こういった子ども

たちをイタリアの山の高い所に連れて行きまして、 そして

ダニのいない環境の中で暮させます。 数週間、 または数ヶ

月そこに暮しますと、 喘息の炎症マーカーが減り、 そして

気管支過敏症も減るという事が分りました。 医師の観点か

ら、 アレルギーのことだけから言いますと、 喘息のある子ど

も、 そして動物にアレルギーがある場合には （動物のフケ

などにアレルギーがある場合には） 動物と接触しない方が

良いわけです。 しかし、 アレルギーのクリニックにおいて

例外もあります。 孤独状態の場合です。 友人がいないと

いうことになりますと、 喘息になったりあるいは犬のアレル

ギーになったりします。 そういう場合には、 犬や猫をコンパ

ニオンアニマルとして飼う場合があります。 そうすることに

よって、 ふれあいを持つことが出来るのであります。 色々

な症例を色々な方法でもって治療を行うということですが、

まさに上手くいく治療でもって行っていくということが必要で

すが、 いつもバランスの取れた、 ベストな形での子どもさ

んへの治療が必要となってくるでしょう。 成人の研究という

ことで先程お見せ致しましたけれども、 この様な喘息の場

合には、 勿論薬物治療を行っていくということも必要になっ

てくるということです。

国際シンポジウム part Ⅰ
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や猫を実際に飼うということが非常に有効であると、 0 歳

児から幼少時に飼うと良いのだということが判りました。

しかしながら、 ここでセレクションバランスのことを考え

なければなりません。 選択的なバイアスということですけ

れども、 このようなスタディーを行う時には注意しなければ

ならない訳です。 即ち、 親のアレルギーの家族暦があると

か、 兄弟の家族歴があるとか、 単なる複合的な要因など

も考えてみなければなりません。 そして実際に我々として

は、 これらのセレクションバイアスを出来るだけ除去した

かったのです。 このセレクションバイアス ・ 選択的なバイ

アスですけれども、 例えばアレルギーの家族歴がある、 父

親 ・ 母親 ・ 兄弟 ・ 親戚にアレルギー歴があると、 そうする

と遺伝してしまうということで、 この子どもはもっとアレルギー

になりやすいのではないかということで、 こういった家族は

どちらかと言うとペットを飼いたくないということなのですね。

そのグループをいわゆる選択バイアスと考えているわけで

す。 1996 年にフォローアップのスタディーを行いました時

に、 幼少時に犬や猫を飼っているそのグループの中からこ

の選択バイアスのグループを外して考えた訳です。 そし

て室内で、 即ちハンティング犬ではなくて室内の犬 ・ 猫に

関して、 そのバイアスを持っている人達のグループの分析

も行った訳です。 それから、 ペットを飼っていない人々は、

どうしてペットを持たないかという理由についても分析しま

した。 ペットを飼っていないほとんどの人は、 その 70％は

色々な理由からペットを持たないということでした。 家が小

さすぎるから、 或いは仕事で働いて外にいるから、 また子

ども達が沢山居すぎて世話を見ることが出来ないないから

という理由でした。 しかし、持たない理由の３分の 1 がペッ

トを持たない理由は家族にアレルギー歴があるからと答え

なカーブは全く見当たらないのです。 これぐらいの、 100

万位の高用量が実際ハウスダストにはあるということなので

す。 実際に、 猫アレルギーを起こすには非常に高い用量

であるということになります。 ですから、 実際このカーブが

高用量になっていくと、 どの様になっていくかということはま

だ判明されていません。 勿論上がっていくのか、 もしくは

フラット＝平らな線なのか、 あるいはカーブなのかということ

はまだ判明されてない訳であります。 さらに、 ここで申し

上げたいと思いますけれども、 この同数、 用量はかなり低

いものです。 ディ・ケアがスウェーデンで行われていますが、

大体約 1 万位の用量です。 ここで、 ご覧になりますように、

かなりここは安定しているカーブと平らなカーブを描いてい

るのが分かります。

それからアレルギーを持っている子どもに対してのディ ・

ケアを行うということですけれども、 こういった子ども達は全

くペットを持ってはいけないと言われています。 しかしなが

ら、 たとえ猫アレルゲンをかなり高くしても、 このカーブと

いうものは大体は非常に低い用量となっている訳でありま

す。 すなわち、 高用量では実際に研究がなされていない

ということです。 それは、 陽性でも陰性でもそうです。 です

から、この部分を私たちは研究したかったのです。 スウェー

デンでもって、 実際に出生から 1 歳児までの０歳児を対象

に、 ペットを持つとどの様になって行くかということを見てい

きたかったのです。

さて、 1991 年に大きなアンケート調査から始めました

( 図 11)。 アンケート調査は、 2,500 人の子ども達に対し

て行われました。 西南部のイェーテボリから始まりまして、

そしてキエナでも行いました。 このサンプルの他に、 412

人のサブサンプルでも研究を行いました。 アレルギーテ

ストやダストや採血などを行って調べたわけであります。 そ

して 1996 年にフォローアップの研究も行いました。 1991

年の研究ですけれども、 7 歳から 8 歳の子ども達のアレル

ギーを調べた訳です。 即ち 0 歳児に猫や犬を飼っていた

子ども達が 7 ～ 8 歳に成長した時どうなったかということで

す。 幼少時に動物を飼っていた子ども達の方が飼ってい

なかった子ども達よりもアレルギー ・ 例えば鼻炎や結膜炎

などを発症しにくいということでした ( 図 12)。

それから、 0 歳児に犬や猫を飼っていた子ども達の方が

猫アレルギーに罹りにくかったということなのです。 これは、

7 歳児と 8 歳児での研究です。 それから勿論、 これは犬

国際シンポジウム part Ⅰ
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によって 2,531 人の子供たちに対して行われました。 これ

は、 出生時から、 0 歳児から 4 歳児までを対象としていま

す。

これらの子ども達が、 0 歳児にペットを持つことによって、

アレルギーを発症しにくかった、 即ち喘息や気管支狭窄

そしてアレルギー鼻炎の発症が少なかったということです。

統計に関しては、 よく判らないですけれども、 このように統

計的優勢であるかということがここの数字に表されていま

す。 この気管支狭窄ですけれども、これらの子ども達は守っ

ていかなければならないということです。 即ち、 気管支狭

窄を持つ子ども達はやはりペットから外した方が良い訳で

すが、 喘息が発症するメカニズムも考慮に入れても、 この

様に非常に良い結果が出ているということが判ります。

それでは次に、 私の同僚であるレメス （Remes） によっ

て行われたスタディーです ( 図 15)。 ここでは、 1,246 人

を対象に、 0 歳児から 13 歳まで行われました。 ここでは、

0 歳児の時に犬を飼っているということで、 そうすれば喘

鳴 （ぜいぜいという音） が少ないと判りました。 すなわち、

図の上の方がむしろ良いということなのですが、 0 歳児に

犬を飼っていますと犬を飼っていないグループよりも喘鳴が

少なくなっていることが判りました。 Y 軸は上に行くほど喘

鳴が少なくなっています。

さて次も米国のもので私の同僚オービー(Ownby)が行っ

たものであります ( 表 3)。 こちらは 7 歳までのコンフォート

グループによって行われています。 474 人を対象にしてお

ります。 1 匹以上の犬や猫を飼った場合の方がむしろ良

いという結果も出ているのです。 ここに、 犬や猫の数が示

たのです ( 図 13)。 親や兄弟や親戚にアレルギー歴があ

るからということ、 これが３分の 1 の答えでした。 さて、 12

歳から 13 歳のアレルギーを見てみますと、 もう一度同じよ

うなパターンがここでも見られます ( 図 14)。

0 歳児に犬や猫などペットを持っているということは、 喘

息に罹りにくいということだったのです。 即ち、 ペットを持

つことによってアレルギーへの有病率が低くなっている、 減

少しているということになっています。 同じような傾向が猫

を 0 歳児に持つということにも表れています。 即ち、 猫に

対するアレルギーも起こりにくいという傾向が表れてきたわ

けです。 同じような例が、 鳥に対してのアレルギーにも表

れています。 それから親の病歴や複合要因も全て調整し

てこの様な結果を得ることが出来ました。 様々な要因を

考慮してもこの結果が生まれてきた訳です。 実際に我々

は先程お話を致しましたこれらのバイアスを持っているグ

ループを除去しても、 調査をしてみようとなった訳です。

これらの全人口の２５% がバイアスを持っている訳ですが、

こういったバイアスを持ったグループも除去したとしても、

同じような例が出て来たということが非常に顕著な例であ

ります。 この結果から致しますと、 セレクションバイアスは

勿論ペットを飼う上で何らかの影響はあるけれども、 しかし

ながらこのメカニズムを見ますと、 ペットを持つことによって

寧ろアレルギーの発症率を少なくするという結果が出てき

ているという事がわかります。 さらにスタディーが続けられま

した。 全てのスタディーを全部お見せする訳ではありませ

んが、 最近のものをお見せしたいと思います。

まずその 1 つは、隣接する国・ノルウェーからのスタディー

です ( 表 2)。 ナスタード (Nafsta/ ヘッセルマー氏の同僚）

国際シンポジウム part Ⅰ
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先程お話しましたけれど、 勿論用量との比例関係がみ

られます。 直線的な比例関係であります。 しかし実際に

本当に高用量に暴露された時はどうなるのか、 それは判ら

ないわけです。 そこで、 この研究を見て下さい。 これは、

プラッツミルス (Platts Mills) が行ったものです ( 図 17)。

約 200 名の 10 代の子ども達を対象に行われました。 こ

のＦｅｌ　ｄ１といいますハウスダストにおける猫アレルゲンを測

定しました。 そして、 感作されたかどうかということであり

ます。 この白い棒グラフは猫のアレルゲンに対して感作が

どうなっているかということです。 ここの猫のアレルゲンが

少ないという時はアレルギーではないのです。 しかしアレ

ルゲンが多い時はよりアレルギーが起こり易いのではない

かと思われますが、 本当は高用量になりますと （例えば、

家の中で猫を飼っている、 しかし必ずしもそこで多くのア

レルギーが起こっているわけではない） ベル型のカーブに

なっております。 次に IgE 抗体はどうなっているのか。 本

当に高用量になると IgE 抗体が増えているのかということ

です。 それが、 黒い方の棒グラフです。 ここで申し上げ

たいことは、 黒い棒はベル型であります。 ただ直線に延び

ているわけではありませんでした。

他にも、 研究があります。 これは、 クストオービック

(Custovic) であります ( 図 18)。 約 2,200 例の大人を対

象にしました。 ここでも、 まずわかりますのは次のことであ

ります。 まずハウスダストにおける猫のアレルゲンを調査し

たものであります。 その測定を行いまして、 そして感作を

行い、 ここでも同じ様なパターンになりました。 やはり容量

が増えると、 アレルギーも増えてきております。 しかしなが

されています。 ここは、 犬や猫などのアレルギーの陽性反

応が示されています。 犬が

居ない場合スキンプリックテスト (SPT) で 8.6％でした。 1

匹いるところは 3.5% となっております。 2 匹以上になりま

すと 2.6% になっています。 この様な結果が猫に対するア

レルギーでも行われています。 かなり、 統計的に優勢に示

されています。 アトピーでも同じです。 ですから、 この様に

犬や猫を 0 歳児に飼っているということ、 これによりまして

アレルギーが後に発症しにくいという結果が出ています。

次に、 メカニズムは何かということを考えなければなりま

せん ( 図 16)。 これらの関連であります。 そこでまた、 選

択的なバイアスを考えてみましょう。 これは、 大きな問題

であります。 これらの研究に関しても大きな問題となります。

先程、 様々な選択があると言いました。 家族にアレルギー

があるという場合、 おそらくそういう場合はペットを飼うの

はやめようと考えるでしょう。 しかし、 実際にそれらのケー

スは省きました。 アレルギーがあるからペットを飼うのはや

めようという様な人たちは省いてそして研究を行いました。

約 30％ではありますが、 非常に大きな数です。 最初のス

ライドでは約 30% のスウェーデンの子どもがアトピー性の問

題を抱えている、 これは非常に大きな数であります。 しか

し、 それにもかかわらずこの様な表が結果として出てきて

おります。 それからもう一点、 選択的なバイアスとは又違う

と考えられる人ということがあります。 それは、 用量関係と

いうものであります。 用量との比例関係がよく見られている

ということです。 1 匹よりもたくさん飼っている方がよりアレ

ルギーが少ないということもありますが、 全く持っていない、

あるいは 1 匹だけ飼っているというよりも沢山飼っていると

いう方が違うのです。 例えば、2 匹の犬は大丈夫だけれど、

３匹は飼えないとか、 或いは全く飼えないということで区別

がついてくるのだと思います。 さらに、 もう一つ選択的なバ

イアスということを考えますと、 特異性も考えてみなければ

なりません。 犬に猫が居る場合は、猫に対してはアレルギー

が無いかもしれない、 しかし他のノミやダニなどにアレル

ギーがあるかも知れないということが判ってきています。 こ

れらの要因を考えますと、 必ずしも選択的なバイアスだけ

が全てであるとは限らないということです。

又別に考えて見なければならないことがあります。 一体

このメカニズムがどうなっているかという事です。 二つのお

話をしたいと思います。 まず、高用量の暴露についてです。

国際シンポジウム part Ⅰ
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例えば腸などに対して様々な細菌のコロニーが出来る、 そ

してバクテリアの一部であるエンドトキシンなどが何らかの

良い作用をしてくれてアレルギーから守ってくれるのではな

いかという話も出てきております。

動物の研究からわかってきていることがあります。 スード

（Sudo） という人が行いました ( 図 20)。 少なくとも動物に

おきましては、 腸に細菌があった方が良いということです。

無ければ、 経口耐性をつけてあげた方が良い。 これは動

物実験でありますけれど感作することが出来ます。 例えば、

抗原を注射をすることによって感作してアレルゲンが出て

きます。 しかし、 経口で抗原を与えると経口耐性というこ

とでアレルギー抗体が出来ない、 そしてアレルギーから守

れるということです。 次に一番上の正常なマウスですが、

そして腸に十分な細菌がいるような場合、 そのような時は

感作されてもアレルギーにはなりませんでした。 アレルギー

抗体は出来なかったということです。 しかし次に菌が無い

環境でマウスを育てた場合、 その様な経口耐性が出来ま

せん。 そして IgE 抗体が沢山出来てしまいます。 アレル

ギーになってしまいます。 そこで、 その様な場合は、 産ま

れたばかりの時に少しだけバクテリアを経口で与える、 細

菌を経口で与えると経口耐性が出来るということです。 産

まれてすぐのタイミングで行わなければなりません。 例えば

このマウスが 5 週間位経つまで待ちますと、 遅すぎるわけ

です。 動物たちはバクテリアを腸に持って、 そしてアレル

ギーから身を守るということです。 十分早い時期にバクテリ

アの経口耐性 ・ あるいはバクテリアによって身を守るという

ことが大切です。 しかし、 人間においては同じことが言え

ません。 人間では同じ様な実験がしがたいということです。

さて人の腸という環境、 人間におきましてはずっと後に

なってコロニーが出来ます。 パキスタンに比べてスウェー

デンやノルウェーにおきましては、 腸に細菌が入ってくる

のが遅いわけであります。 ですからアレルギーを防ぐとい

う意味でしたら、 パキスタンに産まれた方が良いのかも

しれません。 しかし、 パキスタンにおきましては、 かな

り多くの出生時の死亡などありますのでやはりアレルギー

としてはパキスタンの方が良いが、 全体的な衛生 ・ 安

全状態から考えれば、 スウェーデンの病院、 或いはノ

ルウェーの病院で産まれた方が安心ということになりま

す。 次に腸のコロニー化 （腸にコロニーが出来るという

事。） が大切なポイントです。 これは、 フィンランドにおき

らある時点に到達すると減ってきております。 ということは、

非常に高用量になると猫に感作されてもアレルギーは減っ

てきているということです。 ですからベル型になっています。

非常に低用量と高用量のところでアレルギーが少ないとい

うことです。 こちらの猫のアレルゲンとそして感作、 様々な

アレルギーに対しての結果が右の表であります。 これは、

ベル型ではありません。 やや直線的になっております。 ダ

ニや犬や雑草などに対する感作であります。 そこで、 言え

ることは猫に対するアレルゲンで、 猫によって感作されたと

いうことは、 猫にのみおそらくアレルギーを防ぐことが出来

るのであろうと考えられます。

その次にお話したいことは、 衛生についての仮説であり

ます。 これは最近様々なところでよく考えられてきた問題で

あります。 ディビック ・ ストゥラッチー (Davic Stratchar) さ

んが 1980 年代の後半にこの様な研究を行いました ( 図

19)。 兄弟の多い子ども達を考えたのであります。 子ども

が多い方がアレルギーが少ないということがわかりました。

何故なのかわかりません。 男の子の方が女の子よりアレル

ギーが多いという話も出てきておりますが、 しかし必ずしも

そこでの説明は十分ではありません。 しかし兄弟が多いほ

どアレルギーが少ないということが判ってきております。 そ

して一人っ子であり兄弟がいないという場合、 その様な場

合は、 生まれて 6 ヶ月ぐらいの前に既に保育所などのディ・

ケアをスタートした方が良いという風に考えられてきており

ます。 即ち、 沢山の兄弟がいる代わりに、 ディ ・ ケアある

いは保育所等に早くから連れて行きますと、 アレルギー的

には子どもを守ってあげることが出来るというわけです。 又、

もう一つ衛生上の仮説、 これがさらに拡大されてきました。

今日では、 兄弟の数ということだけではなく、 例えば農場

などに住んでいると良いのではないかということであります。

多くの研究が既に行われており、 農場に住んでいる子ども

達は、 農場に住んでいない子ども達よりもアレルギーが少

ないということです。 ペットに暴露されている＝ペットを飼っ

ているということ、 あるいは途上国の方が少ないのではな

いかということです。 おそらく、 微生物への暴露が多い方

が一番アレルギーに罹りにくいのではないかということが、

これらを総合して言えることです。 色々な事がこれに対し

て議論されてきました。 幾つかの感染が子どもを守るのか、

或いはそうではないのか、 或いはアレルギーに対して何か

防いでくれる感染があるのではないか、 まだまだそこのとこ

ろはわかりません。 感染だけではなく、 微生物への暴露、

図 20
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うことです ( 図 23)。 それでは、 アレルギーに陰性の子ど

も達はかなり高いレベルのエンドトキシンが家庭で見られま

した。 アレルギーが陽性の子ども達に比べてエンドトキシン

が環境に多いということがわかりました。 エンドトキシンのレ

ベルが免疫系に影響を及ぼすのではないかと思われます。

エンドトキシンが家庭で低ければ免疫系はよりアレルギー

的に反応してしまうと思います。 そしてインターフェロン γ

などが出来にくいということです。

しかしエンドトキシンがそこそこ高ければ、 免疫系がおそら

くはより多くインターフェロンγを作ってくれて、 耐性も効い

てあまりアレルギー反応を起こしにくいということです。

それでは、 このスライドで私の結論としたいと思います。

子どもがアレルギーに罹っている様な場合動物は飼わな

い方が良いと思います。 勿論幾つかの例外はありますが、

しかし一般的に申しましてやはりアレルギーがあるとわかっ

ている子どもが居れば、 ペットは飼わない方が良いというこ

とです。しかし幼少期にペットを飼うということは、アレルギー

を起こしにくい、 又少なくともアレルギーのリスクを高めな

いということです。 又ますます次のような仮説が裏付けられ

ています。 幼少期に動物を飼うと喘息やアレルギーが予防

出来るのではないかとこのような考え方が広がってきており

ます。 勿論、高い容量のアレルゲンに暴露されるということ、

あるいは微生物に暴露されること、 あるいは腸の中にしっ

かりコロニーが出来るとか、 あるいはエンドトキシンに対し

て暴露されるなど、 一体何が一番良いのかその様なところ

はまだ明確ではありません。 しかし動物に対して暴露され

る、 あるいは動物を飼うということが、 それなりのメリットが

あるということがわかってきております。

どうも、 御静聴有り難うございました。

植村

ヘッセルマー先生、 どうも有り難うございました。

私も始めて知ったような事もございますし、 学問的に高度

な内容を含んだ先生の 10 年来のご研究、 そして世界中

におけるこの分野の色々な例をお示し頂けたと思います。

その中で、 やはりペットを飼えないような気管支狭窄の子

どもさんの家ではペットを飼わない方が良いというような現

実のことも紹介して頂きました。

質問者　

大阪の堀上と申します。 学校でドッグトレーニングを学ん

まして、 カリモイキ (Kalliomaki) が行ったものです ( 図

21)。 子ども達が対象です。 アトピーの子ども達、 そして

そうでない子ども達で、 それぞれ異なったバクテリアが便

のサンプルで見られました。 実際に介入研究も行ってきて

おります。 これは 132 例の高いアレルギーなどのリスクの

ある ( 図 22)、 また片親がアレルギーである子ども達に対

して行われました。 まず、 バクテリアを少し与えました。

これは、 ラクトバチラスでありましたが、 産まれる少し前に

母親に与えました。 そしてそれから 6 ヵ月後に母子に与え

ました。 ラクトバチラスを投与された子ども達は 2 歳のとき

に湿疹が少なかったわけであります。 ラクトバチラスを与え

なかった子ども達と比べて湿疹が少なかったのです。 これ

は、 おそらくラクトバチラスにより腸にコロニーが出来てそし

てアレルギーを予防することが出来たのではないかというこ

とです。 これは、 私が知っている限りたった一つの介入的

な研究です。 必ずしもバクテリアだけではなく、 バクテリア

よりもその中の一部であるエンドトキシンなどが、 守る働き

をしてくれているのかもしれません。

多くの研究で判ってきていることですが、 農場に住んでい

る子ども達というのは、 アレルギーが起こりにくいということ

です。 少なくとも、 アレルギーの症状が少ないです。 そし

てエンドトキシンというものが非常に高いレベルで見られて

きております。 おそらくエンドトキシンがアレルギーから守っ

てくれているのだと思います。 しかしエンドトキシンに暴露

される為に農場に住む必要はありません。 犬を飼ってい

れば犬によってかなりエンドトキシンに暴露することが出来

ます。 飼わないより飼った方がエンドトキシンが増えるとい

図 22

図 23
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でいて、 私は中学生時代からアレルギーがすごくひどいの

です。 今の学校に行き始めてから益々ひどくなり、 医者に

は動物は絶対に飼わない方が良いといわれました。 しか

し、 犬が好きなのでどうしても犬を飼いたいのですが、 こ

の様な情報を提供してくれる場所が日本には無く、 どうし

たら良いのかわからなくて、本当は動物を飼いたいのです。

植村

自分はペットに対するアレルギーを持っていて、 でもそう

いう場合でもペットを飼いたいと。 どうしたら良いかというこ

とでございますが。

ヘッセルマー

はい、 非常に難しい問題だと思います。 残念な事だと

は思います。 たいていの場合、 犬は飼わない方が良いと

思います。 しかし色々な例外はあります。 ですから、 必ず

しもこれに対してこれが正しくてこれが駄目だという明確な

答えは無いわけです。 ペットを飼いたい人がいるでしょう。

それでは喘息を治して安定した状態になれば、アレルギー

的に対しても大丈夫ということになれば、 飼えるかも知れま

せん。 しかしそれはベストな方法ではないかも知れません。

やはりアレルギーにおいては、 アレルゲンに対して暴露し

ない方が良いということがアレルギーの療法であります。 し

かし、 例外がほしいということであれば、 例えば治療して

いく。 そしてその治療法で自分も満足している、 しかし状

況が不安定であればペットは飼えないです。 この様な問

題というのは、 やはり我々アレルギーの部門でもよくある問

題です。 ですから、 一般的なアドバイスは出来ません。 そ

れぞれの個々の状態に応じて、 この場合はこう、 この方

の場合はこう、 このお子さんはこう、 といった感じでアドバ

イスをしています。 農場などにおきましては、 子どものアレ

ルギーは少ないです。 しかし農場におきましても、 子ども

のアレルギーはあります。 そういう人達に、 どのように治療

をしていけばよいのか難しい時もあります。 治療と動物に

対する暴露のバランスの問題です。 簡単に答えられる問

題ではありません。 ですから、 それぞれの個々によって考

えていかなければならないと思います。

植村

これは非常に難しい問題です。 お医者さんとあなたの様

な色々なレベルの方が居られますから、学問の進歩に期待

すると同時に、 お医者さんとそれぞれの患者さんとの話し

合いの中からベストな方法を示していくことだと存じます。

これでヘッセルマー先生の話題提供をひとまず終了させて

頂きます。

　先生、 どうも有り難うございました。

国際シンポジウム part Ⅰ
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今ご紹介に預かりました厚生労働省結核感染課の課長

補佐をしております中嶋と申します。 これから 1 時間程度

動物由来感染症と対策について説明をさせて頂きます。

　どうして結核感染症課というところに獣医の私が勤務して

いるかと疑問に思われる方もいらっしゃると思いますが、 結

核感染症課というところはインフルエンザとか肝炎とか、 性

病、 ほとんどの感染症を担当する課です。 ここで日本の感

染症対策を企画・立案するようなポジションです。 この課に、

昨年の 1 月厚生省が労働省と一緒になって、 厚生労働省

というものが出来ました時に獣医衛生係という新しいポスト

が出来ました。 私は、 その獣医衛生の方を担当する補佐

として勤務致しております。 BSE の問題とか、 今は動物

由来感染症でいうと、 食品由来のものが多くを占めている

のですが、 やはり医学と獣医学が連携をしてこういった感

染症の対策の課で動物由来感染症についても検討してい

かなければいけないということで、 出来た訳でございます。

私の紹介はさておきまして、 今日の私の話すポイントとして

は、 結論から申しますと、 動物由来感染症とは何でしょうと。

それから、 皆さんが家庭の中でそれから家庭の外でも、 ど

うやって動物と向き合えば良いんだろうということを一緒にこ

の場で考えていきたいと思っております。

　今日のポイント。 これ、 心構えなのですが、 「不安がらず、

でも油断なく」。 あくまでも心構えで、 この病気があるとい

うことは避けられない事実です。 では、 こういったことに対

して過剰に怖がることなく、 どういうふうにしたら動物と触

れ合っていけるのだろう。 この答えは、 私は、 何がリスク

であるのかと、 何が危険であるのかという事を自分で判断

出来るようになることが一番大事なポイントではないかと考

えています。 ここにお集まりの皆様方は、 こういった動物と

どうやって向き合うのだろうという意識をお持ちの方々だと

思います。 なかなか日本では、 自分はどの様にして判断

していくのかと、 今非常に難しいところなのです。 危険情

報というものはいっぱい出回っていますし、 それからテレビ

でも色々な情報が氾濫しています。 ここで、 「どういうふう

に自分で判断していけば良いのだろう。」 それが今一番求

められている事だと思います。 そういったことを少しずつ国

民の中に広げていくというのが、 私どもの仕事ではないか

と考えている次第であります。 今日のポイント、 心構えで

すが、 「不安がらず、 でも油断なく」 ということで話を進め

たいと思います。 （心構えというと、 こういったことを皆さん

にお話しすると同時に、 今日わたしは東京から参りました

ので、 関西の皆さんへ笑いの 1 つぐらいは取れるかなとい

うのが、 今日の心構えで来ているので、 笑って頂ける事

があれば幸いです。）

　それでは、 動物由来感染症とは何でしょうか？それから、

動物由来感染症を取り巻く世界と日本の状況はどのような

状況にあるんでしょうか。 それから、 動物由来感染症のリ

スクとは何でしょうか。 特に、 子ども達に対するリスクとそし

て最後は我々がやっていることの PR になるかもしれませ

んが、今現在行っている対応に絞って話をさせて頂きます。

動物由来感染症という名前を初めて聞いたという方が

いらっしゃるかもしれませんけれど、 人獣共通感染症と言っ

たり、 ズーノーシス ・ こういうふうな言葉と同じなのですが、

これは人の健康の視点から捉え、 人を主体として考えたも

のです。 そういった言い方で、 現在我々の方は動物由来

感染症という言葉を使っています。 悪く考えているわけで

はなくて、 あくまでも人の健康問題ということで、 使わせて

頂いております。 絵で説明をしますと、 （図表１） 動物由

来感染症のイメージということで、 動物から人が感染する

病気、 ただ色々な病気の中には動物だけしか感染しない

病気 【動物間同士でこういった病気が成立しているもの】・

人の間でしか感染が成立しない病気もあります。 インフル

エンザをとってみましても、 人に移るインフルエンザは人の

中だけ出回っていました。 これは、鳥や豚になるのですが、

動物のインフルエンザの場合、 動物間の中でぐるぐる回っ

ていました。 1997 年の香港のインフルエンザが人に来た

という例のように、 動物から人に来るという病気もあります。

こういうものを動物由来感染症といいます。 逆に人から動

物に移ってしまうという病気も多くあります。 赤痢や結核な

どこの様な病気は人からサル、 例えば猫などにも結核が移

ると知られています。 少ない例ではございますが、 こういっ

たものが動物由来感染症というものです。 ちょっとこんな

感じでイメージを持って頂けたらと思います。 難しい言葉、

世界保健機関 （WH О） の定義で言いますと、 脊椎動物

とヒトとの間で自然に移行する全ての病気ということです。

私も良くわからない位の言葉なので、 先程の図で理解を

頂ければと思います。 ただ、 ここで病気とか感染とかあり

ますが、 ウイルスもあれば、 細菌もあれば、 寄生虫もある。

それから、 動物から直接感染する病気もあれば、 動物の

話題提供

『我が国における動物由来感染症とその対策』

  中嶋　建介     厚生労働省健康局結核感染症課　課長補佐　

図表 1
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食品から、 例えば肉や卵そういったものを介して移るもの、

あと今アメリカで騒がれているウエストナイル感染症のよう

に蚊が人を媒介する、 鳥から直接人に媒介するのではなく

蚊が仲立ちして入るような病気も多くございます。 どういう

種類があるか表でしてみましたが、 （図表 2） ポイントとし

ては、 ここに示したものは動物由来感染症といわれるもの

を網羅したもので、 感染症法という法律で規定されている

ものの半分ぐらいが動物から来る病気という位置付けにさ

れています。 皆さんも意識しないで、 ただ赤痢と言ったり

していますが、 元々その病気も動物から来るといわれてい

るものです。 人が罹る多くの病気は、 元々動物から来る病

気だったと言えると思います。 ここの１類 ・ ２類 ・ ３類 ・ ４類

とは簡単に言いますと、 怖い順から 1 類からなっています。

例えばエボラ出血熱などは、 アウトブレイクという映画でも

ありましたが、 アフリカでサルから人に移るという病気でし

て、 あの辺りから我々厚生労働省の方も動物由来感染症

というものに力を入れたところであります。 今後、 益々色々

な病気が増えてくれば、 そういった科学の進歩に応じて病

気が増えてくるかと思います。

　では、 その次に動物由来感染症とはどの様な動物から来

るのでしょうか。 カテゴリーということから考えれば、 整理し

やすいのではと考えましてペット ・ 野生動物 ・ 都市型野生

動物 ( 例えばネズミとかカラス )・家畜・魚介類 （牛・豚・羊・

鳥といったもの）・展示動物（動物園にいるようなゾウ・シカ・

サイなど )・実験動物 （マウス・ラットの類）・学校動物 （ウ

サギ ・ ニワトリ） などこういった動物群で動物由来感染症

を考えていったらどうかと。 原因になる動物は動物の種類

に分けるとこれだけしかありません。 こういったものが原因

となることがあるということです。 このカテゴリーを又後で考

えてみますので頭に記憶しておいて下さい。

次は世界と日本の動物由来感染症についてどのような

状況にあるのでしょうか。 概観について見てみようと思い

ます。

　1. ペットからの感染が日本では特に増えているという報告

は無い。

最近テレビで色々な病気の事、 特に Q 熱という病気の

事を、 娯楽番組のように面白おかしく宣伝している形がご

ざいますが、 我々が把握している限りでは感染がどんどん

増えているということはありません。 動物由来感染症とは

氷山の一角とも例えられましてその実態を把握することは

大変難しいことは確かです。 しかしここ数年で増えている

ということは無いと考えています。 ただ何故この様に騒が

れるようになったかと背景を考えてみますと、 やはりペット

動物と我々飼う側の距離が近くなってきたからかなと考え

られる訳です。

　2.O ‐ 157 などの動物性食品由来の食中毒については

近年増加。

世界的にも同様の傾向。 これは間違いありません。

1990 年代 O ‐ 157 が相当な猛威を振るいました。 例え

ば、 アメリカのジュースや果実など、 またハンバーカーなど

で広がったもの、 日本でも 5 年ぐらい前に非常に大きな問

題になったことは記憶に新しいところです。 動物性食品の

摂取量が増えるにしたがって、 こういった病気がどんどん

増えている、 日本だけではなく世界的にも同じ傾向にある

ということです。

　3. BSE ・ 炭疽菌 ・ テロ騒動。

昨年アメリカで死者も出ましたが、 生物テロ ・ 細菌の悪

用で騒動以来、 動物から来る病気があるということも、 日

本の国民の方々も知る機会となり健康危害に関心が集

まっているということにあるようです。 また新聞記者の方々

と話をしていると 『動物』 という言葉があると新聞の売れ

行きが良いということで、 取り上げさせて欲しいという声も、

無責任に聞こえてきます。

この様なことを考えてみますと、 何故動物由来感染症は

本当に問題になってきたのかと、 この人間社会の変化と人

間の行動の多様化、 今まで話してきた事とだぶるのです

が、 例えば膨大な物と人の移動、 日本の食料自給率が

相当低下している、 例えば四割を切ってしまったことなど、

皆さん新聞でご存知かもしれませんが、 非常に大量な食

品、 それから後で話をしますが動物がどんどんと日本だけ

ではなく世界各国間を巡っています。 人の方も簡単に今ま

で熱帯と言われているような所にも、 例えばサバイバルレー

スのような形で参加をしてしまう事が出来る様になってし

まったことです。 それから自然環境 ・ 住環境の変化。 例

えば温度環境が変化すれば蚊の生息域は広がるわけです

し、 住環境も今まで一戸建てで暮していた所がマンション

になってしまえば、 もしかしてそこで何らかの変化があるか

も知れません。 それから生活様式の変化、 今まで家で食

べていたものを外食に頼るようになる、 これも大きな変化

ではないでしょうか。 人口の都市集中、 例えば日本の国

土は限られていますから住める平野部分に人口が集中し

てしまう。 これは日本だけではなく世界各地で起こってい

る事であります。 それから老齢人口の変化、 １週間ぐらい

前の新聞では、 日本の 65 歳以上のお年寄りの人の比率

が 20% 以上になってしまったこと、 数年後には 25% にな

り 4 人に１人がお年寄りになってしまうという様な非常な社

会の変化がおきています。 これは決して日本だけの事で

はなくて、 特にここについては日本はトップについています

が、 こういった変化が起きているということです。

先程の、 どんどんと人が今まで入らなかった自然環境の

中に入ることによって、 又科学技術の進歩に従って、 こう

いった今まで知らなかった様な病気が出てきます。 その多

くが新興 ・ 再興感染症と言いますが、 動物由来のもので

図表 2

国際シンポジウム part Ⅰ



15

あります。 ( 図表 3) 先程例にとりましたエボラ出血熱など

の新興感染症は、 ご存じないかと思いますが、 げっ歯類

から南米 ・ 北米で多くの死者を出しているハンタウイルス

肺症候群、 数年前マレーシアでコウモリが持っているウイ

ルスが豚に移ってそのウイルスが村を全滅させてしまった

というニパウイルス感染症などが新興感染症と言われてい

て、 従来知られていなかった感染症です。 感染力が強く、

重症化し、 治療法が無いものも確かに世界にはあるという

ことです。 この様なことから、 動物由来感染症は注目をさ

れている一因ではないかと考えるところであります。 今のと

ころをまとめてみますと、 古くはラッサ熱やマールブルグ病と

かそしてエボラなどこういった年代を追ってどんどんと出て

きています。 1980 年代になって O ‐ 157 など出てきてい

ます。 1990 年代には先程説明をしたような病気が出てき

ています。 この様な傾向は止むことは無く、 歴史と共にど

んどんと分かってくるところです。

　今まで見てきた世界の状況から日本の状況を見てみます

と、 海外旅行者の増加、 誰でもどこにでも簡単に行けるよ

うになりました。 日本円とドルの関係が大きく変わってきて

から、 1980 年代から著しいところなのですが、 同じ様に

農産物輸入の自由化ということで色々と入ってきています。

この様なことと歩調を合わせるように、 少し硬い言い方な

のですが、 ノーチェックの検査をされていない、 管理の届

いていない動物が大量に輸入をされている。 家畜に関し

ては管理されていますが、 されていない動物がどんどん来

ているということです。 そういったものの中には、 エキゾチッ

クアニマル、 野生の輸入の動物が入りそれがペットとして

飼われている。 アライグマもおそらくそういった類になるで

しょう。 アライグマ ・ ラスカルのテレビの番組で 1980 年

代から毎年相当な数が輸入されています。 幸いなことに、

アライグマは狂犬病のチェックを義務付けましたので、 昨

年は輸入は０となりました。 その様なペット化も進んできて

います。

それから、 ペットの飼育形態の変化です。 昔はペットは、

私も３匹の犬を飼った時そうだったのですが、 屋外に小屋

に入れて飼っていました。 それが今はマンションで飼われ

るようになっています。 そういった形態の変化があるのでは

ないか。

また、 これは私の意見も含まれてきますが、 飼い主の感

染症に対する認識不足です。 自分が飼っている動物なの

に、 自分の動物の事をあまり感染症の観点からは見て頂

いていないのではないか。 可愛ければ良いというだけでな

く、 自分のパートナーの例えば恋人でも奥さんでも良いので

すが、 病気になれば、 具合が悪ければ非常に気にします

けれど、 それは日頃の管理がとても大事ではないか。 動

物にもそういう意識を持ってもらえたらどうかなと思っており

ます。 それから危険情報の氾濫とゼロリスクの追求です。

これもゼロリスクが無いという事を理解頂くことは難しいとこ

ろですが、 危険情報が出れば、 行政のほうに管理 （危険

情報が出ても、 リスクゼロ。） を寄せられるのですが、 リス

クというのは世界にもあるものです。 その様なことを今の世

の中少し忘れられているところがあるのかと、 わが国の事

情ということでお話させて頂きました。

　それを世界と日本の比較ということに話していきますと、

動物由来感染症は世界に比べて日本はどうなんだろうとい

うことで、 種類としては WHO で 10 年前に出たデーター

を見てみますと、 大体 150 種類以上あります。 日本はど

うだろう。 日本はぐっと少なくて数十種類しかありません。

何故そんなに日本は少ないのでしょうか。 色々と学者の先

生が考えた理由としてこの３つがあります。

①地理的要因。 島国で比較的温暖な気候である。

②家畜衛生対策の徹底。 農林水産省を擁護するわけで

はありませんが、 非常に日本の家畜衛生対策は行き届い

たものです。 例えば３年前に宮崎で口蹄疫と言う非常に怖

くイギリスで昨年大変な問題になりましたけれど、 そういっ

た病気が日本にも入りました。 しかしたいした被害も無く

それを瞬く間に封じ込めてしまいました。 これは大変な能

力だと私は感じます。 一頭を見つけた獣医さん、 大変な

風圧にさらされたらしいですが、 それでも封じ込めることが

出来ました。

狂犬病についても、 例えば江戸時代の初期の頃から戦

後まで長らくに渡って、 日本でも猛威を振るった病気です

が、 昭和 26 年に狂犬病予防法という法律が出来て、 6

年後には根絶。 日本から１匹も狂犬病の犬が出ないように

してしまいました。 こういった過去の獣医師達の努力とい

うものが非常に大きいのではないでしょうか。 だからこの様

な病気も日本ではありません。

③それから皆さん方の衛生観念が非常に強いのではない

かということです。 手を洗うとか、 体を清めるなど、 そういっ

たところで衛生観念が非常に強い国民性があるのではな

いかと推察されています。 あと日本の状況の参考までに、

大体少しおかしくて困っているのですが、 厚生省の統計

では 600 万頭の登録が、 ペットフード工業会では 1,000

万頭で、 登録されていない数を思えば大体この様な数だ

ろうということです。 大体これが日本のペットのベースの数

字です。

先程言いました日本の状況の懸念することですが、 動

物輸入状況です。 ( 図表４次ページ ) はっきり申しまして

昨年までこの輸入統計というものは、 どこから何が何匹入っ

てきたか全くわからない状況でした。 これだと対策を考え

る糸口も見つかりません。 やはり何が危ないのか。 そして

何が何匹来ているのか。 状況が分かって初めて対策が

図表 3

国際シンポジウム part Ⅰ



16

取れるのではないかと。 ですから昨年から統計をきちんと

取れるようにしました。 表で見て見ますと、 昨年はまだ哺

乳類しか調べていないのですが、 家畜を除く種類として

118 万頭、 大体 120 万頭が来ているということです。 そ

の殆どがハムスターで 100 万頭位です。 その他にも、 こ

の夏問題になったプレーリードッグ、 これはミニマムな数字

なのですが 13,407 頭。 それから野生のリスも来ています。

フェレットも含まれます。 この中でハムスターなどはもしかす

ると繁殖を経たものと思われていますが、 これだけのもの

が、 毎年最低は輸入されています。 種類としてはもっと沢

山あるのですが、 表の都合の関係でこれだけにしました。

その他に鳥も来ています。 カメも、 沢山の数が輸入されて

います。 今年の１月からカメと鳥の統計を取るように致しま

した。なかなか苦しくて、我々の方が必要性を申し立てて、

昔の大蔵省の財務省の税関の方へ統計を取ってもらうよう

に要望して、 半年ぐらいの折衝を経てコードとして入れて

もらうのですが、 この様なことを始めたことでだんだんと日

本への動物輸入状況が分かるようになってきています。

　次に、 動物由来感染症とは何でしょう。 世界、 それから

日本の動物由来感染症を取り巻くベースを皆さんにお伝

えしましたけれども、 この辺りから私の今日の本題なので

すが、 リスクです。 動物由来感染症のリスクとはどの様に

考えたらよいのでしょう。 リスクと言うと皆さんお分かりだと

思いますが、 健康危害です。 どの位の危険性があるのか

という事をリスクと言っておりますが、 そのリスクをどの様に

考えたらよいかと私は考えまして、 比較をしようかとまず考

えまして、 他の分野との相対的比較です。 動物由来感染

症のリスクを考えるのに他の分野と比較してみようかと思い

ました。 例えば、 インフルエンザ。 インフルエンザとは感

染症ですよね。 インフルエンザで毎年何人位の方が亡く

なっていらっしゃるかはわかりますでしょうか。 ( 図表 5) 一

つ進めて、 これはインフルエンザの死亡者数なのですが

平成 11 年には 1,400 人近

い人がインフルエンザで亡くなっています。 これは人口動

態統計といわれ、 我々の役所の数字を出してみましたが、

多くが 60 歳以上のお年寄りの方が亡くなっています。 こ

れも氷山の一角かもしれませんが、 毎年分かっているだけ

で相当な数の人が亡くなっています。 ここでぐっと減ってお

りますが、 本当にこれだけ減って亡くなった方が 200 人だ

けだったかというのは、 感染症はなかなかそんなに分かる

ものではないのですが、 これぐらいの危険性 ・ リスクがあ

る病気だと、 恐ろしい病気だと考えております。

　また次にタバコの危険性について比較してみようと思い

ます。 私の友人のお医者さんが、 タバコの問題について

厚生省で担当しておりまして、 タバコで大体何人位の日

本人が亡くなっているかということに話が及んだ時に、 驚

く数字をその方が言いましてびっくりしたのですが、 タバ

コで毎年亡くなっている方は何人位だと考えますでしょう

か。 100 人とか 1 千人とか 1 万人とかいう数字ではなく

て、 10 万人位の人がタバコの喫煙で亡くなっているという

ことが、 厚生省が主催している検討会の報告書でまとまっ

ています。 様々な死亡原因の 11％位をタバコによる死亡

があると言われています。 スウェーデンの数も比較で占め

させて頂きますと、 8% と言われています。 米国や英国は

21% 位と言われています。 日本では交通事故による死亡

者が全体の 1.8% 位占めていますが、 それよりも相当高い

ところにタバコの喫煙で亡くなっていらっしゃるといえます。

そういったところで、 相対的なリスクというのは世の中にあ

るわけです。 インフルエンザが流行っていても、 映画館に

行ったりどこかに遊びに行ったりとか自分の都合でしてし

まいますし、 自分はタバコは吸いませんが友達がタバコを

吸っていても、 居酒屋で 3 時間でも 4 時間でも一緒に煙

草を吸う友達といて、私も受動喫煙をしているということで、

あまりリスクを毎日の生活の中で意識していないのですけ

ども、 動物由来感染症分野でどうやってリスクを見ていこう

かなということでちょっと考えたのですが、 さっきの動物のカ

テゴリーごとにリスクをみたらどうかなと。 ペット、 野生動物、

動物園の動物、 家畜、 そんな風にしてリスクの大きさを今

度はこの中で比較したらいいんじゃないかと。

ペットの動物の特徴からリスクを見てみますと、 人と非常

に緊密な接触があると、 家族と同化する直接接触で感染

する疾病に要注意と書いてある。 こういう密接な繋がりが

あるので、 そういったところがリスクになるんじゃないかと言

われて考えられております。 ではそういった密接な関係の

ある動物と、 例えば本来ペットと呼ばれている犬とか猫とか

小鳥、 こういったものについては、 例えば犬なんかについ

ていえば有史以前から人間との共生の歴史がありますね。

共に生きてきた歴史があって、 そのリスクっていうのはもう、

知られている訳です。 もういろんな新しい寄生虫や病気が

見つかってきていますけれどもでも、 それでもこれだけ長い

図表 5
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間人間と共に生きてきた訳ですから、 リスクの程度というの

も皆分かっている訳ですよね。 ゼロじゃないんですけれども

リスクは小さい、 じゃあエキゾチックアニマルっていう外国

から輸入される野生動物のリスクはどうなのか、はっきり言っ

て未知、 分からない事だらけです。 どこまでリスクがある

のかも私はここで明確に言うことが出来ない。 言ってしまえ

ば明確に言うことができないのであれば、 リスクは大きいの

だろうと。 　　実際外国で色んな野生動物から感染がある

わけですから、 リスクが大きいというふうにまずは考えるべ

きではないかと考えます。 そういったペット、 家族と同化す

るようなものについて今日は我々は考えるところだと思いま

すので、 そこのところを頭の中に入れて頂けないかなと思っ

ている訳です。

ちなみに私、 幼稚園の頃から犬を飼い始めまして、 小

学校二年の時に父親が 1 匹の犬を近くの獣医師さんから

貰ってきて、 「お前がこの犬をずっと面倒見なさい。 餌を

毎日あげて、 毎日散歩に行きなさい。」 で、 私は高校を

卒業するまで毎日それを続けまして、 高校を卒業して獣

医の大学に入る時にその犬が死んでしまったんですけれ

ども、 それまでずっと密接な関係がありまして、 先程先生

がおっしゃったように何か悩み事があると犬と一緒にいるな

んていうことも自分でも体験をしています。 自分の個人的

なことなんですけれども自分の父親が自分にやってくれた

ことの非常に大きな部分が 「お前はこの犬の面倒を見ろ」

といった仕事を与えてくれたことかなと考えております。 た

だ、 父親はそういうことを私に言ってくれたんですけれど

も、 私の母親はお前は一人で生きられるように食事を自分

で作れるようにしろ、 洗濯を自分で出来るようにしろと、 そ

ういう仕事を私に与えてくれまして、 もしかすると私の今の

家族の中での生活で、 私がそれで非常に被害を被ってい

るんじゃないかと何で私が日曜日に朝から食事を作らなく

ちゃいけないんだろうかとちょっと話があれなんですけれど

も、 犬というものとの関係が私非常に一杯あるんです。

ちょっとこれは犬じゃなくて今年の夏話題になったプレー

リードッグの野兎病というやつなんですけれども、 結論から

言いますと幸いにもアメリカから約一ヶ月、 私ともう一人の

係長で調査をした結果、 とりあえずアメリカで今年の夏問

題となったプレーリードッグからは野兎病が疑われるものは

なかった。 他の国では野兎病の発生があったようなんです

が、 なかったと。 プレーリードッグが野兎病の B 型という弱

いタイプの菌に感染して、 アメリカで相当数死んだりとか、

それから輸出された国チェコスロバキアらしいですけれども

死んだりとかしていますけれども日本ではそういったものは

なかった。 ただそういった事態っていうのは幸運だけだっ

たのじゃないかと。 やはりそのプレーリードッグについては

野兎病の A というものも （これはもっと強いものですけれど

も） あるし、 それからペストというような本当に怖いような

病気も媒介するというように言われてまして、 昨年のデータ

からプレーリードッグが相当 1 万 5 千匹位入っているという

のが分かりましたので、 私共、 今、 リスク評価のための研

究班というのを組織しまして今後どういった規制をかけて

いったらいいかというのを大急ぎで作っているところです。

ちょっとそんなようなものが実際に問題となっていることを紹

介しました。

野生動物の特徴としてみれば例えば、 キツネリスザル、

本来は人と触れ合わない動物、 本当に地域の風土病的

なもので人に感染症が起きている。 それから、 猟師さん、

ウサギとか獲る方に野兎病みたいなものが今まで発生して

いた。 それが、 ペットで野生のものを家庭に持ち込むので、

いきなりそこで家の中に野性が入るので、 そこで、 大きな

リスクがあるんじゃないかなということを、 今、 そのリスクの

大きさを各動物各輸出地域に応じて検討を進めています。

都市型野生動物というのもいます。例えばネズミとかカラス、

人と生活圏が重なっている食べ物とか住む所は時に人に

依存している。 集団の生息密度が高くて都市型、 人と同

じですよね。 動物の感染症、 それから人の感染症をどん

どん広げるリスクがある。

それから、 家畜、 魚介類の特徴として食べ物で利用さ

れて食品由来の感染症の原因となる可能性もある。 でも

これについては家畜衛生とか食品衛生で管理されている。

ただ、 動物の飼育形態、 大量に一箇所で飼うとか流通の

変化、 国際的な流通がどんどん進んでいくとかして、 一

つの施設への問題が世界的にも起きてしまう。 例えばベ

ルギーの一つの農場の鳥に与えた餌に悪い重金属などが

入っていたためにその鶏が世界に輸出されて世界で問題

を起したというようなことが４年位前に起こりました。そういっ

たものが起こり易くなっているグローバリゼーションの影響か

も知れないんですけれども、 食中毒と動物由来症という関

係でどういった位のカーブかなと思ってみたところ、( 図表 6)

例えばこういったサルモネラとか、 それからカンピロバクター

とか、 そういった動物由来のものが食中毒がドーンと増え

て、 ぐっとこう頑張って落としたんですけれどもぐっとこう増

えたと。 従来は黄色ブドウ球菌とかオニギリとかそういった

ものだったんですけれどもそれに代わって動物由来の食品

の原因とするものが増えているというような状況もあります。

それから、 展示動物。 展示動物というのは動物園や水

族館の動物なんですけれども人との接触は限られています

し、 健康管理はある程度行なわれている。 ただ、 ふれあ

い動物園というところがやはりございまして、 そういった動

物園では十分な対策を立てているとは思いますけれども、

やはり動物に触れた後には手を洗ったりとか、 そういった

基礎的なところは大事じゃないかなということで、 この管理

なんかに関するガイドラインを今やっぱり研究班を立ち上

図表 6
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げてまとめているところです。 去年、 二つ大きな動物園を

舞台にした人への感染症発生がございまして、 一つは川

崎の動物園のヘラジカが原因となって ( 図表 7) 一時はブ

ルセラとかＱ熱というのが原因として言われてたんですけ

れども結局はオウム病という病気で飼育係の方 5 人が病

気になったということが分かりました。 それから、 島根県の

鳥の大きな展示施設で 20 名位のオウム病の集団発生が

あったのも、 ふれあいという形態の展示の仕方で感染が

あったということのようです。 しかも全て 60 歳以上の方が

患者さんでした。 　

学校動物の特徴として、 今言ったような展示動物それ

からペットとの中間的な性格にある。 ただ、 動物の種類は

限定的でウサギとかニワトリというものにある程度限られて

いる。 抵抗力が弱い人達がいれば、 接触の機会がある

時には健康管理に留意が必要といわれています。 アニマ

ルセラピーみたいな形で米国でもそういったいろんな施設

で動物を飼うというようなことが進んでいますけれども、 やっ

ぱり免疫不全の方とかですね、 お年寄りの老人ホームみた

いな所での飼育というのは一定のガイドラインみたいなも

のが示されているところです。

今まで動物ごとのリスクを見てきた訳ですけれども、 国

内に限定してみると、 管理されている動物これは程度には

差がありますけれども、 家畜とか展示動物とか学校動物と

か本来のペット、 こういったものについてはリスクは小さい

んじゃないかと考えていいんじゃないかと。 これに反して

管理されていない動物、 輸入されるような野生動物につ

いてはこれはリスクが大きいと考えていいんじゃないかと思

います。 で、 リスクの高い動物由来感染症の定義としてど

んなことを定義したらいいかなということで考えてみますと、

特に公衆衛生上ひとりひとりの病気というよりも社会の病気

としての怖さというので見てみますと人から人に感染するよ

うな病気、 インフルエンザとか、 ペストとか、 出血熱こういっ

たものは、ばっと広がってしまいますので、非常に対策をきっ

ちり立てる必要があるんじゃないかと。 それから治療法が

ない病気、 狂犬病等も日本では忘れられてしまっている

部分があるんですけれども狂犬病というのは御承知のよう

に１回症状が出てしまうともう死以外の道はないと言われて

いますので、 そういったものに対しても対策は必要だろうと。

それから治療法が無いという他に重症化する疾病、 ハン

タウイルス肺症候群みたいなものもですね、 治療法がよく

分からなくて対症療法しかないもの、 こういった重症化す

る疾病、 感染力が強いものなんかも怖い病気と考えられま

す。 公衆衛生上ですけれども。 それからよく分かっていな

い未知の疾病というのも対応が取れないだけにこういった

ものに対しては公衆衛生上のリスクが高いというふうに考え

て対策をとっていくということを我々考えています。

では、 個人レベルではどうだろうと。 これは程度は不明

だというのは一人一人のレベルの話なので考えてみると、

例えば免疫が低下しているというのはやっぱりリスクが高い

人ではないか。 職業的に動物との接触が多い人さっき言

いましたような、 狩猟、 狩りをする人とか、 畜産業に従事

する人やはりそういう人はリスクが高い人だと。 海外旅行

で流行地域に行く人、 例えば日本は狂犬病がないですけ

れども、 タイとかフィリピンとか多くの国が狂犬病の流行地

ですので、 そういったところで犬に咬まれた場合にはもう間

違いなく狂犬病の治療をしなくちゃいけない。 そういったと

ころに行く人はどれだけそういうことを知っているのか、 そう

いう人はどれだけ危ないかというようなことを分かっていれ

ば、 リスクがないんでしょうけれども、 分かっていないとリ

スクは高いんじゃないかと。 それから節度を越えて動物と

接触するような人。 一緒の皿でご飯食べちゃう人もいるか

も知れないんですけれども、 やっぱり動物の口っていうの

は犬はどこでも舐めちゃってお尻も舐めるし足の裏も舐める

しそういったものが口にある訳ですから、 そういうことも考え

て節度あるものが必要じゃないかな、 越えちゃうとちょっとリ

スク高くなっちゃうよと。 あと、 輸入動物。 アレルギーこれ

は感染症じゃないので私の分野ではないんですけれども、

こんなものが個人レベルのリスクかなと。

それで、 家庭等での子どものリスクへの対応についてと

いうことで考えてみますと、 今日私最初に冒頭で言いまし

たように何がリスクであるかを知って頂いて自分で判断で

きることが大切じゃないかなと。 これまで、 話して来たこと

からすると 「あれは危ないのかしら」 というのがもっと分か

れば、 判断出来るということになるんじゃないかなと思うん

ですけれども、 それには基礎知識、 科学情報、 病気のこ

ととか行政情報、 行政が何をしているのかというようなこと

を知って頂いて、 「あ。 そうしたらば慌てなくて良いんだ

わ」、 と思って頂けるように我々は必要な情報を提供しなく

ちゃいけないんじゃないか、 情報提供というのは非常に重

要というふうに考えているところです。

個人レベルの感染症対策として考えればやっぱり基本

的につきてしまう訳で、 日常生活での注意とさっき言った

過剰なふれあいは避けるとか、 手洗いとか糞便処理とか

動物の身の回りを清潔にということが基本的なものになっ

ていく訳で、 特にペットについては本来のペットについては

それで十分じゃないかと私は考えています。 それから、 輸

入エキゾチックアニマルの飼育は避けるといったこととか

基礎的なところで対応がとれるんじゃないかなと思います。

犬では登録と予防注射というのがあるんですけれども、 そ

んなのはもう必要ないんじゃないかと思われる方もいらっ

しゃるかも知れないんですけれども、 一言言わせて頂きま

すと、 やっぱり、 外国では非常に多く出ている病気です。

万が一、 一匹でも一匹の犬でも狂犬病に日本でなれば新
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聞に狂犬病という字が踊っちゃうわけで、 なかなか 「狂う」

という字がある病気というのは今、 狂牛病なくなっちゃいま

したから狂犬病しか残っていませんのでパニックになると

思います。 パニックになった時に多分一番心配されるのは

自分で自分の犬に注射を打っていない方じゃないかなと。

その時にパニックにならないようにするためにもやっぱりそ

れは一番何が大事かというと自分で出来ることを自分でし

ておくということではないかなと考えています。

後、 最近話題のＱ熱についてちょっとくどいんですけれど

説明させて頂きますと、 ( 図表 8) どんなリスクがあるのか。

人から人に感染しない、 重症化は本当に稀です。 それか

ら、 世界中で見られる病気、 先進国では毎年数百例発生、

一番多いのはオーストラリアで 700 例とかイタリアも 900

例位。日本では毎年20名から40名程度が感染している。

家畜からの感染が多くてですね。 多くは職業病、外国では、

職業病という認識で通っています。 最近もシャモニーの方

で流行があったというふうに ProMED というところでは出

てました。 最近ではペットからの感染の報告もあるというこ

とで、 これが全てじゃない、 報告もあるということです。 猫

とか犬から罹ったという報告もこれはあります。 ただ、 罹っ

たとしても症状が出ないで終わっちゃうことが多くて、 急性

Ｑ熱というものの場合には２週間程度で普通は治っちゃうん

ですね。 何もしなくても治っちゃう。 ただ稀に急性から慢性

に移行することがあると、 これは、 外国では患者さんが多

いですからそういった慢性の人も中にはいらっしゃる、 で、

合併症があれば予後があんまり良くない場合もあると。 た

だ、 抗生物質が有効で効くということです。 では、 日本で

犬を飼っている猫を飼っている方のリスク回避はさっき言っ

たような基本的な対応で十分です。 あの、「怖い怖い怖い」

という様な形で、 テレビで報道された度にですね、 私とも

う一人の係長の 2 本の電話が朝から鳴りっぱなしになっ

ちゃうんです。 そんなに怖がらなくて結構ということを１日十

何人に説明をして自分は一体何をしているんだろうという

ふうに思っちゃうんですけれども、 その位の病気だというこ

とで認識して下さい。 先程言いましたようなインフルエン

ザとかそういったことの方が、 リスクとしてはなかなか比較

は出来ないんですけれども高い病気というふうに考えられ

ます。

それからちょっと我々がやっているところで、 動物とペット

の犬と違ったところのカテゴリーが今後出てきますので、 ご

紹介したいです。 身体障害者補助犬に関する法律が今

年のあと１週間位したら施行されます。 ( 図表 9) 補助犬と

いうのは盲導犬、 介助犬、 聴導犬この三種類です。 何で

こういう法律が出来たかというと障害者の社会参加を推進

するというのが目的です。 で、 どういうことをこの法律です

るかというと補助犬に特別のステイタスを与えると。 ステイ

タスって何でしょうか。 交通機関、 レストラン、 ホテルに同

伴可能、 拒むということは基本的に出来ない、 連れて行

きたい所に連れて行けるようになるということがこの法律で

うたわれる訳です。 ただ、 どんな犬もという訳にはいきませ

んので、 条件として優秀な犬でなくてはいけない、 それか

ら、 公衆衛生上の対策もなくてはいけない、 というのが条

件になっている訳です。 ここのところが今日私の話に関係

してくるところなんですけれども、 公衆衛生の対策はどうい

う風にしましょうと、 また、 これも研究によりまして補助犬

の衛生確保のための健康管理ガイドラインというものを作

りました。 ポイントとして、 これもまったく基本的なところな

んですけれども使用者が身体障害者の方ですね。 行う犬

の毎日の健康管理、 これをきっちりと記録をする。 それか

ら、 獣医師が定期的に健康診断をして必要な治療とか予

防注射をして健康管理をしていくと。 専門家の目でです

ね。 そして、 この使用者と獣医師の衛生管理の記録をきっ

ちりと残していく。 この 3 つがポイントで衛生管理というの

がされているというふうに考えて特別なステイタスを与え

る、 つまり、 衛生管理をきちっと普通の犬よりもしているか

ら入りたい人はそれを連れて例えばレストランにも行けるよ

うにもする。 受け入れる側は半ば義務として受け入れなく
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てはならない、 ということでこの法律は作られています。 私

の獣医衛生係の方もこの管理ガイドラインを作るのに、 こ

の法律に関係した訳です。

今日の話の最後になるんですけれどもリスクの分析の概

念ということで、 考えてみまして、 ( 図表 10) 我々行政の

役割としては、 わかったリスクをどうやってコントロールして

いきましょうかと。 科学者さん、 専門家達のところでは本

当にそのリスクが高いのか、 低いのか、 大きいのか、 小さ

いのかを考えて頂くと。 そこで、 わかったものを国民の方、

それから例えば輸入業者の方とか動物を取り扱う人達一

杯いますけれどもそういった方にもリスクを伝えて、 これだっ

たらば、 あなたどういう選択をしますかと、 先程の補助犬

についてもそうですけれども障害者の方が社会に参加でき

るのがいいのか、 それとも犬はやっぱりどんなに管理され

ているといってもリスクはゼロじゃないでしょうと、 そのリス

クがゼロじゃないということと障害者の方が社会参加できる

とベネフィットというんですか、 得、 リスク＆ベネフィットとい

うのを天秤にかけて判断して頂くということをやって頂くの

がリスク伝達というところだと思います。 この 3 つが揃って

リスクというものに対して我々が国全体として対応出来る

のではないかなと考えているところです。 こんなことを考え

て我々行政に取り組んでおります。 そういったところからす

ると、 我々どうやって皆さんにリスクのことを伝えていったら

いいのかというのをこれからますます考えていかなくちゃい

かなくてはいけない時代になるのではないかなと。 それか

ら皆様方におかれましてはそのリスクを踏まえて自分はどう

いう風に判断したらよいのかということをよく検討して頂く時

代になってくるんじゃないか。 そんなようなことで考えた次

第です。

色々とスライドはあったんですけれども、 我々リスク伝達

の手段として、 こんなようなホームページを作ってます ( 図

表 11) というようなちょっとＰＲをさせて頂いたりとか。 こん

なようなハンドブックというのも作っています。 ( 図表 12) こ

れも人と動物の共通感染症研究会のホームページにも全

部載せていますとかお示ししたりとかしてですね。 感染症

法の見直しというのを平成 16 年くらいに予定しておりまし

て、 今ここで見直し案の検討をしているところです。 来年

には国会に出したりして審議を進めていきます。 今日話し

たようなことの中の少しでもですね、 ここの中に盛り込めれ

ばというふうに考えているところです。 私の今日のプレゼン

テーションはここで終わらせて頂きます。 どうも、 ご静聴有

り難うございました。

植村

中嶋先生、どうも有り難うございました。最初の出だしが、

「不安がらず、 でも油断なく」 ということでございましたが、

フロアの皆様方いかがでございましたでしょうか。 若干、

私自身は不安も少しは残っているんですけれども、 今のよ

うに色々な話題をきちっと整理して頂いて、 そして、 最後

にお話がありましたように、 その情報は市民、 国民に的確

に伝達するといわゆるリスクコミュニケーション、 ということだ

と思います。 今年、中嶋先生よりご紹介がありましたように、

ゴールデンアワーで Q 熱のテレビ番組が流れたりしたこと

で、 いわゆる過剰反応も起こっているのが事実でございま

す。 あるいは、 あまり一般の方はご存知なかったかも知れ

ませんけれども、 いわゆるプレーリードッグの野兎病、 「の

うさぎびょう」 ですね。 これは、 もし、 侵入しますと被害が

どうなるかということで、 やっぱり危険な病気でございます。

きちっと整理して頂いているという話の内容であったと思い

ます。

質問者

学校で、 動物の飼い方とか考え方を指導している者で

す。 文部省と一緒に。 一つお伺いしたいのは、 私達も人

に一番怖いのは人から移る病気だと説明しておりますが、

インフルエンザの死亡率とかタバコの喫煙の死亡率が出

てますけれども、 直接に動物から感染を受けて死んだとい

う例が年間どの位あるのか教えて頂きたいと思います。

中嶋

分かっているだけなんですが。 先程の説明の中で感染

症法という法律を説明しましたけれども、 そこの中で 1 類

から 4 類に感染症法の病気が全部あり、 その中でどれだ

けの患者さんがその病気に罹ったかという数字は全部公表

しております。 例えば、 オウム病で亡くなった方はいるかと

そういった形も全部出せるようになっています。 私、 正確

な数字を全部覚えていませんけれども、 死因として挙がっ

ている数字はですね。 全部の感染症法でサーベイランス

をしている病気、 動物由来といわれているもので 10 名い

なかったというふうに記憶しております。 非常にこういった
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言い方はあまり良くないんですけれども、 何が何名というふ

うには本当は言いたいところなんですけれども、 非常に少な

い。 ただ、 非常に少ないというのはなかなか分かりにくい

ので、 どの位？というと 10 名いなかった位です。 その死因

としても、 それが直接の死因なのか、 他の病気とのあれな

のかというのも、 お医者さんの死因のところの判断になって

きますので、 そこのところは分からない部分なんですけれど

も一応、 そういったところを踏まえてもそれ位のところです。

質問者

私達が学校で、 ズーノーシスの説明ですが、 人間も動

物の一部だから一緒に罹るのよ、 というふうに説明してる

んです。 人間も動物の一部ですから、 「人間も動物に移す

こともあるし動物からもらう時もあるのだから、 動物を触る時

は手を洗って触りなさい。 触り終わったら手を洗いなさい。」

という風に言っているんですけれども、 人畜共通感染症の

方々いつも、 動物から来る、 そういうふうに説明なさるので、

それが、 ちょっと改めて頂けたらなと、 これお願いですけれ

ども。

中嶋

分かりました。 なかなか私も言わなくちゃいけない時が

あってですね。 言わさして頂く時があるかも知れないです

けれども、 十分に動物の尊厳があるというのも理解をして

おりますので。

質問者

あるところの小学校でカンピロバクターの食中毒が飼育

の子どもに出たということで、 すぐに新聞に動物から移った

というふうにされたんですね。 でも、 それは獣医師会が調

べてみた時、 衛生局と一緒に調べたんですが、 学校の動

物は全くマイナスだったんです。 だから、 カンピロというと

動物っていう、 先ほど動物由来とおっしゃったけれども、 実

は人間由来の方が今は多いんじゃないかと、 そういう常識

を変えて頂かないと動物はいつまでも怖いという風に一般

市民にとられかねないということです。

中嶋

分かりました。 我々全部の報道についてですね。 チェッ

クを全部入れることは、 出来ないんで、 新聞の報道がどう

いうふうなことになっていたのか、 私は分からないんですけ

れども、 ただ、 カンピロバクターっていうのは、 どこにでもあ

るというものじゃないというようなところがあって、 やはり、 動

物性食品の方にそれはあるというのは言われています。 た

だ、 動物性食品が、 なんで犬に結びつくのかなと。 先程カ

テゴリーで私が説明した中でペットのカテゴリー、 それから、

家畜のカテゴリーというふうに説明しましたけれども家畜の

カテゴリーの方の話でですね。 普通は常識的にはカンピロ

バクターの食中毒は起こるものですから、 そちらの学校の中

で十分な衛生管理をされていれば、 なんら心配されること

なく、 頂けるんじゃないかなと。 ただ、 過剰な行動というの

はどうしても、 どうやっても妨げられないところですので、 そ

んなふうに考えております。

植村

この議論も深く大きな問題があると思いますけれども、 動物

も、 以前は人間と敵対関係という捉え方をしていた。 そうい

う過去から 21 世紀は動物も人間も共にこの地球であるいは、

生活圏の中で共生していくと、 こういう過程の中で若干問題

の食い違い、 あるいは考え方の食い違いということもあります。

けれども、これは、我々にとって重要なテーマでございますので、

少しずつでも改善、 そして正確に市民の皆さん方に理解して

頂くように進めていくということだと思います。

中嶋先生、 どうも有り難うございました。
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パネラーとしてプレゼンテーションを簡単にしたいと思い

ます。 で、 私、 植村先生よりご紹介頂いたように国際環

境寄生虫病学という変な教室をやっておりますけれども、

以前は医動物学という学問をやっておりました。 医動物学

というのは動物から罹る病気でありまして、 今日の国際シ

ンポジウムのテーマそのものでございます。 私共の研究室

では、 いわゆる人畜共通感染症、 それからアレルギーの

基礎的な研究をしています。 人畜共通感染症では、 特に

犬回虫、 人の犬回虫症を研究しておりまして、 アレルギー

では、 ご承知のように寄生虫がアレルギーを抑えるとかそ

れから、色々な微生物がアレルギーを抑える、さっきドクター

ヘッセルマーがおっしゃっていましたように我々も寄生虫や

色んな細菌がアレルギーを抑えるという研究をしておりま

す。 もう一つは、 うちの教室に高柳友子というのがおりまし

て、 彼女がペットを使ったアニマルセラピーというようなこ

とをやっています。 要するにペットを取り巻く医学的な問題

を研究しております。 アレルギーのことは、 ヘッセルマー博

士と山岡先生がお話になりますので、 ペット感染症につい

てごく簡単にプレゼンテーションさせて頂きます。

人畜共通感染症と申しますと WHO では 122 疾患挙げて

おりまして、 ( 図表 1) 日本国内で発症するのは約５０種、 そ

のうちから、 小動物から発症するのは約３０種と言われており

ます。 病原体はウィルス、 クラミジア、 リケッチアいっぱいあ

りますけれども、 約６０％が寄生虫による疾患です。 この、

ペットから移る病気を分けてみますと、 大きく３つに分けら

れます。 ( 図表 2) 死亡する時があるもの、 狂犬病、 オウ

ム病、エキノコックスです。 場合によっては重症になるもの、

これがトキソプラズマ、 犬猫回虫、 アメーバという原虫寄

生虫疾患です。 ３番目に人の免疫力が低下した時に感染

し、慢性化するもの、これを日和見感染といいます。 Q 熱、

パスツレラ、 猫ひっかき病などありまして、 実は、 感染と

いうことから考えたら３番目が一番多い訳です。 オウム病

は先程お話があったように日本で死亡例が出ております。

( 図表 3) これは、 セキセイインコなんかの鳥を飼っていて

しかもそれが風邪を引いて死んだ後に扱っていた人が罹

る訳ですけれども、 インフルエンザ様の肺炎と同じような

症状です。 何故死亡例が出るかといいますと、 これは普

通の肺炎の治療では効かないんです。 テトラサイクリンじゃ

ないと効かないということであって、 殆どこういった鳥を飼っ

ていたという情報がないために死亡している訳です。 Ｑ熱

というのは、 先程Ｑ熱で高知医大で亡くなりましたけれど

も、 これは、 ごく一般的にそこら辺にあるウィルス 「リケッチ

ア」 でありまして、 一般健康者を調べてみますと 3.3％が

罹っている。 ( 図表４) で、健康な獣医さんの 22.5％が罹っ

ている訳ですけれども、 これはさっき言いましたように日和

見感染と申しまして、 罹っているけれども症状が出ません。

パネラースピーチ

『動物飼育による感染症とアレルギー発症』

 藤田　紘一郎　　　東京医科歯科大学大学院

                           国際環境寄生虫病学　教授
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く簡単にまとめた訳ですけれどもこれは先程言いました様

に人の免疫能が落ちている時に重症化する訳です。 で

すから、 動物を飼っている人も免疫機能をきちんと保って

いれさえすれば大丈夫な病気であります。 ところが、 今

から申し上げます寄生虫病は、 これは人が元気であろう

が弱っておろうが、 菌が入ってきたら発症する、 というこ

となんで 「曲者の」 と言っております。 もう一つ、 この病

気が 「曲者」 という理由は動物の寄生虫が人に入ってき

ますから人の体内では親虫にならないで幼虫のまま移行

する、 いわゆる幼虫移行症と言っておりますけれども、 そ

ういう非常に複雑な病経をとるものであります。 それらは

沢山ありますけれども時間の関係で 「犬猫回虫症」 の話

をしたいと思います。 砂場を糞害から守れということで、 十

数年前非常に問題になりました。 公園の砂場には犬とか猫

のウンチがあって、 犬とか猫の回虫がある。 公園で遊んで

いたらそれを飲み込んで罹るということでこういうドーナッツ

を作って犬猫を入れないような公園をしようと、 砂場の砂

を全部殺菌しようというような話があった訳です。 ( 図表 7)

　これが犬回虫の卵です。 ( 図表 8) 公園の砂をひっくり返

しますと必ず犬回虫の卵があります。 こういうふうに変形し

た卵ですけれども、 実験してみますとこれは感染能力があ

ります。 ですから、 日本のどの砂場のも犬猫回虫の卵が

あります。 ところが、 それが、 子どもに罹る例というのは非

常に少ない、 計算しますとバケツ 3 杯分の砂を飲み込ま

ないと感染しないということになります。 ですから、 公園の

砂場はですね、 犬とか猫の回虫の卵はありますけれども、

だから、 公園で遊ぶなというのはこれは間違いでありまし

て、 実は回虫症に一番罹るのはレバ刺しを食べるおっちゃ

症状が出るのは、 非常に免疫機能が落ちた時にかかる病

気なんです。 ですから、 どこまでを感染といっていいか、

症状が出たのを感染というのか、 罹っていれば感染という

のかによって患者数が非常に違ってきますけれども一般健

康者の 3.3％もある普通のリケッチアであります。 自然界の

色々な動物が持っている、 これもインフルエンザ様の症状

を起しまして、 厄介なのは普通の抗生物質じゃ効かない、

昔使ったテトラサイクリンしか効かないということで、 なか

なか長引いて死亡例が出るような場合があります。

　パスツレラというのはこれは常在菌です。 ( 図表 5) 猫

100％、 犬 50％ですから、 すぐチュッチュしたり舐められ

たりすると罹る訳ですけれども、 先程から申しておりますよ

うに罹っても発症する人が殆んどいません。 免疫機能の落

ちている人が罹りますと髄膜炎みたいな症状を起す訳で

す。 猫引っかき病でございますけれどもこれも昔から猫から

引っかかれて罹るといわれておりましたけれども、 実は犬

からでも罹っております。 犬とも猫とも付き合わないで罹る

場合がありまして、 原因は猫ノミがバルトネラヘンセラ菌

という菌を持って来ているということが分かっておりました。

この病気の媒介に猫ノミが非常に大きな力を持っている、

媒介しているということが分かってまいりました。

これは猫ノミですけれども、 ( 図表 6) ノミは人ノミ、猫ノミ、

犬ノミと宿主特異性が強い訳ですけれども今、 日本にいる

ノミは全て猫ノミです。ですから、犬についているのも猫ノミ、

人にも食いつくということで猫ノミをどういうふうに減らすか、

それはやっぱり野良猫をちゃんと管理しなくちゃいけないと

いうことになってきます。 こういう人間でも猫ノミに刺された

例が増えております。

今まで、 申し上げましたのは、 主な日和見感染症をご

図表 5

図表 6
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ん達が一番高くなっている訳です。 ですから、 ペットから

移る病気はあるけれどもその確率を考えなくちゃならない、

非常に低い確率なんです。

ご承知のように成犬では犬回虫に罹っている例は非常

に少ないんです。 持っているのが殆んどが６ヶ月未満の幼

犬です。 ですから、 幼犬を飼った時には獣医さんに行って

駆虫をしてやれば危険がないということになります。 子ども

さんが犬回虫、 あるいは猫回虫の卵を飲みますと、 卵は

腸で孵化しまして肝臓にまいります。 殆んどが肝臓に行き

ます。 ここで、 一過性に腫れまして殆んど自然に治ってし

まいます。 ですから問題はありません。 殆んど肝臓へ行く、

ところが、 元気の良いのがですね、 肝臓から肺に行きま

す。 肺も一過性の肺炎を起して治ってしまいます。 ですか

ら、犬回虫症に罹る割合は日本人の 1.6％位ですけれども、

殆んど一過性の肺炎で治ってしまいます。 ところが、 ごくご

く稀に元気の良いのがですね、 網膜に行きます。 こういっ

た網膜に行きまして、 網膜芽細胞腫とよく似た腫瘍みたい

な形をとります。 昔はこれは悪性のガンということで、 眼球

を取られたんですけれども。 摘出した目の中から、 犬回

虫の幼虫が出てきたということで、 問題になった訳です。

しかし、 このような病状を示したのはですね。 日本で過去

３例位しかありません。 ですから、 何度も言いますけれど

犬から罹る犬とか猫の回虫は人に罹りますけれども、 その

発症の度合いは非常に少ないという、 それから予防策を

ちゃんと講じれば一つも怖くないということになります。

犬猫回虫に罹った子供さんの症状を見てますと、 ( 図表

９)100％異食症というのがあります。 泥とか砂とか変なもの

を食べるのが 100％です。 それから、 好酸球が非常に増

えてくるというのが特徴ですけれども、 これは一過性に治っ

てしまう訳です。 ちょっと問題になるのは、 網膜に行って

虫が腫瘍を作った部分が視力低下を起こすことが問題で

あります。 その割合は罹った人の全体からいうと非常に少

ないということです。 少ないといってもこのように犬を飼う人

達が非常に増えてきまして、 診断が迫られておりますので

我々はトキソカラーチェックテストという簡便なテストを考案

しております。 ここに血清を垂らせば陽性か陰性か分かる

キッドを作っております。 陽性の場合はこういう風にピンク

の色が付くようになっております。 但し、 陽性だからといっ

て犬回虫症に罹ったということは言えません。 何故かという

と寄生虫の感染は非常に共通抗原というのを持っていまし

て、 確定するには犬回虫か人回虫かあるいはアニサキス

か、 これはこの反応によって決められません。 犬回虫でも

豚回虫でも鯨の回虫でも、 アニサキスでも陽性になります。

その場合の鑑別診断として、 こういった 「イミノディフュー

ジョン法」 という方法で鑑別しておりますけれども、 この方

法は非常に込み入った方法ですので、 一般化は無理だろ

うと思います。

猫から罹る病気一杯ありますけれども、 この中でトキソプ

ラズマ症を簡単にご紹介しようと思います。 ( 図表 10) トキ

ソプラズマは我が国の成人の 20 ～ 30％が感染しており

ます。 これは大人が感染してもなんら症状はございません。

私も強陽性でございますけれども見ての通り元気でありま

す。 ところが、 問題なのは妊娠時に初めてお母さんに罹っ

た時にですね。 お母さんは平気なんですけれども胎児に

感染します。 でも、 全て胎児に行くかというと 40％の移行

率でありまして、 計算しますと年間感染者数が 1,000 人

位です。 1,000 人ですけれども、 これを早めに治療してピ

リメサミンとか、 サルファ剤で治療致しますと症状が出ませ

ん。 治療しないとこの子どもが青年期になりますと、 視力

障害を起こします。 猫がオーシストという卵みたいなものを

出しまして猫が終宿主です。 ですから、 猫が悪者とされ

る訳ですけれども実際はこのオーシストを食べた鳥とか豚と

か羊の肉を熱をあまり加えないで食べるということで罹る率

のほうが非常に多い訳です。 ですから、 猫が犯人にされ

るのは、 猫も迷惑だと思っております。 しかし、 猫が終宿

主であることには変わりはありません。 問題は妊娠時に初

めてお母さんが罹ると、 胎児に虫が移行してこの胎児が

青年期になると視力障害が起きるということです。 これが

猫の糞から出てきたオーシスト、 卵みたいなものです。 こ

れは、 普通私達の体に入っているトキソプラズマですけれ

ども筋肉中に膜に包まれてじっとしております。 ( 図表 11)

図表 9

図表 10
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ですから、 病原性はありません。 病原性があるとすると、

私もこういう状態でトキソプラズマを持っておりますけれど

も、 私がトキソプラズマにやられる時はエイズみたいな強

力な免疫低下の病気に罹ると、 このトキソプラズマが破裂

しまして全身にトキソプラズマが出てトキソプラズマ性脳症

ということで、 私が死んでしまうということになります。 胎児

に移行しても生まれた時にはなんら異常がないんですけれ

ども、 10 歳以上になりますとこういう風な網膜炎を起こし

まして、 視力障害を起こすということです。 猫から感染す

る寄生虫病のトキソプラズマは妊娠中の感染に注意という

ことです。

私はペットから移る病気を研究しておりまして、 これを

話しますとペット愛好家の人達に非常にバッシングを何度

か受けています。 あなたがこういうことを言ってペットを飼

う人が少なくなるんじゃないか、 とおっしゃってですね。 攻

撃される方がいる訳ですけれども、 私もコロちゃんという犬

をずっと飼って溺愛しております。 私は動物を飼うことが大

好きであります。 でも、 動物を飼ったら、 それから罹る病

気があるということも知らなくちゃいけないです。 それが本

当の人と動物の正しい付き合いだと思います。 動物から移

る病気もあるし、 人から移す病気もあることを知ってそれを

どうやって予防するか、予防は簡単なんです。 そして、ペッ

トから移る病気はあるけれどもそれは、 人側がきちっと健康

であれば殆ど移らない、 そういうことを知って頂きたいと思

います。 そして、 最後にペットは心のお医者さんということ

で、 ペットで癒される人達が非常に増えています。 今、 こ

ういった複雑な社会になってペットを飼わない生活がもう困

難であります。 ペットはコンパニオンアニマルとして我々の

生活には欠くことのならない動物になってきました。 だから

こそ、 ペットから移る病気がある、 ペットと付き合うとアレル

ギーになったりそれを予防したりすることがある、 そういうこ

とを的確に知ってから、 我々は動物と正しく付き合って頂

きたいと思います。 有り難うございました。
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この島の中の神戸市の病院で子どもの医者をしており

ます、 山岡と申します。 本日は、 お招き頂いて有難うござ

います。 このお話を頂きました時に、一瞬ではありましたが、

私は悪役として呼ばれたのかな、 というふうに思っておりま

したが、 本日のディスカッションを聞かせて頂きまして、 そ

の心配が取り越し苦労であったことを非常に喜んでおりま

す。 私も子どもの頃に犬を飼ったことがありましたが、 高校

を出てからは残念ながら、 ペットを飼う幸運には恵まれてき

ませんでした。 そうは申しましても、 獣医の先生方が多い

ところで恐縮ですが、 私は 「動物のお医者さん」 という漫

画を愛読しておりまして、 大変楽しい漫画で比較的動物

に関してはファミリアな方の人間の医者ではないかなという

風に思っております。 現在、 ペットとアレルギーということは

非常に親御さんの心配の大きいところです。 しかし、 残念

ながら、 一律にですね、 ペットと人間の関係はこうであると

今までのお話からでもそうでありましたように、 なかなか割

り切れないものがあります。 幾つかの個別例にあたって私

が感じてまいりましたことをお話して、 皆様の今回のディス

カッションの助けにさせて頂きたいと思います。

私は喘息の子を主に診ておりますので、 既に喘息であ

る子どもから、 ペットを眺めるというふうな視点になります。

そこで、 一人、 象徴的な色々な示唆に富む一人の子ども

に登場して頂きまして、 参考にして頂きたいと思います。

この子はですね、 生後 1 歳で喘息を発症致しまして、 こ

れはスウェーデン北部のような非常に寒いところではなく関

東以南の某県でありますけれども、 某県で入院したりする

ことが何度もありました。 喘息のために入院しております。

アレルギー性鼻炎も合併しています。 以前住んでいたとこ

ろで、 原因のアレルゲンを血液によって調べられておりま

してダニ、 ハウスダスト、 猫などが原因アレルゲンだとい

う風に指摘されております。 ヘッセルマー先生の為にちょっ

と申し上げますけれど日本では、 ここ 5,6 年前まで非常に

吸入性ステロイドの導入が遅れておりまして、 子どもは比

較的重症でも内服薬などで治療される傾向にありました。

この子もそのような状態でありまして、 6 歳になって初めて

何度も入院した後で、 初めて吸入性のステロイド、 その

時は商品名をべコタイドといいまして、 そういうもので治療

をされております。

BDP ですね。 そこから、 発作は減少しまして、 入院は

しなくなりました。 が、 時々ぜいぜいいっておりました。 そ

の時の状況ですが、 この子はおばあちゃんの家に猫がおり

まして、 学校から帰ると母親が働いておりましたので、 毎

日そこで、 過ごしておりました。 猫が原因なのに毎日猫と

一緒にいたのでは、 具合が悪いだろうということで、 猫を

何とかしなさいという話はあったのですが、 何とも出来ずに

病院の方でフルタイドこれは、フルチカゾンというのですが、

を始めましてその他に飲む薬も足しまして、 咳をする状態

は残っていたんですけれども、 発作や入院はなくなりまし

た。 つまり、薬物療法である程度改善したという状況です。

母親の仕事が転勤になりまして、 神戸市に最近引っ越し

てきました。 勿論住居ごと変わった訳で猫はもう既におりま

せん。 で、 コントロールが非常に良くなりまして、 飲んでい

た薬、 気管支拡張薬なども中止しまして、 フルチカゾンも

半分にしましたが、 全く症状が出ておりません。 咳も出ま

せん。 今後更にこういうふうなフルチカゾンも量を減らす予

定でおります。 ただ、 今年の夏におばあちゃんのところに

帰った時には、 当然なんですが、 薬物療法が減っていた

為でしょうか、 喘息発作が見られました。 この例で私達が

感じたことは、 自分の家に猫がいなくても、 猫と日常的に

接するということだけでも、 そういう症状は起き得る。 それ

から、 猫というようなアレルギーの元がなくなれば、 アレル

ゲンがなくなれば、 コントロールは良くなる、 薬も減らすこ

とが出来る、 けれども、 再びアレルゲンに接した場合は発

作がまた起こる、 つまり、 喘息は治った訳ではないというよ

うなことだろうと思います。

ペットは日本の状況は、 これは、 喘息児の方から眺め

た話なんですけれども、 これ位飼われている様だと、 猫は

主に室内で飼われておりまして、 神戸市の様な所では家

が狭いとか、 マンションだとかいう理由で室内で犬が飼わ

れることも増えております。 ハムスターに関しましては、「とっ

とこハム太郎」 というアニメーションの影響でこの 5 年間

位で急速に飼われる率が広まっております。非常に多くなっ

ている。 ただ、 ハムスターはケージの中等で飼われており

まして、 非常に限局したところで飼われているようです。

猫アレルギーなんですけれども、 先程の子どもも猫アレ

ルギーだった訳ですが、 猫を飼育していない喘息の子ども

の大体 9％位で猫を触ることによって、 喘息とか様々な症

状が誘発されるというデータが日本にあります。 これは全

部日本のデータなんですが、 飼育歴がない患者、 猫を飼っ

たことがない患者の感作されている IgE の抗体陽性率と

いうのを見るんですが、年齢と共に上昇して6歳以降には、

喘息の子どもに関していえば 40 ～ 50％が猫に対する抗

体を持っているということが報告されています。 また、 猫を

飼ったことがある喘息の子どもに関しては、 70％ということ

なんです。 非常に高い率なんですが、 逆に猫を飼ってい

ても感作されていない喘息の子どももいるということのよう

です。猫のアレルギーの元になる猫アレルゲンについては、

ヘッセルマー先生からもご指摘がありましたが、 色々と研

究されております。 ( 図表 1) で、 Fel d1 というのが猫アレ

ルゲンとして、 最も主なものなんですけれども、 皮脂腺か

ら分泌されておりまして、 オスの方がメスよりも４倍分泌量

が多いといわれています。 オスを可哀そうですが、 去勢し

パネラースピーチ
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ても、 猫と別れられる人は殆どいないですね。 アレルギー

があるから、 この猫捨てようですとかあるいは誰かにあげよ

うと思う人はいません。 実際にそうした人がいない訳では

ないけれども、 殆どいない、 これが現実です。 そういう現

実なのに病院に行って医者に聞くとそれは猫が原因だか

ら、 猫を何とかしなさいと一言で終わってしまう、 というの

が今の日本の現状じゃないかなと思います。 一番悪いの

がですね。 「はい、 分かりました」 と言って 「猫を何とか

しました」 と外来で適当なことを言って実は、 飼っていると

いう例がありますね。 ( 図表 2) 私もそういう例に何度かあっ

たことがあります。 猫はやめた筈の人が、 医者にはやめた

と言っておいて看護婦さんに 「猫の餌は何がいいの？」 と

聞いている。 と言うような激しい例もありました。 まず、 主

治医に内緒で飼い続けると医者の方はもう猫はいなくなっ

て何年も経っているのにおかしいなと、 別の原因があるん

だろうかと色々なことを考えますので、 それは良くないと思

います。 主治医とよく相談した上で、 ペットと暮らすため

の薬物療法を考えるというのは、 さしあたっての現実的な

方法ではないのかなと思います。 先程の例ではありません

が、 例えば、 吸入性のステロイドでありますとか、 最近は

その他にも、 非常に長く効くタイプの気管支拡張薬の吸入

薬であるとか、 あるいは、 内服薬でもですね抗ロイコトリエ

ン薬といわれるような非常に良く効く薬も出てきております。

喘息は管理できる病気だというふうに言われるようになって

来ました。 ですから、 なかなか公言出来ないことではあり

ますが、 こういうことを考えると、 それについては薬の副作

用とかいろいろな情報も得て納得した上で、 主治医と相

談して決めるということが必要なことではないかなと思いま

す。 それから、 アレルゲンの元になっているのは何もペッ

トだけではありません。 ペットを飼う際にも色々なハウスダ

ストとか、 あるいはダニとかそういったものへのケアも必要、

ペットさえやめればいいというものではないです。

病院の医者が動物嫌いでなんともしてくれないというよ

うなケースもあると思います。 なかなか理解のある医者に

めぐり会えないというような実態もあります。 ここで、 自分

で出来ることを幾つか考えて見ますと、 少なくとも一緒に寝

るのはまずいんじゃないか、 アレルギーがある場合ですよ。

それから、 ペットこれは、 猫なんか洗われるの嫌だと思う

んですけれど洗うことがペットの皮膚に悪影響を及ぼすこと

ますとメス並みになるという報告もあります。 ダニアレルゲ

ンよりも粒子が小さいので、 長時間空中に漂い続けます。

ダニアレルゲンでは天井や壁にはあまり見られませんが、

猫アレルゲンは壁とか衣服にもたっぷり付着しております。

掃除機等で掃除して 2 時間以上経っても空中に漂い続け

ているという報告があります。 それから、 これはあまり知ら

れていないことですが、 病院の待合室のソファーとか学校

で子どもが座る椅子、 あるいは保育園、 電車のシート、 バ

スのシート、 そういったものにも、 そんなところで猫を飼って

いる訳ではないのですが、 そういったところにも幅広く分布

している。 これは恐らく猫を飼っている人が、 そこにやって

来て座ったり、 衣服を置いたりするために起こることじゃな

いかと思われます。 飼育を中止しても 5 ～ 6 ヶ月は大量

のアレルゲンが残っているといわれまして、少なくとも半年、

場合によっては１年位アレルギー症状が消えないこともあり

ます。 これが、 猫のアレルゲンの特徴だと思います。

犬アレルギーについては、 猫アレルギーほどあまり日本

では研究が進んでおりませんが、 犬を飼ったことがある喘

息の子どもの感作率は、 30％で猫よりは大分低くなってお

ります。 犬を飼ったことがない患者の感作率は、 年齢とあ

まり関係がない、 つまり犬を飼い続けてもあまり増えてい

かないんですね。 約 10％位だと言われています。 ただ、

これも猫アレルギーと一緒で、 自分で飼っていなくてもです

ね。 田舎に帰って広い家で飼われている犬によって感作

されたと思われる例もあります。 犬アレルギーは猫アレル

ギーとちょっと違うと思われるんですね。 猫アレルギーという

のはどの猫でも一緒なんですね。 ところが、 科学的に証明

されてるかどうか、 私ちょっと分からないんですが、 実地に

診療しておりまして、 犬の種類によってアレルギー症状が

出る犬と、 それから、 誘発されない犬があるような感じが

あります。

近年ですね。 やはり先程の質問にもありましたが、 アレ

ルギーがあってもそういうペットを飼いたいという人結構沢

山おられます。 実地に患者さんと接しておりますと、 そうい

う希望というのは切実なものがあります。 そこで、 日本の

小児アレルギー学会とか、 医者の集まりでは、 決して公

に文書にしたりすることは出来ない状況なんですけれども、

実地では、 こういうふうな方向が望ましいんじゃないかと個

人的には思っております。 飼育の中止が原則なんですけ

れども、 実際にはですね、 あなた猫を何とかしなさいといっ

図表 2
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があると思うんですけれど、 理想的には週に 2 回位ペット

を洗うと、 それから、 猫のアレルゲンなどが付きやすいザ

ラザラした素材のものとか、 あるいは毛足の長い素材のそ

ういう家具、ソファとかじゅうたんですね。 そういったものは、

あまりペットを飼うんだったら好ましくないですね。 それか

ら、 ウールとか最近流行のフリースよりも綿素材の方が良い

んではないかと。ペットの世話をしますと衣服にはかなりペッ

トのアレルゲンが付着しますので、 そういったものは特別に

しておいた方がいいかも知れません。 もし、 可能ならペッ

トはあまり増やさない、 既にアレルギーがある場合には増

やさない方が良いだろうと。 　

アレルギーは関係ないやと思っておられる方も大勢おら

れると思うのですが、 大体日本の特に子どもの気管支喘

息の有病率、 喘息というのは大体２０人に１人位喘息があ

るといわれています。 大雑把に考えてその 20 人に 1 人

の喘息の子の半分位が猫に感作されているとしましたら、

大体 40 人に 1 人位は電車に乗ったらその電車の中の 1

人、 2 人は猫アレルギーがあるんだということを知って頂き

たいと思います。 従ってペットの世話をする衣服はですね。

それを色々な所に撒き散らさないためにも外出着とは別に

して頂いた方が良いんじゃないかと、 飼育係とかそういう

ふうな動物と接する機会がある、 そういう学校生活でも、

アレルギーのない子がアレルギーのある子に色々なことを

強要するというようなことがあると悲しいことが起こることが

あります。 最後に、 家族に喘息の患者さんがいる場合は、

室内でペットを飼い始めると、 新たに飼い始めるということ

については、 ケースバイケースですけれども主治医の先生

とよく相談してから決めて頂きたいというふうに思います。

以上で、 プレゼンテーションを終わります。 有り難うござい

ました

国際シンポジウム part Ⅰ
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パネルディスカッション

座長　　

植村　興

大阪府立大学大学院農学生命科学研究科

獣医公衆衛生学研究室　教授　

パネリスト

ビル ・ ヘッセルマー

中嶋　建介

藤田　紘一郎

山岡　幸司

植村

ただ今からパネルディスカッションを始めさせて頂きたい

と思います。 ４人の先生方それぞれご専門の話を紹介し

て頂きまして、 そして、 色々な話題を提供して頂きました。

それで私、 本日のこのテーマを見ていた訳でありますが、

子ども達へ与える動物の影響ということで、 本日は特に身

体的影響ということでございます。 いわゆるプラスとマイナ

スの両方が存在し、 そして、 プラスは伸ばしマイナスには

それに対する対策を立てるということかと思います。 先程、

ヘッセルマー先生からお話がございましたように、 子どもは

まず第一に触る大事なものとしてペットがあるということで

す。 子どもの人生は、 ちょっとペットという言葉は引っかかる

んですけれども、 時々簡潔なペットという言葉を使わせて

頂きます。 お叱りは後で受けたいと思いますが、 人の社会

生活はペットと触れ合うことから始まるというのが先生のお

話でした。それに対して私は100％同意したいと思います。

ところが、 ペットを飼うと色々な害が生ずるから、 病気が起

こるから、 アレルギーが起こるから、 ということでペットを子

どもから離す。 これにつきましては、 また、 来月のシンポジ

ウムで心の問題として議論をして頂きます。 本日私共は、

病気の話っていいますか、 身体の健全性の話題に絞らせ

て頂きますので、 皆さん方御了承をお願いしたいと思いま

す。 ここでまず最初に話題提供をして頂きました先生方か

らコメントを簡単にお願いします。

ヘッセルマー

はい。 有り難うございます。 非常に興味深いお話を頂き

ました。 勿論、 ドクターとしてはやはり臨床のお話をして頂

く方がいらっしゃって下さるということは有り難いことでありま

すし、 そして常に患者さんと会っていらっしゃる、 そのよう

な先生もいらっしゃいました。 そしてアレルギーでペットを

飼いたいという人達もいる、 それをどうしたらいいかという

問題にも直面している訳であります。 それからまた、 この

様々なデータがあります。 そして臨床のデータというのはど

こでも共通のものがあります。 また、 この動物由来感染症

でありますが、 これに関しまして、 アレルギーとはあまり関

係がないという側面もありますが、 しかしこれもまた、 非常

に重要なものであります。 そして、 病院ではそういう患者

さんの手当ても致します。 そして、 アレルギー部門に起き

ましては、 実際にそういう患者さんは少ない訳ではありま

すが、 更に少なくとも重症の患者さん、 スウェーデンでは

カンピロバクターがおります。 勿論、 稀でありますが、 例

えばリケッチアとかあるいは他のＱ熱とかそういうものも、 ス

ウェーデンでは時々は見ております。 そういう話も出てきて

非常に良かったと思います。

中嶋

私アレルギーの方は全然担当しておりませんで、 今回

この両先生の話を聞くことが出来まして、 ペットを飼うとい

うことについてですね、 考える、 私の現在の仕事の立場

からちょっと外れるんですけれども、 色んなことを考えさせ

られることになりました。 印象に残っている話は、 ヘッセル

マー先生の大人数の家族の写真を使ったプレゼンテーショ

ンで、 色々な比較をされてましたけれども、 人間の病気

とかアレルギーというものを考えるのに色々と示唆に富んだ

写真だったんじゃないかなと印象に残った次第です。

植村

はい。 有り難うございます。 最後の話にありましたように、

中嶋先生はいわゆるゼロリスクはないんだというお話、 そ

れがまた藤田先生のお話の中にもかなり出てきたかと思い

ます。 そういうことが、 やはり市民に対する正確な情報を

提供するということが非常に大切だと思います。 引き続きま

して、 藤田先生でございますが、 私、 実は藤田先生の今

日のテーマから、 日頃先生が色んな著作等で述べられて

おられますように 「ペット沢山飼いなさい。 泥だらけの泥ん

この猫を家の中で飼いなさい」 というお話が少しあるのか

なということを少し期待してたんですが、 ちょっとその辺の

話でなく、 非常に難しい専門的なお話になったように思い

ます。 藤田先生コメントをよろしくお願い致します。

藤田

子ども達に及ぼす動物の身体的影響と申しますと、 ペッ

ト由来の感染症とアレルギーがあると思います。 ペット由来

の感染症はこれはわりと簡単に予防できると思います。 即

ち、 病気はあるけれども飼う人側の態度によって極端な言

い方をすると 100％位感染の予防ができると思います。 中

嶋先生がおっしゃったようにリスクはあるけれども、 ペット由

来の感染症は抑えられる。 ところがアレルギーの問題はで

すね、 ペットと人だけの影響ではなくて非常に社会的な影

響があると思います。 我々が進めている清潔社会がアレ

ルギーを作っている訳ですね。 40 年前は私達やっぱり猫

国際シンポジウム part Ⅰ
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山岡

私は、 もうアレルギーになってしまった人を相手にしてい

ますので自然とどちらかというと批判的な立場になってしま

う訳なんですけれども、 確かに都市部、 神戸市でもそうな

んですが、 アレルギーが発生し易い密室で綺麗な生活を

している子ども達は多いです。 ただ、 それは子ども達が好

んでやっているというよりは、 元々子どもというのは泥団子

も好きだし、 外で遊ぶのも好きなんですけれども、 親、 我々

の世代でですね、 むしろそういう清潔志向があるためにそ

ういうふうになってきている面はあろうかと思います。 アレ

ルギー疾患は勿論それ自体、 気管支喘息のような生命を

脅かすような病気もある訳ですが、 何とかコントロール出来

れば生活の質、 いわゆるＱＯＬを保つことが出来る病気だ

ろうと思います。 一つ私が最後に印象に残りましたのは、

ヘッセルマー先生のお話で１歳までに非常に沢山の量のア

レルゲンと接した場合にアレルギーにならずに済む子ども

達がいるということです。 それは事実として大変重いことだ

ろうと思います。 そのために、 自分の子どもをアレルギー

にしないために動物をわざとその為に飼うとかですね、 あ

るいは、 それに失敗した場合にはすぐに捨ててしまうとい

う様な事があると動物にとっても人間にとっても幸せなこと

ではないのじゃないのかなというふうに思います。 データは

データとして、 確かに存在するものですが、 そのデータを

受け取る側が誤解のないように受け取らなければいけない

んじゃないかなというふうに感じました。

植村

はい。 どうも有り難うございました。 只今、 山岡先生の

最後のお話にございましたように、 結局、 私共は、 まず

サイエンスでもって理論を組み立てていくということ、 そ

してそれを消化して分かりやすく一般の市民の方に正し

く伝えるという、 こういう作業の繰り返しだと思います。 そ

れで私、 実は、 ヘッセルマー先生のお話をお聞きしまし

て、 本当にアレルギーの問題は非常に難しいことですが、

世界にはこういう難題に取り組んでいる多くの研究者がい

る、 今回は、 １０人程度の研究者の業績の紹介があったと

思います。 日本では、 この様な事を言ったらお叱りを受け

ますけれども、 この分野の研究は若干遅れていたわけで

ございまして、 これから、 どんどん研究を進めて頂きたい

と思います。

とか犬を飼っていたけれど喘息は殆んどなかった、 これは

事実であります。

それが、 こういう世の中になった、 ですから、 猫を飼っ

ているとアレルギーになりますよ、 と山岡先生はおっしゃっ

てましたけれども、 では、 猫を飼ってはいけないのかという

ことになります。 それでは、どうしたら良いのかというと、我々

の生活態度を直さなくちゃいけない、 考え方を。 私は沖縄

の那覇市に行って子ども達を集めてどういう私生活をして

いるとアトピーにならないのか、 喘息にならないのかという

調査をしました。 そうしますと泥んこ遊びをしている子がア

レルギーになる確率は非常に少ないです。 一人遊びで室

内でコンピューターゲームしてる子の方がずっとアレルギー

になっているんです。 それから、 第一子と第二子と第三子、

どっちがアレルギーになるか、第一子が滅茶苦茶アレルギー

になりやすいんです。 遺伝的な確率から言いますと、 アレ

ルギーになる率は第一子でも第二子でも第三子でも同じ筈

ですよ。 でも第一子だけがものすごく多い。 これは何故かと

いうとお母さんの育て方です。 お母さんが第一子は大事だ

から、 哺乳瓶は全部煮沸しておっぱいは消毒して飲まして

る。 2 番目 3 番目になるともう面倒臭くなって哺乳瓶は洗

いもしない、 おっぱいは出しっぱなしということでやると、 子

どもはアレルギーにならないですね。 それから、 もう一つお

母さんが働いていると子どもはアレルギーになっていないん

ですよ。 これは、 専業主婦でお母さんがじっと子どもを見て

いるとアレルギーになってる。 ですからそういうですね社会

的な清潔が、 綺麗にすることが何でも良いんだというそうい

う社会を直さないとペットとアレルギーは私は解決出来ない

んじゃないかと。 飼うのは原則としてまずいけどもしゃぁーな

いわというようなことじゃなくて、 もっと生活態度を変えてで

すね。 もっと子どもを泥んこ遊びさせて、 そして、 ヘッセル

マー先生のお話にもあったけれども、 子どもさん達にばい菌

を飲ませるような研究をやっている訳ですよ。 日本だけが、

ばい菌はダメだダメだとやっている、 そういう社会を直さな

いといけないんじゃないかと思います。

植村

藤田先生、 有り難うございました。 今の話をお聞きして、

私も実は、 ホッとしたような訳でございます。 話はそこから

深めていきたいと思うんです。 それで、 藤田先生も、 それ

こそ満州生まれでインドネシアでしたですかね、 世界各国

走り回っておられて、 色んな社会環境の違う場を体験され

ておられます。 ヘッセルマー先生も先程お話ありましたよう

に、 パキスタンの子どものことも含まれておりました。 動物

飼育と子どもの健康との係わりについて、 おぼろげながら、

あるいは感覚的には分かるんですけれども、 やれ実際にそ

れをサイエンスの土俵に上げるというのが非常に難しい。

特にアレルギー問題は、 先程藤田先生からお話がありまし

たように、 感染症と違ってなかなか難しいというようなことで

あったかと思います。 山岡先生は現場で本当に子ども達が

悩んでいる、 その相談相手になっておられて、 的確に指

示を出される訳でございますけれども、 コメントをお願いし

たいと思います。

国際シンポジウム part Ⅰ



31

質問者

日本動物福祉協会　阪神支部　松田と申します。 藤田先

生にお尋ねをしたいのですが、 犬の糞は条例とかで取る

義務が課せられている割に、 徹底しないんですね。 説得

力が無いんですよ。 ほっといたら雨で流れますし、 これは

どういった科学根拠で取らないといけないかというような、

踏んで気持ちが悪いというようなことはございますけれども、

何か良い説得力があるのかなというようなことと、 糞もアレ

ルギーの原因になりうるのか。 ということです。

それと、恐縮ですが、中嶋先生にお聞きしたいのですが、

動物検疫所における検疫制度はすごくルーズだと思いま

す。 昨日もワンワンランド梅田がオランウータンを密輸入し

た判決の結果、 控訴されて被告が高裁に持ち込まれたの

ですが、 中でも度々出てくることが検疫所がフリーパスだっ

たということです。 サルだということでオラウータンということ

を立証しないで通っているのです。 検疫所でフリーパスだ

と、 税関もフリーパスとなるようなシステムになっているよう

なのです。 本当に、 今後の人畜共通伝染病においても非

常に危険な状況にあると思いますので、 その点がどの様に

なっているのかお尋ねしたいと思います。

藤田

犬や猫の糞の中には犬回虫とか色々な卵があったり、

バクテリアがおります。 それで、 罹る人は実際には少ない

けれども、 つまり、 普通の人が飲み込んでも罹らないけれ

ども、 免疫力が弱っている人が罹ると重症になった例があ

ります。 でも、 それを説得力を挙げる為に犬の糞は怖いと

いうようにやると、 これはそっちの方が効果が逆効果になる

と思います。うんちやおしっこはそんなに汚くないという方が、

僕は必要なのではないかと思います。 条例が決められたか

ら、 その説得力があるようなこじ付けのことはあまり言いた

くないですね。 犬のウンチは汚くないということを、 私は言

いたいのですけれども、 でも弱った人が罹ると罹ってしまい

ます。 そして、 犬回虫 ・ 猫回虫に罹る人もいる。 でも確率

は低いんですけれども、 処理した方がよいだろうという私の

意見です。 あまり説得力を持って処理をする必要は私は無

いと思います。 ウンチを踏んでも良いじゃないのというのが、

私の意見でありますので、 ちょっとお答えにならないかと思

いますけれども。 糞がアレルギーの原因になるかどうかは、

山岡先生の方が知っておられると思います。

山岡　　

犬のアレルゲンについては、 プレゼンテーションでは詳

しく申しませんでしたが、 何種類かあることが知られてい

ます。 犬の唾液。 唾液腺の中に、 犬のアレルゲンの主た

るものが見つけられておりまして、 唾液の中に多くあるの

ではないか。 勿論、 自分の皮膚を舐めたり致しますので、

そういった事からアレルゲンとして報告で読んだことがあり

ます。 唾液の中にどれ位のアレルゲンが含まれているかと

いうことについては、 はっきりとしたことは私は今ここでお答

えできませんが、 唾液は飲みますし、 それが胃の中で消

化されれば、 アレルギーの元であるアレルゲンとしての活

性はなくなるのかも知れませんが、 ちょっとはっきりしたこと

をお答えすることが出来ません。

植村　　

アレルギーの問題は、 それほどに難しいということかと思

います。 それでは中嶋先生、 第二の質問である検疫のこ

とについてお願いします。

中嶋

　あの、 梅田の事件というのは、 詳しいところは存じ上げ

ていないのですが、 去年の１月からサルについては全て検

疫対象となりまして、 然るべき日数検疫が終わらないもの

は日本に入れられなくなっています。 もしかするとその梅

田の事件というのは、 去年よりも前にあったのかもしれませ

ん。 去年からはその様な対策は立てておりまして、 この悪

いことをしようとする人に対する法律ではなくて、 残念なが

ら密輸とかこういったことは今もあるのではないかと指摘す

る人はいらっしゃいますけれども、 動物由来感染症対策と

しては、 全てサルは検疫を終えない限り持ち込めないこと

になっています。 当面の対策は、 サルについてはそれで

足りているのではないかと考えています。

質問者　　

私は神戸市民の１人で久保と申します。 山岡先生のお

話の中で、 犬の種類によってアレルギーを誘発する犬の

種類がありますという話がありましたが、 出来ましたら参考

としてその犬の種類を教えて頂けたらと思います。

山岡　

私が申し上げましたのは、 ある種の犬にアレルギー症

状を示す子どもが、 別の種類の犬にアレルギーを示さない

場合がある、 実際にそういう経験をしたことがあります。 こ

の犬は大丈夫とか、 この犬は駄目とかどうもあるようなので

す。 ところが、 猫にはそれが無いのです。 猫は駄目とい

う人は、 短毛種だろうが長毛種だろうが駄目なんですね。

私の経験ではそうでした。 で、 アレルギーを起こしやすい

犬がいるとか、 起こしにくい犬がいるとか言うのではなくて、

子ども一人一人にとってアレルギー症状が出てしまう犬と

出ない犬があるということです。

植村

この様な場合、相談に行くのはどこへ行けば良いのでしょ

うか。 フロアーの皆さんで獣医師さんも何人かおられるん

ですが。

質問者

東京の柴内でございます。 今日のお話は人の立場から

感染症 ・ そしてアレルギーといった立場になりますけれど、

その対象は動物達です。 ことに、 何万年も一緒に暮して

きた身近なコンパニオンアニマルとの関係が中心かと思

いますけれども、 その他の動物のことも兼ね合わせまして、

先程回虫のお話しが出ておりますが、 藤田先生のお話に

ございますように、 一緒に暮す動物というのは、 もう人間が

ずーっと一緒に暮してきたというのは、 医学の世界では危
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険なものや不潔なものは遠ざけてきたわけですから、 今もっ

と一緒に暮そうということのテーマだと思うんですね。 それ

には、 共に暮す動物が健康で衛生的であれば、 多くのも

のは除けるという事が十分私達には考えられます。 その場

面は私共獣医師が完璧にお手伝いをすれば、 ほとんど危

険はないと私は思っています。 例えば、 回虫症などは、 も

う十二分にきちっと駆除の出来るプログラムもあれば、 また

薬もあります。 それをきちっと飼い主と獣医師が、 正しく家

族としてケアしていればその様な事は心配ないはずです。

勿論野生にいるとか、 不幸にして飼い主のいない動物達

は、 手が届かない所にいるわけですけれども、 その動物

達にとっても日本の場合は多くの人達が心を砕いて、 その

動物達の為に手を貸そうという努力も沢山今されているわ

けです。 その様なことで、 子ども達とか人への感染は防げ

ると思います。

またアレルギーの問題も、 たまたま私共は 1986 年か

ら人と動物のふれあい活動 CAPP 活動を、 社団法人日

本動物病院福祉協会で現在までに 4,300 回を越える訪

問活動をしています。 その中の活動に参加する動物達

はきちっとした健康管理とそれから正しい陽性強化法の

しつけをしております。 4,300 回の活動を全国的に行っ

ていて、 １回のアレルギーも１回の事故も起こしていない

んですね。 それは何があるのだろうと申しますと、　当然

アレルギーは高齢者に少なく若い年齢ほど多いということ

は先生方よくお分かりだと思いますけれども、 お訪ねして

いる対象の６０% が高齢者であったことは一つの理由に

なるかもしれません。 勿論、 心身に傷害のある方、 それ

から赤ちゃんからご病人の方、 ホスピスまでお訪ねして

おりますけれども、 それでも起こらなかった理由というの

は、 何といいましても、 先生のお話の中にありましたふ

わふわと飛ぶような猫の毛、 長毛種ですね、 それはやは

りとても痒みをおぼえたり、 そうしたことがなりやすいと分

かります。 その様な種の参加する動物達は必ず前日まで

にシャンプーをする、 健康管理をする、 そして当日はブ

ラッシングをする、 勿論それまでに色々使っている日頃

のケアの薬剤等も活動前には中止をするといったようなこ

とに配慮しています。 一番問題になるのは、 汚れた毛で

す。 そして汚れたフケです。 最大のアレルゲンだと私達

は思っています。 この様なケアを十分にして、 そして腸

内 ・ 外の寄生虫、 そして腸内細菌までチェックをしており

ますので、 この様な事を飼い主がきちっと心がけて、 それ

から外での排泄物をちゃんと拾おうという心がけを、 動物と

共に暮す飼育者と獣医療に携わる先生方が協力をすれば

もっと解決するのが早いのではないかと、 こんなふうに思っ

ています。

植村　

　有り難うございました。 本日のまとめのところで少しその

話に触れさせて頂こうかと思ったのですけれども、 我々は

動物をこの社会の中に持ち込むに際しては、 私共が責任

を持って対応すると、 これが基本でございます。 先程、 神

戸の一市民というご発言がございましたけれど、 獣医師は

日頃からこの研鑽もしております。 当局も最新の学識を出

来るだけ早く取って、 皆さん方に周知徹底するという形で

進めてございます。 ただ、 学問としては、 アレルゲンの物

質がどうだこうだという事に付きましては、 各論的にはやは

りこれから取り組んでいくべき事やテーマも数々あると思い

ます。 その中から、 例えばアレルゲンの種類とかが出てき

た訳でございますけれども、 人の性格がそれぞれ違うよう

に、 人や動物の体の性状も多分違うと思うんです。 一人

ずつみんな違う。 人と動物の組み合わせの違いによって

アレルギー反応の有無や強度に違いが出てくるかもしれな

い。 それほどに複雑な世界なのかなと感じた次第でござい

ます。 どうも有り難うございました。

山岡

　ちょっと、 宜しいでしょうか。 今のお話を聞いてて感じた

ことなのですが、 人間の子どものアレルギーばかり私は診

てまいりましたが、 それはストレスとか環境によっても起こ

るわけですね。 とするとそういう動物のアレルギー、 ( ちょっ

と本題からずれてしまうと思うのですが、 ) というようなこと

も発生しうるのではないかなとふと思ったのですが、 動物、

例えば回虫を駆除するだとか、 病気を防ぐとか、 飼い主

が感染を防ぐために （本来は動物はそこらで走り回ってい

るのが普通だと思うのですが） 室内で綺麗に綺麗に飼うと

いうようなことが行われた場合、 動物のアレルギーが増え

ていくのではないかなという気もちょっとするのですが、 実

際に動物の病気を診ておられる獣医師の先生方でそうい

う印象の方はおられますでしょうか。

柴内

　これは私達もとてもよく感じていることですけれども、 獣医

療の中では勿論このストレスによる消化器障害とかアレル

ギーもストレスという意味から増えてくるのは当然だとは思

いますが。 現状で私達が最も多くみますアレルギー症状や

アトピーといったことの最大の今の理由は繁殖ですね。 間

違った繁殖といいますか、 日本では大変残念なんですけ

れども、 動物、 例えば犬と暮す方が個性が無いんですね。

流行にのりまして、 流行にのった犬種は駄目になると言わ

れる位に、 例えばゴールデンという名前が出ますと一斉に

アウトドアを夢見て皆がゴールデンを飼う。 ゴールデンが

沢山売れるので、 遺伝的疾患等は全然考えないで、 どん

どん繁殖する。 そういうことから、 人と楽しい幸せな生活

が出来るはずのゴールデン ・ レトリバーさえ、 性格的な問
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題が発生して来るようなことさえ起こってきています。 アト

ピーなども、 いわゆる遺伝性の結果からゴールデン ・ レトリ

バーとかシーズーなど、 そうした人気犬種に殺到することに

よる繁殖の問題から起こるそうした疾病は非常に顕著に出

てきているということを申し上げておきたいと思います。 そ

の狭い所でということになりますが、 これは飼い主の意識

の問題でして、 狭い所でも群れの動物ですから飼い主と

一緒に暮すことはとてもよいことで労力も伸びます。 あとは

飼い主が選び間違えて運動もしてあげられないのに、 大

きな犬と暮してしまって、 動物が運動不足から来る行動学

的または自分で自分の皮膚を傷めてしまったりするといっ

たような、 精神的 ・ 身体的病気は大変発生が多くなって

きてもおかしくないとこんな風にみておりますが。

質問者

防衛医科大学の横山というもので、 私は精神科医なの

ですけれども、 ヘッセルマー先生にちょっとお聞きしたい事

があるのですが。 アレルギーのところで動物を使うというこ

の考え方がですね、 世界でかなり研究されて今から主流

になっていくものなのかということ。 こういう研究はすごく変

わり者がやっているだけなのか、 世界からいうと、 もう皆が

これに注目をしていて、 つまりアトピーだの何だのと今すご

く子どもに多いですよね。 ですから、 これで将来的にはな

るべく乳幼児は動物を飼うようにしようとか、 そういうふうな

未来があり得るのかどうかということを知りたいのですが。

ヘッセルマー

どういう風な種類のアドバイスを親御さんにペットを持つ

ために与えるべきなのかというご質問でしょうか。

質問者　

乳幼児はむしろペットを飼った方が良いと話を持って行

きたいのか、 それともアレルギーのある人はペットを飼わな

い方が良いと話を持っていかれているのか、 そこのところ

がちょっと知りたいのですが。

ヘッセルマー　

わかりました。 何年か前ですけれども、 ペットを飼うなと

いうことが簡単だったのだと思います。 これは一つの答え

でしたよね。 しかしながら、 今問題が非常に大きくなって

きている。 単に動物と住むだけではなく、 ハウスダストであ

るとかそういう事によって喘息やアレルギーは起こるわけで

す。 色々な研究を行いました。 即ちペットを持つ方が良

いというような研究も行った。 そして実際にこれに対して

も、 例えばその様なアドバイスを只単に与えるわけではあ

りません。 犬や猫を新生児に対して与えることは良いのか

どうかという研究は未だやっていないのであります。 です

からスウェーデンでもう既に猫や犬を飼っている場合は、 そ

れを飼育しなさいと。 子どもが産まれた場合でも飼育しな

さいと。 しかし猫や犬を飼ったことが無い場合はおそらく最

初のアドバイス、 即ち、 少し待ってどういう風になるかを

見てから飼いなさいと言いたいと思います。 犬や猫を飼っ

て、 そしてアレルギーになって、 そして又犬を売らなけれ

ばならないということになってはならないのです。 この様な

研究は誰もやっていません。 即ち子どもが産まれてから、

犬や猫を飼ったらどうなるかという研究はやっていないんで

す。 ですから、 もう既に飼育している場合はそれを続けて

飼育する事は良いかもしれませんけれど。 プログラムの問

題の中には、 たとえば社会の中でたくさんの犬や猫がいる

と、 そしてアレルゲンに触れてアレルギーになってしまうと、

そうしますと親御さんに対して、 例えば老人用の施設であ

るとか、 アレルギーでない高齢者が居る場合は、 これらの

問題を一緒に考えるということができます。 そして色々な

問題をこれから解決していこうというのがその動きなので

す。 しかしながら、 色々な側面があります。 ですから、 勿

論それぞれの場合に応じて考えなければならない。 既に

アレルギーで、 そして今まで飼育したことが無いと言うの

であれば、 それは薦めないということになります。

藤田

今の事なんですけれども、 多分ヘッセルマー博士は知っ

ておられると思いますけれども、 実はヘッセルマー先生と同

じ様な仕事はアメリカでも色々な所でもやられております。

ヘッセルマー先生とは多少違う観点からやっていますけれ

ども、 小さい時に飼っていた方がアレルギーが少ないとい

うデータが出てきています。 それで、 だから飼った方が良

いという形で持っていくのかどうか分かりませんけれども、

少なくともヘッセルマー博士だけではなく、 アメリカでも最

近そういう事をやっている論文が沢山出てきています。 単

にそのアレルギーになってしまった人はもう山岡先生がおっ

しゃるように飼うのはまずいかもしれませんけれども、 その

前から飼うということ、 アレルギーになっていない状態で飼

うということは、 飼わないよりはアレルギーになる率が少な

い。 その理由がどうかという事で、 ヘッセルマー先生に私

お尋ねしたいのですが、 宜しいでしょうか。 確かに 1 歳

未満の時、 それからもっと後でも、 動物を飼っているとアレ

ルギーになる率が少ないというデーターがアメリカでもいっ

ぱい出てきていると思いますけれども、 原因はいわゆるア

レルゲンにクレランスになった結果なのか、 あるいは動物

を飼うことによって色々なバクテリアと共生することによって

アレルギーが抑えられるのか、 そのどちらだと思われますで

しょうか。

ヘッセルマー

非常に難しいですね。 どちらもだと言えると思います。

共生するためにはバクテリアと触れますし、 特異的な耐性

があるとも考えられます。 それから、 この特異性の耐性と

いうこともあるわけですよね。 暴露されている。 そしてどち

らもが必要になってくる。 即ち、 特異性も、 非特異性も必

要になってくるということです。

植村　　

従来から、 動物がヒトに対してアレルギー反応を起こす

危害因子であると言われてきました。 それに対し、 ヘッセ

ルマー先生のお話は、 子どもの頃に動物と身近に接して

いればアレルギー反応を減じることができると言う研究結

国際シンポジウム part Ⅰ
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果のご紹介でした。 藤田先生のお話にも同じような考え方

が含まれていたと思います。 また、 医療現場における実情

や討論の中でも出ておりましたようにアレルギー問題には、

未解決の問題を抱えております。 したがいまして、 何でも

かんでもワンちゃん飼いなさい、 猫ちゃん抱きなさいと言う

訳ではないのかなと思います。

それにしても、 本日のヘッセルマー先生のお話は、 子ど

もの動物飼育は有害とする従来の考え方への反証で、 皆

さま方の注目を集めました。 今回のレビューは、 世界にお

ける研究の現状を知上で大変役立ちました。 日本の関係

者も大いなる刺激を受けるもとの思います。 藤田先生のお

考えもあわせて、 人と動物の共生を目指す私共にとって、

心強い限りでございます。 同時に、 私共が心しなければ

ならないこととしては、 中嶋先生のご指摘がありましたよう

にやはり動物から来る疾病もある。 これは正確に分析し、

そして整理し、 皆様方にお示しするという、 そういう行政

面の仕事がございます。 又、 山岡先生は医療現場で患

者さんに対して、 的確な治療指針をご提示されて大変な

ご苦労をされているという事だったと存じます。 本日は、 4

名のパネラーに於かれましては、 遠くから来て頂きまして

貴重なお話を頂きまして本当に有り難うございました。 こ

れからも、 益々先生方のお仕事を更に発展させて頂きま

して、 私共の進めている動物と共生する健康な社会を作

るために、 今後とも、 お力添えを頂きたいと思います。

会場の皆様におかれましては、 本当に長時間にわたり

まして活発なご討議頂きまして有り難うございました。 こ

れで、 私の座長としての勤めを終わらせて頂きたいと思い

ます。 マイクを司会者にお返しさせて頂きます。

国際シンポジウム part Ⅰ
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皆さんこんにちは、ジュリー・バンクと申します。今日「りぶ・

らぶ ・ あにまるずシンポジウム」 でお話できることをとても

嬉しく思います。 今日プレゼンテーションをする時に私自

身の人生を考え、 動物が私にとってどれほど重要かという

ことを考えていきたいと思います。 もう 15 年も動物の仕事

をしております。 動物シェルターで働いており、 6 万 3 千

匹の動物が毎日ここに行き来している訳なんですが、 この

動物というのはストレスを持ってシェルターにまいります。 家

が無い動物、 虐待されていたり、 または動物の数が増や

されたりという色々な問題があります。 それ以外は私、 と

ても幸せに暮らしておりまして一緒に家族と共にペットを飼

うということはとても嬉しいことです。 みんな笑って喜んで

おります。 そして動物の顔も人の顔も喜んでおります。 ま

たスタッフの人も喜んでおります。 家族の人があどけない

目をしたむく毛の犬を見た時、 とても嬉しそうな顔をして

おります。

どんな日でも家に帰った時にはとても疲れております。 ス

トレスもありとても疲れているんですけれども、 しかしドアに

入ってそして私の茶色のあどけない目をした 「ペイズリー」

という犬を見た時、 気持ちが落ち着くんです。 私の上に飛

びかかって来てそして数分遊んでやりますと全ての私のス

トレスが消えてしまう訳です。 とてもいつでもそして真剣な

形で私を愛してくれております。 彼女を見るだけで嬉しく

なります。 骨の折れる仕事を一時休止し、 そしてその夜、

楽しく過ごすことが出来る訳です。 「ペイズリー」 について

お話ししたいと思います。 私日本に来ている間とても寂し

く思っております。 ですから 「ペイズリー」 を紹介したいと

思います。 これが 「ペイズリー」 です。 ( 図表 1) 「ペイズ

リー」 というのは雑種でして特別の犬でもありませんけれど

も、 でも私をとてもハッピーにしてくれる可愛い犬です。 今

日のお話で私が申し上げたいのは、 人と動物の絆につい

てであります。 そして人道教育プログラムについて動物と

人との間のプラスの関係を培うということについてお話しを

致しますが、 マイナスの関係についてもお話しをしたいと

思います。 野生動物などの伴侶動物などの関係について

お話しを致します。

この伴侶動物との関係というのはずっと昔からありまし

て、 例えば狩猟の時にも動物も使われておりましたし、 食

べ物を確保してくれたりまたは敵から守ってくれたりしたも

のです。 また我々の家族の一員にもなってくれた訳でもあ

ります。 このようなポジティブなことを考えた場合にはアシ

オーン先生の新しい本を思い出すんですが、 そのリストの

中に 「無条件の家族の愛を提供してくれる」 また 「ユー

モアを与えてくれる」 これを見ただけで笑っちゃいますよ

ね。 動物は無条件の家族の愛を示してくれますし、 また

毎日毎日の責任感を負わせてくれます。 ずっと家族の一

員でもありますし、 色々な人間関係に迷った時も、 一時的

に休息させてくれます。 また、 物理的なサポートもそして感

情的なサポートも与えてくれ、 また、 一人ぼっちという気分

も救ってくれる訳であります。 動物はマイナスの側面もあり

ます。 例えば今日の社会で我々が直面しております暴力

のサイクルに捕まって犠牲になっている動物もいます。 この

ような問題を話す時にある程度のバックグラウンドの情報を

お話ししたいと思います。

動物福祉愛護法というのがアメリカの方にあるんですけ

れども、 それと教育プログラムについてお話ししたいと思

います。

ヘンリーバーグという人ですがこの人はロシアへの米国

大使でありました。 ( 図表 2)1866 年の当時であります。

彼は馬車に乗っておりました。 馬車が停まりました。 馬が

疲れていたからです。 もうそれ以上一歩も進めなかったん

ですがドライバーが降りて馬を叩いて進ませようと致しまし

た。 ヘンリーはこの馬が痛がっているのがわかったんです

が何もすることが出来ませんでした。 アメリカに戻って、 同

話題提供

『子ども、 動物、 人道教育』　　
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れはとても有益なものであります。 迷子の犬に対しての共

感を教えるものであり、 また犬の観点から書かれているも

のであります。 法律が追加され、 これによって動物愛護教

育というのがカリキュラムの一部になりました。 会議に於い

て政治家、 先生達にエンジェルは聞かれ、 どうしてそんな

法律が必要なのか彼は答えました。 指導者の心が人道的

な形で行動するようになり子ども達が人道教育を受ければ

こんな法律は必要無くなると答えました。 1882 年ですが

アメリカのコミュニティーに於いてはこの愛護教育のコンセ

プトを採用するようになりました。 これは小学校で、 ニュー

ヨークです。 これは 1900 年のものでありますが、 この子ど

も達というのは動物を愛するということをメッセージとして受

けております。 1883 年ですが 「バンズオブマーシー」 と

いうクラブが出来ました。 メンバーシップは 7 万人の子ども

達が参加しておりまして、 また先生達の部門もありまして

動物に優しくするということ、 これが現代の使命の一部で

あるということを認識しております。 このクラブのモットーは

「神に栄光を地球に平和をそして全てのものに善意をそし

て危害を加えない生き物に対しては親切に」 というモットー

であります。 1900 年になりまして、 動物保護そして愛護

教育というのがどの家でも聞かれる言葉になりました。 最

近のことですけれども全米の PTA で次のようなことを言っ

ております。 正義、 親切、 動物に対する慈悲ということに

対して教育を受けた子ども達というのは人に対しても親切

で正義を成しそして思いやりを持つものである。 このよう

に若い人達を教育することによって、 同情心を持ち人道的

になり、 そして法律を守った良い市民になるということで

あります。 もう沢山の人道教育が行われておりますけれど

も全ての人の教育であります。 リスクを負っている若者達、

また障害を持った人、 また監獄に入っている人、 学校の

子ども達、 家族の人達、 どんな人達の為にも行われる教

育です。

それではここで、 少し立ち止まりまして皆さんと人道教

育とは何なのかということを、 同じ理解を持っているのかと

いうことを確かめたいと思います。 人道教育という定義で

すけれども、 これは数年前にアメリカ人道協会によって主

催された会議でもって定義されたことを申し上げたいと思

います。

次のようなものです。 まず人道教育ですけれども人生の尊

敬、 そして同情、 敬意そう言った価値を創造するプロセ

スである。 いわゆる生物とそして世界のそうでない物との

間の動的なダイナミックな関係を理解するということです。

そのネットワークの中の個人の役割、 責任を理解するとい

うこと、 そして人道教育は戦略や方法論を持って、 この個

人の中の変化に影響を与える経験を提供するというもので

あります。 まあこれは非常に言葉でもってわかりにくいかも

しれません。 どういうことかということでトップテンのリストを

ここでお知らせしたいと思います。 人道教育とは何なのか

ということで優しい言葉で説明したいと思います。

まず 10 番目から。 学ぶ事、 学習であるということです。

学習は非常に個人的なものです。 これは子ども達が動物と

一緒にいる機会、 これを提供する訳です。 彼等が社会の

中で動物に関して触れる機会を得るということ、 その前に

じような虐待の行為がみられているということで行動を起こ

しました。 力のある人にロビー活動をし、 そして虐待禁止

法を通過させたんです。 また彼はまずアメリカで最初の動

物愛護協会を作りました ASPCA であります。 私は幸いこ

の組織のために 10 年間も働いており多くのことを学んでお

ります。 ASPCA そして新しい法律では次のようなことが可

能となります。 人道的な条件で現在あるドッグシェルターな

ど、 これはただ犬を寄せ集めて安楽死させるようなそういっ

た施設を替えるということを致しましたし、また農場の動物、

また労役動物、 こういった飼育を放棄された動物を助けて

おります。 ここで動物が治療されているところを子ども達は

見ています。 また新しく通過した法律でありますけれども、

これは意図的な動物虐待を違法としています。 ご覧のよう

に新聞の記事から取った物です。 先ず最初にヘンリーはも

う気が違ったんじゃないかと思いました。 多くの人がヘンリー

のアクションを読みそして聞くことによって彼を支持するよう

になりました。 また動物は保護が必要であると思いました。

しかしながら動物というのはそれを表現する手段を持って

いないんです。 動物に対しての人道的な態度、 行動とい

うのがこの社会で始まった訳であります。 この時代は子ども

を保護する法律もありませんでした。

1874 年～ ASPCA が作られて 8 年たった後～ヘンリー

バーグスのオフィスでメリーエレンという女の子に同情を示

しました。 ( 図表 3) この子どもは虐待されそして養父にハ

サミで切られていたんです。 これが実際に使われたハサミ

です。 メリーエレンがハサミで切られたところですが、 どう

してこんなことをされたのかということを ASPCA が行って、

調査したところ見つけた物です。 メリーエレンの安全を守

る為の嘆願書を出しました。 動物が保護されるのと同じ

ように彼女も守られなければならない。 我々は動物王国

の一部なんだからということで裁判所は、 メリーエレンを新

しい安全な環境の元に連れて行くことを命令致しました。

ジョージエンジェルはヘンリーのメッセージを更に延長して

導入してまいりました。 親切であるとか尊敬というメッセー

ジを子どもに伝えるということでアメリカ愛護教育協会という

のを創りました。 ここに於いては人道的なメッセージを伝え

る為の文献の重要性を唱えました二つの古典があります。

一つは 「ブラックビューティー」 です。 これは虐待された馬

の話です。 もう一つは 「ビューティフルジョー」 という本でこ

国際シンポジウム part Ⅱ 国際シンポジウム part Ⅱ
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はそれ以前の知識であるとか、 或いは学習スタイル、 経験

なども知っている必要があります。 子どもがまず動物と一緒

にいるところを見る。 ( 図表 4) ここでは介入もしない或いは

話し掛けもせずにただ単に彼らを見るということが必要です。

子ども達がどれほどワクワクして喜んでいるでしょうか、

そこを見るんです。 そして彼らがどういう事を話すかを聞く

んです。 そうすることによって子どもが自分達が何なのかと

いうことを理解することができます。 生きている動物、 これ

は子どもに学ぶ機会を与えそして感動させます。 そしてこ

れは動物だけで無く自分たち自身も子ども達は学ぶことが

出来る訳です。 それでは我々の生活の中で見ていきたい

訳です。 勿論ですね動物は我々に対して喜びや楽しみを

もたらしてくれます。 そしてこの動物を我々のプログラムの

中に組み込みます。 特に困っている人々に対してのプロ

グラム、 例えば介助動物です。 聞いたり、 或いは見たり

するようなその為の介助動物としての役割も持っています。

彼らは療法士なんです。 そして家族の一員でもあります。

そしてもう一方では動物も家族が遭遇するような子どもの

虐待であるとか、 高齢者の虐待であるとか、 或いは家庭

内暴力などといったそういう暴力のサイクルにも遭遇する機

会があるということなんです。 まあ非常に悲しいですけれ

どもまあこの様なプレゼンテーションの中ではこういった事

実を見せなければならないということがあります。

動物虐待という事が今起こっているということで事実をこ

こでお見せしたいと思います。 悲しい画ですけれどもここ

で見せなければならないということなんです。 ( 図表 5) 勿

図表 5

論ワークショップはこの後あります。 アシオーン先生からの

ワークショップがあります。 動物虐待であるとか動物虐待の

背後にある理由などとかのお話があると思いますので、 私

は詳しくこれについてはお話し申し上げません。 人道教育

は子ども達が動物を理解する為のものであり、 子ども達が

ただ単に社会問題をこれによって解決するという訳ではな

く、 個人にとっても非常に癒し、 治療の意味があるというこ

となんです。

9 番目ですけれども人道教育は優しさについての教育

であります。 まさにですね幾つかのスライドがありますが若

者が、 この迷った動物を助けるというようなところがスライド

で出て来る訳ですが、 ( 図表 6) 人道教育というのは即ち

他の人を助けるということを教えるものなんですね。 即ちお

返しを求めるから行う訳ではなく、 これは正しいから優しく

しようということなんです。 親切を与えようということなんで

す。 自分がやりたいからやるということなんです。 子ども達

が動物を助けた時は、 必ず誉めてあげて下さい。 子ども

達が自分達が健全な成人になっていくというそのプロセス

を助けて

くれます。 しかし覚えておかなければならないのはポジティ

ブ或いはネガティブ、 プラスやマイナスの感情も呼び起こ

すということなんです。 例えば家族がですね、 動物に優し

くしなくても良いというようなことを言えば、 おそらく残虐的

な行為が現れてくるでしょう。 人間教育というのは子ども達

がプラスの経験、 動物とのプラスの経験を通して優しくす

るということを学ぶ、 マイナスの経験を通してではなく前向

きなのプラスの経験を通して優しさを学ばなければなりま

せん。 人間教育、 人道的教育は人間のことを学ぶことでも

ある訳です。 自分達自身を再評価することが出来る訳で

す。 沢山の人々がおられると思います。 この二つのネズミ

のペットを持ってるんですけれども、 私は非常に楽しんで

いますが、 日本人の方にはどう映るかわかりません。 ただ

単にこのパーセプション認識を学ぶだけではなく、 いわゆ

る動物や動物についての間違った認識を持っているので

はないかということ、 これを再評価しなければなりません。

社会的に受け入れられるからといってこれが正しい訳では

ない訳です。 ヘンリーバーグの前は、 その動物に対して無

慈悲な行動をする事も良かった訳ですけれども、 今日では

それは法律で禁じられています。 アメリカの社会も動物の

図表 6
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扱い方が変わってきました。 或いは動物管理プログラムも

変わってきたんです。 過去はこのような形でした。 今はこ

のような形ではありません。 勿論、 市民の安全、 これが最

も動物管理プログラムの中では重要なんです。 勿論、 攻

撃的な動物から守らなければなりません。 しかしながら二

つの目的がこのミッションにあります。

私の働いている機関ですけれども、 この様なミッションス

テートメントがあります。 即ちマリコパ郡のペットと人々、 人

間の健康と安全と福祉を促進しようと。 我々のテーマと致

しましては、 人とペットを共に調和させることによって健全

な環境を作ろうというものなんです。 動物管理プログラムも

勿論、 人々の健全、 安全というものが必要でありますけれ

ども、 動物の福祉という観点も必要なのです。 我々のミッ

ションステートメントの中にも謳っています。 我々は人間と

同じように動物も我々の消費者、 我々のお客様であるとみ

ています。 それから人道教育プログラムですけれども、 こ

れは人間によって作られているということが重要なんです。

動物によって作られている訳ではありません。 ですから動

物管理の問題なども、 ただ単に動物を排除するということ

だけでは駄目な訳です。

それからアダプションプログラム、 これは非常に重要な

養子縁組プログラムなのです。 我々は昨年、 我々のコン

トロールプログラムの中で二万一千の動物を養子縁組させ

たということに、 誇りを持っております。 これは最も良い、

最もベストな年でありました。 しかしながらまだ一万の動

物が残っています、 まだ家が見つからない動物も残ってい

る訳です。

それでは、 8 番目の方に行きたいと思います。 まさに動

物と人間の関係を更に深めて行こうということです。 どれ

だけ依存しあうかということになります。

7 番目です。 これは成人と子どもの関係でもあります。

子どもはロールモデル、 まぬけなロールモデルなくしては優

しくなることが出来ないんです。 余りにも多くの子ども達が

今虐待の状況を見ています。 そしてそれが、 その子ども

達が虐待する子どもになっているんです。 ですから成人、

大人は彼らの偏見を取り除かなければなりません。 子ども

達はあなたの言っていること、 あなたのすることを真似ま

す。 そしてあなたの言葉と行動が合わなければ、 子ども

達は非常に混乱してしまうんです。 大人は適切な、 そし

て不適切な例、 どちらも提供する必要があります。 そして

うまくいけば誉めてあげるということが必要なんです。 大人

はケアリング、 思いやり、 そして尊敬ということを言葉だけ

ではなく行動で以って示さなければならない。 それこそが

ロールモデルなんです。

それではここで、 ニューヨークで一緒に仕事をした先生

についてお話申し上げたいと思います。 動物に関して、

動物の尊厳に関して学ぼうという子ども達のプログラムで

す。 そして我々これを行いましてから、 このグループに話

をしますと、 その教師がですね、 沢山の虫が床に落ちて

いたところを見て教師が非常にわめいて怖がったということ

なんです。 そして 30 人の子ども達が、 結局その外に行っ

てしまってクラスで学んだ事を忘れてしまったという経験が

あります。 ですからこれこそが良い経験なんです。 教師も

重要なんです。 教師も認識を持つことが必要です。 そし

て子ども達にその教育をする時に自分達の認識もしっかり

持って教育をしなければならないのです。

それでは 6 番目です。 人道教育なんですけれども、 こ

れは動物に関しての教育です。 実際の事実、 情報、 動

物に関しての情報を与えなければなりません。 神話であ

るとか或いは安全でない行為を教えてはいけません。 そし

て動物のニーズを知るということ、 その為に時間を裂かな

ければなりません。 これは肉体的或いは精神的なニーズ

を含めてです。 我々、 動物は全て食べたり、 息をしたり、

そして苦しみを感じることが出来るんだということを理解し

ているでしょうか、 私自身もそれが当たり前だと感じてい

たんです。 そうしながら動物福祉で 15 年働いてきまして、

今現在それこそ当たり前では無いということが今わかった

んです。 この中では我々が動物のことを描写する時の言

葉に気をつけなければなりません。 動物に関しての描写

が間違っていますと、 それは意味の無いもの或いは価値の

無いものになってしまいます。 我々が使う言葉に気を付け

なければなりません。 アメリカでは今非常に話されている

ことにガーディアンとオーナーという言葉があります。 我々コ

ンパニオンアニマルを話す時にガーディアンか或いはオー

ナーか、 その言葉の定義などで今論議が巻き起こされて

います。 ガーディアンとオーナーで尊厳或いはケアという意

味から全く違っている訳です。 即ち所有者と保護者という

ことでは全然、 定義が違っているからです。

それでは 5 番目です。 人道教育は感情移入に関して

の教育であるということなんです。 人道教育のプログラム

は、 人間が動物のニーズがどんなものであるのかを理解

するという教育なんです。 そして我々のニーズも何なのか

ということも理解しなければなりません。 人道教育のプログ

ラムの前向きの結果と致しましては、 子ども達がどんどん

利他主義、 即ち自己中心的で無くなってきており、 そし

て自分達の周りを見るようになってきたということなんです。

重要なのは年齢に応じたツール、 或いは技術、 テクニック

を使わなければなりません。 社会勉強であるとか社会経

験なども入れていかなければならない。 それによって感情

移入を発達させていくことが必要です。 感情移入を促進

する上で人間と動物の間の類似点を見ていく必要がありま

す。 これは非常に面白いスライドなんですけれども、 実際

にここを見ますと古い 「ランパールーム」 という米国の漫画

で出て来たキャラクターなんです。 ここでも動物と人間の

類似点が見れると思います。 例えば動物と話す時は余りに

擬人化してはいけないという風にも言っているんです。 し

かしながら、 この中でも非常に面白いところがあるんです。

新しい、 例えば動物にサングラスをかけさせたり、 或い

は、 ネコに服を着させたりということもありますが、 まあとに

かく人間と動物の中には類似点があるんだということも教え

ていきます。 そして犬も社会の構造の一部である、 或い

は家族の一部であるということを認識させていく。 そして動

物も薬であるとか、 或いは栄養であるとか医療が必要であ

るということを教えていきます。 それから母性本能もあるん

だということなんです。 そして動物にも喜びがあるんだとい

うこと、 特に優しい手で触られた時がそうです。 それから

国際シンポジウム part Ⅱ
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恐れや恐怖も持っていること、 これは人間と全く同じなんで

す。 我々が理解しなければならない違いですけれども、 ど

のようにコミュニケーションするかというところです。 残念な

ことに多くの動物達は自分達で問題を管理してるんです。

即ち人間がですね、 動物とコミュニケーションする方法を知

らないからです。 例えば犬ですけれども、 犬はですね自分

のボディランゲージで教えてくれます。 例えばストレスを感

じているということを教えてくれる。 ほっといてくれということ

を教えてくれる訳です。 しかしながらその言葉を読めない

場合はどうするか、 そのボディランゲージを読めない場合

はその犬達は噛むでしょう。 我々のプログラムの中にはそ

の噛むことを予防したりコミュニケーションプログラムなども

含まれている訳です。

人道教育は尊敬に関するものでもあります。 子ども達に

対して全ての生き物が大事だと教えるのです。 重要だと

か可愛いだとか或いは人なつっこいとか目的があるから可

愛がるべきではないんです。 全てを可愛がらなければなら

ない。 最近ある研究を知りました。 ある動物についてどう

思うか、 そしてそれは何故かと尋ねたものです。 わかった

んですけど、 過半数の人達はコンパニオンアニマルの方

が野生の動物や或いは農場の動物よりも好きだということ

がわかりました。 その理由として上がったのは可愛いから、

だからそれが良いんだと、 気に入っている、 小さい、 言う

事を聞く、 従うからと、 だから好きだという答えでした。 そ

こで野生の動物だとか或いは農場の動物について聞きま

した。 すると参加者達は、 醜い、 汚い ､ 臭いと答えまし

た。 調査した人達というのは農場の動物のそばに行った

ことは殆ど無かったんです。 これは動物のシェルターです。

ロチェスター、 ニューヨークの動物シェルターです。 この牛

なんですけれど、 もう最初からこの牛はずっといます。 新し

い管理者が来まして、 これはもう醜いからこういう動物シェ

ルターをこの牛が代表しているのはおかしいと言い出した

んです。 ( 図表 7) しかし沢山の手紙が地域の人達から

来ました。 この牛はもうまるで家族のように、 そして様々な

ことを表してくれるのだから、 非常に大切な牛なのだという

ような手紙が来ました。 そしてここを訪れた時に家族で写

真を撮ったと送ってくる人もおりました。 ですから今日に於

いては、 ただこの牛は汚いとか臭いとか醜いとかでは無く、

本当に仲間になってしまった牛でありました。 それからもう

一つわかったことは、 農家の人達です。 牛とかニワトリとか

豚を自分達の好きな動物の内に入れておりました。 何故

でしょうか、 これらの動物によって生活が係っている、 この

動物達によって自分達が生活しているからです。 他に興

味深いことがありました。 明らかに動物と共に過ごす時間

が長い方が、 或いはその動物のことをもっと知っている方

が、 より良い印象をその動物に対して持つ、 悪い印象で

は無く良い印象を持つということです。 そして動物の経験

とか知識により、 その動物に対する人の考え方というのが

変わるということです。 そこで人道教育のプログラムでも子

ども達が動物の価値がわかるように、 そして暴力を振るっ

たり、 無視をするのでは無く思いやりを持って行動できるよ

うにということを目指しています。

人道教育というのは責任についての教育でもあります。

コンパニオンアニマルというのは人が作ったものです。 勝

手に生れ出たものではありません。 日本では約 10 種の犬、

素晴らしい犬で、 これは日本で作られたものです。 何時も

我々はそのような新しい種を作ったことに対する責任を忘

れてはなりません。 何もそれだけではありません。 まずペッ

トを持つ前に色々よく考えることが必要です。 自分で自問

してみる訳です。 この動物のニーズに応えられるか、 どの

動物が自分に適しているのか、 そして一生この動物のお

世話が出来るかどうか。 一旦ペットを持てば、 もし病気に

なった時に医療のケアが出来るでしょうか、 或いは不必要

な妊娠を避ける為に避妊は出来るでしょうか、 餌とか或い

はトレーニングだとか、 また仲間という意識を与えられるで

しょうか。 そしてまた法律に従って例えばある所では公共

の迷惑にならないように行動を制限しなければならない、

そういうことに本当に何時も従っていけるでしょうか。 これら

は責任あるペットの保護者として必要です。 またこれはペッ

トを持つ人だけではなく家族全員が気を付けなければなり

ません。 子どももペットの世話を自分なりに責任を持って、

みていかなければなりません。 忘れていけないのは大人

の介入だとか指導がなければうまくいきません。

特に私が動物のシェルターで見る一番悲しいことは、 両

親と子どもがペットをシェルターに連れて来るんです。 大体

子どもは泣いています。 大抵私は親が言うのを聞きます。

お前が世話をしないから連れて来たんじゃないかと。 親

がわかっていないことがあります。 そういうことで子ども達に

教えているのです。 責任をこれは教えていることではあり

ません。 彼らがこういうふうなことによって、 動物は使い捨

てで良い、 もう連れて来たので子どもはもうこの動物につ

いて全然気にしなくて良いんだよということを教えている訳

です。 忘れてはならないことは本当に教育をする人だけで

はなく、 親も責任が非常に大きいということ、 いかに子ども

がペットの面倒をみるか親が大きな責任を持っていることで

あります。

その次 2 番目です。 人道教育というのは批判的な考え

方についての教育でもあります。 これは即ち動物の自然の

中での役割を理解すること、 また彼らに対する人の役割は

何か理解することであります。 子どもにツールを与えてそし

て動物がどういうふうになるか自分達の行動の結果どうい

うふうになるかわからせなければなりません。 ですからクラ
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スのカリキュラムの中で、 色々ニーズによって修正してい

けば良いと考えております。 その様なリストを皆様にも将来

またお分け出来ればと思っております。 動物について、 ま

たその福祉についての情報というのはどのようなクラスのプ

ログラムにも組み入れてゆくことが出来ます。

一つの例をお見せしたいと思います。 飛行機の中で考

えたんですけれど、 例えば人道教育をこの読み物のクラ

スに入れる。 人道的或いは愛護をテーマにした本、 或い

は動物の事実に基づいた情報を読ませる。 そして沢山の

本がありますが、 多くの本で間違った情報を持っているも

のがあり、 気を付けなければなりません。 例えば私の住ん

でいるアリゾナ州でも美術館や或いは博物館があります。

そして私はそのアリーナについて知らなかったので、 アメ

リカでもニューヨークにアリーナが無いのでそれを調べたい

と、 美術館、 博物館に行きました。 そうしますとこのアリー

ナというのは豚の仲間だと書いてあります。 もう一つは豚の

家族ではなく仲間ではないということです。 二つの本が一

つの動物について、 豚の仲間か或いは豚の仲間ではない

かということで、 私は二冊の本を手に取らなければわから

なかったんです。 こういう事が出ている訳です。 しかし幾

つか素晴らしい本はあります。 素晴らしい本を使ってそし

て子ども達の愛護心を育ててやって下さい。 更に作文の

プログラムに動物愛護のものを入れても良いかと思います。

即ち子ども達に動物を観察させて何か書かせるということで

す。 何をしているか、 動物が何を考えていると思いますか

というクリエイティブライティングのプログラムと言えます。 こ

ういうことで非常に動物を使って、 色々子ども達に対して

動機付けすることがあります。 地理では、 世界で動物がど

ういう風に扱われているのか探させましょう。 地図を使って

世界の異なった所に異なった動物が住んでいるとわかりま

す。 数学でも沢山の数学の授業におきまして動物をトピッ

クとして使っていくことが出来ます。 例えば絶滅とか或いは

過密状態について、 どういう風にしていけば良いか、 一

匹の犬、 一匹の猫がいてそこに更にまた一匹来て、 七匹

来て七かける七で更に増えていく、 本当に過密状態になっ

てしまいます。 その様なことを教える訳です。 コミュニティー

にそんなに猫が過密状態になってしまっては困りますから。

非常にこれは大きな本です。 これは博物館にある物です

けれど、 これはメリーランドだったと思います。 子ども達が

色んなことを動物について学ぶ訳です。 政治も考えてみて

下さい。 法律の勉強です。 動物を世界の様々なところで

保護する為に、 守る法律があります。 日本の動物愛護法

はどうか比較してみる訳です。 様々異なった法律が世界

中にあります。 しかし段々と同じようなものの方向に向かっ

ています。 即ち動物に対して尊重してそして大事にして

いきましょうという方向に向かっています。

さて人道教育というのはプログラムの開発でありまして

そして適切な教え方によりまして、 動物について理念も組

み入れて行くことが大切であります。 様々な異なった方向

からこのようなプログラム開発を行っていけます。 様々なこ

とを自問してみて下さい ｡ このプログラムは学術ベースの

ものでしょうか、 それによって動物を様々な系統だったカリ

キュラムとして紹介していくものでしょうか。 このプログラム

は動物介在活動或いはセラピーベースのものでしょうかそ

して生きた動物をプログラムとして使うものでしょうか。 或

いはこのプログラムはセラピーについてというプログラムで

しょうか、 様々な動物を使って、 そして個人の病気の治

療などに使おうとするものでしょうか。 このプログラムは上

のもの全てを組み入れたものでしょうか。

さて、 最後に我々がアリゾナで行っているプログラム

TLC というものをご紹介したいと思います。 これはティーチ

ング ・ ラブ ・ コンパシオン、 即ち 「教育 ・ 愛 ・ 共感」 と

いうものであります。 これは元々は暴力予防プログラムで

ありました。 シェルターの動物とそして問題行動をクラスで

起こしやすいような子ども達とパートナーを組ませます。 そ

して 1 か月子どもが犬のトレーニングをやります。 そして引

き取れる状態になるようにトレーニングする訳です。 １日２時

間１か月の間、 色々なことを行います。 最初の１時間はク

ラスで教えます。 例えばいかに動物を家族の中に組み入

れていくか、 地理とか或いは作文とかそういうものに動物

を組み入れていく。 それから後の１時間は実際に教室の中

で子どもに動物と触れ合って貰うということです。 そして１か

月経ちますと犬も子どももこの TLC プログラムで非常にうま

くいくことが多いです。 その例を幾つかご紹介します。

ジェニファーという子です。

ジェニファーはもう学校をドロップアウトしかけの子でした。

TLC というプログラムを始めました。 非常にうれしいこと

に１か月後 TLC が終わった時にジェニファーは学校に来る

ようになりました。 時間通りにそしてちゃんと宿題もするよう

になりました。

ライアンの例です。

ライアンは何時も家族のペットを虐待していました。 更に

調べますと過去にも動物虐待をしたことがあるということで

す。 しかし後に最後になってお母さんが言ったんです。

非常にびっくりしたと。 ライアンが非常に静かに猫を撫で

ながらテレビを見ていたということです。 以前は猫を追い

かけまして、いじめていたんです｡ １か月で変わったのです。

TLC を行いました。 ライアンは猫を撫でるようになったの

です。 おそらく毎日動物で少しずつマッサージさせる、 動

物を少しずつ撫でさせる、 静かにさせるということで動物と

子どもの間の撫で方がわかって来たんだと思います。

それからビリーとウェスです。

いつもケンカをしていました。 TLC を行いまして、 チーム

として一緒にチャンスという犬～非常に大きな雑種なんで

す～トレーニングするように言いました。 一緒に協力しなけ

ればならなかったんです。 そしてついにチャンスは言うこと

を聞いてくれるようになりました。

次にアンディという子の例です。

アンディは誰とも口を利きませんでした。 先生によると自尊

心も低かったということです。 しかしこの最後の日にクラス

の皆の前で立ち上がり、 皆の前で発表しました。 非常に

元気な声でした。 ハンパーのトレーニングをしたということ

です。 新しい動物が新しい友達になったからです。 この

プログラムは本当に力があると思います。

そしてジョンで特に効果が現れました。

ジョンは恥ずかしがりやの子でした。 彼が５歳の時、 両親
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は彼を捨てて立ち去りました。 今 12 歳でおばあさんと一

緒に住んでいました。 お友達を作ろうと努力しましたが、

それが難しく学校の勉強も中々うまくいきませんでした。 そ

こでルービーとパートナーを組みました。 ルービーというのは

中くらいの雑種の犬でした。 ある日彼はクラスに来てルー

ビーとの話をしてくれました。 昨夜、 夢を見ました。 怪獣

が僕を追いかけて来たんです。 お母さんを呼んでも来て

くれなかった。 お母さんは絶対来なかったんだ。 でも、 ル

ビーが来たんだ。 ルビーは怪獣を僕の為に追い払ってくれ

た。 次の朝、 この夢を見た翌朝のことです。 ジョンはスクー

ルバスに乗り遅れてしまいました。 おばあさんは言いまし

た。 もう休んでも良いんじゃないかと。 学校がそんなに重

要だと思わなかったので、 明日行けば良い、 今日は休ん

だら良いと言いました。 ジョンは、 いいやそれは絶対駄目

だ、 休みたくない、 学校は休まない、 と言いました。 そし

てカバンを引っつかんで２マイルも走って学校に行ったんで

す。 ちょっと遅れました。 そこでドアからクラスに飛び込み

ました。 そしてクラスにいるルビーに抱きつきました。 そし

て抱きしめて昨夜君がいてくれたから今日は僕がここに来

たんだよと言いました。 僕たちはチームなんだから、 もう引

き取られて行くかも知れないけど、 君が引き取られても僕

は忘れないよということです。 本当に力を与えてくれたとい

うことです。 これが人のペットと目覚しい素晴らしい関係だ

と思います。

いつも人々はこれは奇跡的だと不思議だと言います。 も

ちろん不思議な部分、 奇跡的な部分もあるかもしれません。

しかしそれだけではありません。 動物介在活動、 或いはセ

ラピーのプログラムというのは非常にうまくいっているケース

が多いです。 もちろんマジックのようです。 しかしそれは魔

法のようには起こりません。 色んなエネルギー、 色んな努

力、また色んな考えがあって。 またプロの方々が介在して、

そして色んな人が、 心理学者から、 先生から、 両親から、

また子どもから皆が参加して一生懸命やる。 チームとして

やる。 そしてこのプログラムが成功する訳であります。

私は人道教育ということを長年やって来ました。 そして

個人的にも色んな変遷を経験してきました。 私の仕事の

仕方自体も変わってきました。 先ず最初に私が思ったのは

先ず事実とか情報を与えるということ、 様々な資料などを

子ども達に与えると、 本当にそれを子ども達が吸収して優

しくなってくれたということです。 長年経ってわかってきまし

た。 でもそれだけではだめです。 一杯するべきことがある

訳です。 エネルギーも必要です。 それは必要です。 そし

て本当に驚くべき結果を生み出すのです。 私思うんです。

振り返って自分の経験、 動物の経験そして如何に自分達

が動物に学んだか振り返って下さい。 我々の成長期、 そ

して我々が今ここに在る状態になるまで、 本当に動物が

重要な役割を担ってきたと思います。 そこで是非皆さんに

こういうことを考えて頂きたいと思います。 即ち出来るだけ

動物を家族の中、 或いは社会の、 組織の中、 クラスの中、

或いは他の所でも良いです。 コミュニティー全体でも、 クリ

エイティブな形で動物を組み入れる、 そして共存できるよ

うな形で考えて頂きたいと思います。 そのようなプログラム

を考えて頂ければと思います。 私達のこのマリコパ郡にお

きましては、 常に色んなことを考えております。 動物をもっ

ともっと、 動物のシェルターが在りますけれど、 そういう所

の動物ももっと組み入れてあげようということです。 それは

非常に行くべき所は非常に良い所です。 必ずしも悪い所

ではないんです。 博物館のようだと考えて下さい。 私はま

あ美術館、 博物館の教育もやっておりました。 そこで教え

るべき事がシェルターでも可能だと思います。 より創造的に

考える訳です。 そして動物をもっともっと前向きに捉えると

いうことです。 そうしますと、 動物のシェルターももっと良い

印象を持たれる所で、 沢山の人々が訪れてくれるようにな

ると思います。 そして動物のシェルターを博物館のようにす

る。 そしてみんな家族連れで是非行きたいと思うような場

所にするということです。 行きたくない場所ではなく行きた

い場所にしたいと思います。 そうしますと、 また人々の考

え方、 態度、 そしてまた引き取りの状態とかも今後良くなっ

てくると思います。 こういうことを将来考えていきたいと考え

ております。

それでは私の話はこれで終わらせて頂きたいと思いま

す。 皆さんご清聴有り難うございました。

山

どうも有り難うございました。

ジュリー先生の大変色々な情報にとんだ講演、 皆様も非常

に心とそれから頭両方で受け止めて下さったことと思いま

す。 私の方からのコメントをちょっと手短に致しますと、 先

生のおっしゃったことで一番大事なのは愛護教育、 或いは

人道教育というのは社会問題に対する根本治療であると

いう概念を、みんなが忘れないということだと思うんですね。

実際の虐待の事例をみてこれは誰がやったんだ、 どうした

んだというそういった具体的な例に対する対症療法という

のは当然必要ですが、 何故そういったところが起こって来

たのかというところの根本治療というのは、 やはり子どもの

教育の中でやっていかなきゃいけない。 根本治療は自然

保護にも繋がり、 動物愛護にも繋がり、 それからひいてい

えば、 人間社会を大切にする人間を育てる為の根本治療

にもなるということです。 先生のおっしゃったことで皆さんに

これ一つだけ覚えて欲しいということは、 ロールモデルとい

う概念だと思います。 言葉で根本治療を語っても大人が

ロールモデルを示さなければ教育にはなりません。 一番そ

の中で気になるのは、 例えば学校の先生の例をジュリー先

生おっしゃいましたけれども、 私がもっと気になるのは親御

さんの例ですね。 拾ってきた子ねこ ・ 子犬に対して、 家

はアパートだから飼えないと言い切ってしまう。 アパートだ

から飼えないの次に続く言葉は戻しておいでなんですね。

でも戻しておいでというのは子どもはそのまま額面どおり受

け止めません。 行間にある或いは親の心にある面倒臭さ、

これ私ひとつ係わり合いたくないなという気持ちは必ず読

んでいます。 ですからもし飼えなければ、 それとも非常に

状態が悪くて安楽死をしなければいけないということであ

れば、 お子さんを親が説得して獣医師の所へ連れて行く、

或いは愛護センターへの助けを求める。 でも子どもと手を

つないでその動物に自分達は飼えないけど、 どう対処しよ

うかというのを現場の親がロールモデルとしてやらない限り
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は、 命に対する感心というのは子どもの中では育たないと

思います。 やはりもう一つ最後におっしゃいました、 マリコ

パ郡の愛護センターにずっと関わっておられて、 現職のう

ちに、 例えば去年は２万１千頭の里親探しに成功したとい

う大変な業績を残しておられますけれど、 おっしゃった博

物館としての或いは、 展示の場としてのシェルターの役割

というのも今後の日本の課題だと思います。 日本で一番必

要なのは愛護のマーケティングなんですね。 愛護センター

というのは処分という、みんな暗い言葉で捕らえる。 そうじゃ

ないんですね。 情報を得る場所、 それからもしかしたら自

分がまたとない伴侶と出会える場所である。 だから愛護セ

ンターに行くんだと、 貰いたくなくてもただ見に行こう、 職

員の方の話を聞きにいこうという愛護のマーケティングが成

功すれば当然、 動物の貰われていく数も増えていく訳で

すから、 これから先生がおっしゃった博物館学に基づいた

愛護のセンターの建設というのも日本の課題として、 今は

日本では民間でそれだけの資源を持ってやれる所は無い

ですから、 当然行政の課題になってきますけれど考えて頂

きたいなと思います。

質問者

どうもお話有り難うございました。 全米の動物シェルター

の、 まだ日本はこれからだと思うんですけれども、 状況とか、

公的なものなのか、 私的なものであれば連邦政府とか支

援ですね、 どうなっているだとか、 それから数だとか規模

だとかちょっと教えてもらいたいんですけれども。

バンク

８千のシェルターがアメリカにはございます。 この８千のア

ニマルシェルターの中で、 プライベートなものもパブリックな

ものもあります。 私が働いている設備というのはパブリック

なものでありまして、 マリコパ郡が所有しているものであり

ます。 またプライベートの愛護協会もありましてこれは寄付

によって行われて、 また他の協会は政府の援助によって行

われているものもあります。 また政府の機関がセンターに

なったというものもあります。 政府の方が動物の福祉愛護

が必要であるということを感じて、 政府の機関がそういっ

た役割を担っている所もあります。 これは動物の管理だけ

でなく動物の福祉ということもやっている訳であります。 こ

れはコミュニティーにもよりますし、 こういったセンターのサ

イズは違う訳であります。 我々のセンターでありますけれど

も、マリコパ郡では、600 万人の人口があるんですけれども、

約４つのアニマルシェルターがありまして 500 匹の動物が

それぞれのシェルターに住んでおります。 この数を申し上

げてお分かりとは思いますが、 ６万３千匹の動物がいます。

プライベートのところでは４万匹おります。 他にも小さなグ

ループで動物を救済しているグループがありまして、 そこ

には１万匹の動物が保護されております。 動物のシェルター

だけでなく教育というのが大事であります。 こういった所に、

動物シェルターに動物が来ないように教育をすることが必

要です。
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皆さんお元気ですか、 どうも今日の天気の良い日に室

内での講演会に来て下さって有り難うございます。 まず最

初に申し上げたいと思いますのは、 冨永さん Knots の方

にお礼を申し上げたいと思います。 今日招待頂きまして、

話をする機会を与えて頂き有り難うございます。 私出来る

だけ早くお話しをしたい。 出来るだけ多くの情報をお伝え

しようと思っています。 まず最初に説明したいと思いますの

は一体私がどこから来たかという事ですが、 ユタ州のロー

ガンという所でありますが、 これはロッキーマウンテンの端っ

この所にありまして、ローガンという場所はソルトレイクシティ

のオリンピックが開かれた所から 80 マイル北にあります。

谷があるんですけれども、 まあこのような神戸のような海は

無いんですが、 山に囲まれた所でありまして、 谷はローガ

ンという町があるところなんですが、 ９万人の人口がござい

ます。 そして大学がありまして２万２千人の学生がおります。

とても大きな大学になっております。 最初に 1973 年に来

ました時には７万でしたけれども、 今２万２千人となっており

ます。 ユタ大学では大学院そして学部と両方ありまして、

また多くの外国からの国際学生が来ております。 私自身の

仕事の場所でありますが、 これは教育学部にございます。

教育学部の中には先生の教育プログラムも含まれておりま

す。 小学校、 中学のレベルであります。 また心理学の部

分もありますしまた、 家族 ・ 人道教育といったものも含まれ

ております。 ローガンは私が生れた所から離れた所にあり

まして、 私今も遠く離れておりますけれどもローガンは私が

育った所からとても離れた所にあります。

私が生まれ育ったのはニューヨークでありまして、 ニュー

ヨークのシンボルというのはこれは世界的なシンボルとなっ

ておりますが、 歓迎する意味、 そして新しい人生という意

味のシンボルでありますけれども、 私のプレゼンテーション

は私のお祖父さんに託したいと思います。 お祖父さんは

自由の女神が元々建てられた時にはいませんでしたけれ

ども、 イタリアから移民でアメリカに 1900 年代にやってま

いりまして、 お祖父さんは石を切る職人として育ちまして、

この自由の女神の周りに作られた壁の石を作った人なん

です。 私はお祖父さんの思い出としてこの写真を持ってま

いりました。 何ヶ月も私の母が仕事をしておりましたので、

お祖父さんが私の世話をよくしてくれました。 ですから私

にとっては私を世話してくれ、 そして愛してくれた人なん

です。 ですから私にとってもモデルである訳であります。 こ

の様に自己的でなく自分の時間を孫のために献身してく

れたという良いモデルなんです。 私の家族ですけれども家

内も今日一緒に来ておりますけれども、 ３人の子どもがおり

ます。 もうみんな大人になっておりますが、 我々青春時代

をみんな切り抜けてまいりました。 ティーンエイジャーの時

というのはとても問題が多いものですけれども、 まあそれを

何とか切り抜けて来ることが出来ました。 そして 10 年以

上の間、 家に飼っております犬がいます。 フレックルであ

ります。 フレックルは子犬の時に家に参りました。 そして私

達の子どもと一緒に育ちました。 私達の家族の活動に一

緒に参加して来ました。 数年前ガンで亡くなりました。 今

は裏庭に埋められ、 セントフランシスの像の元におります。

私の家族についてちょっとご紹介致しました。

このプレゼンテーションをやります為に、 私最初に申し

上げたいと思うんですが、 この情報を全部覚えて頂かなく

てもいいんですけれども、 Knots の活動の表が出ておりま

す。 ( 図表 1) 冨永さんが Knots の情報を送って下さいま

した。 そして Knots が取り扱っている色々なプログラムと

いうのは環境問題であるとか、 動物の愛護及び管理に関

する法律の改正であるとか、 ペットは家族の一員であると

か、 また動物とどういう風に接したかということが青少年の

犯罪と関係があるということ、 こういったことを示して頂き

ましたけれども、 今日私がお話ししますことというのは、 こ

の Knots の活動の一つ又はそれ以上と関わりがあるもの

です。 私この分野で仕事をしておりますので、 Knots もこ

れから社会の一員として動物を愛護するという活動もこれ

から成功して頂きたいと思います。 ジュリーさんが私の前に

お話をされましたけれども、 彼女が言ったことを参考にし

て私のプレゼンテーションを更に追加してお話出来る、 又

は抜かすことも出来るということで、 ジュリーさんがもうカバー

して下さったところもあります。 私自身自分に聞いてみます

と、 この愛護教育、 人道教育とは何なのかということなん

ですが、 この質問の答えと致しまして目の見えない人で

動物が何かという事を説明しなければならない時、 12 人

の人がそれぞれ動物の色々な部分を触ってそして動物は

どういうもの、 この象はどういうものかというのをみんな違っ

た意見を言った訳であります。 この愛護教育というのは動

物園みたいなものであると思います。またはクラスに行って、

そして動物の福祉プログラムのクラスに行って学ぶようなも

話題提供

『子ども、 動物そして感情移入 ( エンパシー ) ・ 感情の共有

                                     　　　  　　～虐待、 暴力防止につながるか』　

フランク ・ R ・ アシオーン  米国ユタ州立大学心理学部　教授
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の、 また身体的な、 また感情的なものを学ぶものでありま

す。 そしてペットをクラスルームに置いて、 そして動物のこ

とを書いた本を読むとかということがあります。 また象につ

いてでありますが、 こういったことの全てを含んでいると思

います。 ですからジュリーさんが言われた定義とよく似てい

ると思います。 愛護教育、 人道教育というのはこれは社会

化するプロセスである、 そして生きている人に対して思い

やりを持ち、 そして責任や尊敬するというそういった気持

ちが発展する過程であるといえると思うんです。 このような

社会化のプロセスというのは我々自身の子ども達にも望む

ことであります。 子ども達にも経験して貰いたいと思います

し、 この世の中で達成して貰いたいと考えていることだと

思います。

我々の共通の夢でありますけれども、 どの国でも同じ

だと思うんですが、 我々の子ども達には家に於いてはとて

も安全な場所であるという風に感じて貰いたい訳でありま

す。 また学校に於いては学ぶ所そして夢をみる所であっ

て欲しいと思います。 また自分自身の体についてこれは

運動のプログラムなどを通して尊重するということを学んで

貰います。 これは社会化にもつながるものであります。 子

ども達には他の人の体も尊重するということを学んで貰いた

いと思います。 違いが在ると理解すること。 そして障害が

あってもそういったものを理解する、そうして思いやりを持っ

てグループのニーズを満たす、 そして適切な時には責任

を受け入れ、 他の人には親切にするということであります。

また子ども達には暴力という形を取らないで問題を解決

して貰いたいと思います。 他の人と協力して貰いたいと思

います。 また建設的な形で感情を表して貰いたいと思い

ます。 破壊的な形では無く更に私達の子ども達には動物に

優しくして貰いたいと思いますし、 また他の人の持ち物を

尊重する、 そして人と正直に接するということを望んでいる

訳であります。 この様に我々は子ども達に対して望み夢見

ている訳でありますが、 こういったことが可能なのは社会の

全てのレベルに於いて、 個人のレベルに於いて、 また子

どもの家族、 そして近所の人、 学校、 教会、 そしてまた

信仰グループそして社会のレベル全てに於いて協力が必

要です。 文化的な価値、 社会の価値というのは我々大人

がお互いに示すことによって、 子ども達に示される訳であり

ます。 ですからこの様な協力関係というのが全てのレベル

に於いて起こらなければなりません。

子どもと動物という問題でありますが、 ここで皆さんに警

告したいと思うんですけれども、 今日一時間の時間では二

つのプレゼンテーションをしたいと考えています。 辛抱強く

聞いて頂きたいと思います。 まず最初の部分でありますけ

れども特に焦点を絞りたいと思いますのは、 愛護教育プロ

グラムであります。 そしてその評価であります。 二番目の

部分として申し上げたいと思いますのは、 動物虐待の問

題そして動物虐待と人間の他の問題とどのような関連があ

るかということであります。 発達心理学の教育を受けた者

と致しまして申し上げるのは、 まず最初に発表された考え

方というのは 1800 年後期、または 1900 年の初めに G. ス

タンレーホール (G. Stanley Hall’ s Adolescence) とい

う人が考え方を示されました。 動物の役割というのは子ど

も達の成長に於いても非常に重要なものであるということ、

これは発達心理学の分野に於いても他の発達科学に於い

ても述べられたものであります。 G. スタンレーホールは若

い子ども達にとっても子どもの心とそして動物の心との間に

ギャップは無いと考えました。 子どもというのは好奇心の強

いものであります。 世界をいつも好奇心を持って見ており

ます。 好奇心というのは動物にも向けられます。 そして動

物も同じような世界に好奇心を持っている訳であります。 こ

のように探索心を持った好奇心というのはこれは普遍的な

現象であります。 我々はこのようなフレッシュなエキサイトメ

ントを子ども達の顔に見る時、 幸せに思います。 今まで見

たことの無い動物を見た時の嬉しい顔を見ると嬉しくなり

ます。 子ども達は動物に対してとてもオープンな形で愛情

を示します。 子ども達は大人よりももっとオープンな形で愛

情を示しております。 これは Knots のシンポジウムが先月

開かれましたその時に、 話し合いがありました子どもと動

物の関係に於いてのアレルギーの問題でありました。 そし

て子ども達が動物から感染する病気があるという話が出た

と思います。 ですから今日の聴衆の方でこのように動物か

ら伝染する病気があるんじゃないかと、 この写真を見て心

配される方がいたらその心配はありません。

色々な情報が過去に於いてもございます。 20 年位の間

私のこの問題について注意深く研究するようになったんで

すけれども、 これはどのようにして子ども達と動物の関係が、

子どもとそして人間関係に於いて慈しむ、 他のものを察す

るという関係に於いてどのように関係するのかということを研

究してまいりました。 まず最初にお話ししたいと思いますの

は、 一般的な特徴と致しまして子どもが育った環境であり

ます。 これは動物に対してまたは他の人に対して親切にす

る、 優しくする、 そういった性格が育つかということなんで

す。 子ども達というのは先ず自分自身が経験をするというこ

とが必要であります。 優しくケアをされるという経験をすると

いうことが先ず必要です。 先ず最初に大人の人がいたわり

を持って子ども達に接する、 そして家に於いてこの様な環

境に育つと親がそういった役割を担っている訳であります。

これはとても大事なものであります。 この様な慈しみを持っ

て育てて貰うという経験が無ければ、 他の人の福祉という

ことは考えられない訳であります。 これは家という環境の中

で起こることです。 また子ども達は規律も必要です。 また責

任も必要です。 今朝ちょっと心配してたんですけれども、 こ

のプレゼンテーションをすることこれは日本人の方達ばかり

にする訳なんですけど、 何故心配していたかと言いますと、

日本における文化に於いては何十年もの間、 感情的、 他

の人の感情的なニーズに合うような形で反応するということ

が必要であると強調されてまいりました。 特に日本の子ど

も達というのは責任、 他の人に対する責任ということが、 強

調されています。 日本の文化の中に於いては私とても謙虚

な形でお話しをしているんですけれども、 私専門家がここ

に来て話しているというのでは無く、 実際の専門家の人は

皆さんの中にいるのだということなんです。 ですから皆さん

はしばらく私と一緒に日本の文化についても完全に理解で

きるようにお助け頂きたいと思います。

規律というのは彼らが自分達の行動に対してどのように

国際シンポジウム part Ⅱ
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責任を負わなければならないか、 他の人に対してどのよう

な行動を取らなければならないかに責任を持つことであり

ます。 このような責任感というのは自分の家庭の中に於い

て生れてまいります。 そして家庭の外に於いてもその様な

責任を遂行致します。

また、 我々が理解しなければならないのは、 子ども達

のムードまたは感情的な状態がどういうものであるか、 そう

いった状態が他の人にどのように与えるかであります。 例

えば子どもがとても悲しかったり落ち込んでいたりした場合

には、 子ども達というのは自分のニーズだけを考えて他の

人の気持ちを推し量ることが出来ません。 子ども達を守り、

悲しい状態または落ち込むような状態に置いてはなりませ

ん。 子ども達のその様な感情というのが慢性的なものになっ

た場合には、 これは子どもが他の人を思いやるのがとても

難しくなります。 同じような形で子ども達が認識しなければ

ならないのは、 自分達の行動によって何らかの結果がもた

らされるということです。 例えば動物のケアであるとかまた

は動物の治療をするとかありますが、 マーガレット ・ ニードと

いう病理学者が言っておりますけれども、 最悪の事態という

のは子どもが動物を虐待をして、 そしてその虐待をした結

果を見ないことであります。 適切な行為をした結果マイナ

スの結果になったのか、 またそしてプラスの行為をしてプ

ラスの結果が得られたかどうかの認識が必要であります。

発達状況の中にいる子どもにとって、 或いは思春期の

子ども、 それよりも若い子どもにとっても、 動物は非常に大

きな影響を与えます。 例えば子どもだけがいるという場合、

コンパニオンアニマルを自分の兄弟のように扱うということ

があります。 即ち孤独から抜けられる為に、 一人っ子は特

にその動物を兄弟のように思う訳です。 それからもう一つ

重要な因子、 重要なファクターですけれども自立に対して

の信念を持てるということです。 子ども達に教えていくこと

で、 彼らは、 ポジティブな前向きな自信を持てる訳です。

そして自分達も変化する、向上出来るということになります。

それに自信を持つ訳です。 ジュリー・バンクさんもおっしゃっ

いましたように子ども達はモデルが必要なんですね、 即ち

自分達の周りに何か例が必要です。 どのように行動するか

他人にどのように優しさを表現するかというモデルが必要

なんです。 こういった例を示されて初めて、 自分達は練

習する機会を或いはリハーサルする機会を与えられる訳で

す。 時には、 他人に優しくする或いは助けるというのは自

然にやってこない場合もある訳です。 そのためのトレーニ

ングも必要になるということになります。 特に親切、 或いは

人々に対して思いやりを持つという、 そういう気持ちを発

達させるプロセスの中には、 色々プロセスを分けることが

できます。

まず他人の苦しみを理解するということなんですけど、

これは人間であれ動物であれ同じなんです。 まず他人の

苦しみは子どもが理解しなければならない訳です。 即ち知

的レベルでもって理解する、 認知しなければならない。 ど

うしてこの動物が苦しんでいるのかということを理解しなけ

ればなりません。 それからもう一つ必要なんですけれども、

感情移入しなければならない。 即ち感情でもって理解し

なければならないということなんです。 それはどのように動

物が感じているか、 失望感或いは苦しみをどのように感じ

ているかという感情移入ということになります。 これらが一

緒になる訳ですね。 そうしますと子どもの中の個人的な苦

痛になる訳です。 即ち子ども自身が自分自身で苦しみを

感じたり、 或いは悲しみを感じたりするようになる訳です。

動物の気持ちがわかるようになる訳です。 ここで何かが起

こります、 即ち子どもがこういった気持ちを避けたいという

気持ちになってしまうということがあります。 時には例えば

人の苦しみ、 他人の苦しみ、 或いは動物の苦しみという

のが非常に強い場合は、 子どもが抱えられなくなってしま

います。 このような状況の場合は子ども達はそれから逃げ

てしまいたくなります。 例えば大人でもそうですよね、 非常

にひどい事故があった場合、 そういった経験を忘れてしま

いたいと思うでしょう。 しかしながらその中で実際に対処

していこうという、 そういう部分もある訳です。 即ち同情を

持つ、 或いは共感を持つ、 或いは助けたいという気持ち

になるということです。 それでもって行動に向かう訳です。

即ち認知し、 そして感情移入をするということが必要です。

感情的な理解も必要であり、 そして知的なレベルでの認

知が必要、 そしてそれが更に同情、 共感へといきそして

社交性のある行動へと向かうということになります。

例えばここでですけれども、 この真ん中の赤ちゃんを見

て頂きたいと思います。 ( 図表 2) この幼児ですけれども、

もう一人の幼児が泣いているところに対して反応している

訳です。 感情的なコンポーネント、 構成要素が既に働い

ています。 しかしながら知的に認知することはまだ理解出

来ない訳です。 行動でもって助けることも出来ない訳です。

即ちなんとか手を差し伸べているのは事実ですけれども、

まだ助ける行動まではつながっていないことになります。 こ

れは初期の段階です。 しかし更に年齢が上がっていくに

つれて共感を持つようになってくる訳です。 即ち彼らは能

力が出てくる訳です。 何かが出来るという能力、 感情を感

じそれを行動に結びつけられると、 他人の苦しみを理解し

それを助けていけるという能力が出て来る訳です。 まあこ

ういったことが私のプレゼンテーションでお話ししたいこと

です。 　　

さてここで、 いつも我々が直面する問題なんですけれど

も、 例えば動物に対する共感、 それから人間に対する感

情移入というふうにある訳ですけれども、 これらがいつも両

方があるものなのかとか、 大体同じレベル、 程度でもって

図表 2
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ですけれどこれは日本の学校では無いというのが明らかで

す。 日本の学校というのはもっとオーガナイズされてもっと

綺麗ですよね。 特にこの画とは違っている訳ですけれども、

実際にその愛護教育、 人道教育が学校で行われていると

ころもあるのです。 ジュリーさんがおっしゃいましたように学

校のクラスルームで行われる、 或いは社会環境で行われ

るプログラムがあります。 数年前ですけれども米国の団体

から、 評価するように頼まれたのです。 彼らの人道教育の

プログラムはどうかという、その評価をしてくれということだっ

たのでそれについてこれからご報告したいと思います。

さて、 我々が色々インタビューしたのですけれども、 学

校で行われる人道教育は、 前向きなプラスの影響、 即ち

子どもの人間や動物に対する感情共有の発達に関して、

プラスの影響があるかどうかなんですけれども、 全米人道

教会のカリキュラムによるものを評価致しました。 このカリ

キュラムは、 小学校のカリキュラムなんです。 学校で行わ

れているカリキュラムでありまして、 我々が調査致しました

ところで、 我々の調査に携わった 4 年生の子ども達を対象

にしたものだけを今日お話申し上げたいと思います。 他の

年齢或いは他の学年になりますとわかりませんが、 4 年生

であるということです。 そしてこのプログラム、 或いはカリ

キュラムもブレンドされた形であるということなんです。 ジュ

リーさんもお話されたように、 この別のトピックスとしてこの

教育、 人道教育を行うのではないのです。 動物愛護であ

るとか、 人口過剰であるとか、 動物の扱い方、 様々なこ

とはこれは相互に関係があるのです。 数学的なものもある

し、 読書の時間でも良いし、 地理の時間でも良いし様々

なこととつなげて行うというのがこのカリキュラムなんです。

そして実際、 我々はこのような実験的なメソッドを使った

訳です。 無作為に、 ４つのクラスルーム、 無作為の 4 年

生の生徒、 人道教育を受けている４つのクラスルームをあ

てまして、 それを実験クラスと致しました。 それから 4 つ

のクラスルームこれは特に人道教育を受けなかった通常授

業を受けた子ども達ということでこれらを較べた訳です。 実

験グループと対照グループというふうに分けました。 人道

教育、 愛護教育のグループ即ち実験グループのところです

けれども、 大体人道教育を 40 時間位受けている生徒の

集まりです。 1 年の学校の１年度のコースで行われたんで

す。 これによりまして教師も実際この活動に参加した訳で

す。 そして焦点を当てたところですけども、 ジュリー ・ バン

クさんもおっしゃったところで人道教育のゴールというのは、

人間以外の動物のニーズに対する感受性はどうかというい

う点に、 焦点を当てたんです。 動物に対する人間の感情

移入はどれぐらいか、 これにフォーカスを当てて調査を行

いました。 全てのクラスルームの子ども達がその質問用紙、

アンケート用紙を配られます。 動物に対する感情移入、 或

いは人間に対する感情移入に対しての質問です。 そして

これは通常は年度始めのプログラム、 カリキュラムが行わ

れる前にこのテストを与えます。 それから今度は年度の最

後の方に、 このプログラムがみんな終了してからこのアン

ケート用紙が渡されます。 それで皆がこれに記入する訳で

す。 それからこのプログラムが終わって、 1 年後にまたこ

の調査を行います。 そして実際１年後にも影響力があるか、

それが存在するものなのかということなんですけれども。 こ

れはいや、 そうではないというのがお答えなんです。 同じ

程度でもってある訳ではありません。 ですから可能性がこ

こに色々示されている訳ですけれども、 例えばどのように

なっているかというと、 人々の中には人間に対しては非常

に感情移入は激しいけれどもしかし動物には余り興味が

無い、 動物はちょっと怖いんだという人もいます。 或いは動

物との経験が少ないと、 動物がまわりにいなかったからだ

ということもあるでしょう。 まあ動物に対する感情移入という

のは非常に少ないということになります。 或いはもう一方の

人々は非常に動物に対しては感情移入は激しいんだけれ

ども、 しかしながら人間と相互作用しようとすると、 あまりう

まく出来ないという人がいます。 あまり人間に対しては感受

性が豊かではないという二つの可能性がある訳です。 そ

れからもう一つ別のカテゴリーです。 非常にコンパッション

は大きいんです。 即ち人間に対する感情移入も動物に対

する感情移入も同じぐらいあるという人。 こういった我々の

サークルはこれが同じように広がっていけばという風に思い

ます。 これが左の上の所です。 最後右の下の所ですけれ

ども残念な数字、残念な所なんですけれども、これらの人々

は人間に対しても動物に対しても共感が無い感情移入が

無いという人々であります。 おそらく今まで発達しなかった

のかもしれないし、 或いは最初の感情移入が懲罰にいっ

てしまった、 或いは無視された、 或いはあまりにも苦しみ

を経験するような環境にいたからというのもあります。 それ

で結局、 自分自身しか見なくなってしまったという経験が

あります。 ですからシンプルな形ですけれども、 人間に対

する感情とそれから動物に対する感情、 それらの程度がど

の程度のものかというのを示したものであります。 ( 図表 3)

それでは一つの例なんですけれども、 どれだけ共感、 種

の間でもこれだけ共感が保てるということ、 同じ種でなくて

も即ち動物に対しても、 これだけ人間は共感することが出

来るという例であります。

さて、 人道教育、 愛護教育では勿論数多く家庭で行わ

れるということなんです。 動物がどのように扱わなければな

らないかという教育は家で行われることが多い訳です。 コ

ンパニオンアニマルがいるかどうかというのも、 それは家庭

にあるかどうかになりますから、 家庭で或いはその保護者

によって行われることが多い訳です。 しかしながら子ども達

は、 この教訓を学校でも学ぶことが出来るのです。 この画
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改善されたことは維持されているかというのをみる訳です。

そして勿論この評価の対象となりますのは、 動物に対する

共感と人間に対する共感であります。

このプログラムを始める前です。 これがそれぞれのクラ

スルームでもって示されたデータです。(図表4左のグラフ)

ここで見て頂きたい所はこのデータの中でプログラムが始

まる前はどうだったかなんです。 ８つのクラスルームでは大

体同じような挙動を示していたんですね。 動物に対する

共感、 感情移入も、 この８つのクラスルームが大体同じ位

でした。 しかし、 実際このプログラムが終わってどうかとい

うと、 実際にこの人道教育、 愛護教育を受けた子ども達

はかなりこの動物に対する感情移入が高まっている、 共感

が高まっていることがわかります。 ( 図表 4 中央のグラフ )

そして受けて無い方も、 それ程上がっていないけれども上

がっていますが、 受けた方が非常に劇的に上がっている。

そして人間に対しての感情移入の方も上がっています。 さ

て１年後はどうかというと、 4 年生から 5 年生に上がって 5

年生の最後にもう一度評価致しました。 ( 図表 4 右のグ

ラフ ) そしてこの人道教育の影響は、まだ維持されていた、

効果が維持されていたということになります。 まあ実際に子

ども達の感情移入というもの、 これが変化している訳です。

これは一時的なものではなかったとわかります。 即ち少なく

とも1年間は維持されているということで、非常に我々にとっ

てはわくわくする結果でありました。

全部見てみますとプログラムが行われる前、 そして行わ

れた後はこのように上がっています。 ( 図表 5) そしてまだ

高くなっているのが、 動物に対する共感も１年後も上がって

いるということを示しています。 これは平均的なことを示し

ている訳です。 即ち非常に相関関係で上がっているという

のがわかります。 成人は勿論、 動物に対する共感と人間

に対する共感の相関関係というものが高い訳です。 です

から我々この図から致しますと、 ( 図表 6) 子どもの時に経

験したその寛大さというものが成人になっても非常に改善

されている、 伸びているというのがわかる訳です。

人道教育、 愛護教育は何なのかということ、 これはいわ

ゆる保健衛生に対する認識を高める為としても使われて

います。 既にジュリーさんが学校のお話をなさったと思いま

すが、 子どもはその動物に対しての慈しみという気持ちを

学ぶことによって様々な動物に関する問題も解決すること

が出来る、 社会に於ける動物に対する問題も解決すること

が出来る訳です。 保健衛生ですけれども、 まず一次予防、

それから二次予防、 それから三次予防と保健衛生には３つ

の予防があります。 まず一次予防では何をするかというと、

我々は全てのコミュニティーのメンバーに対してのプログラ

ムを与えるというものであり、 最初から問題を解決してい

こうというものであります。 即ち米国におきましては、 スモー

ルポックスが例えば予防接種等を行うという、 新しくペット

を飼う人にとって狂犬病に関する予防接種を行うようにとい

うふうに教育を与えています。 ですからこれは非常に重要

な一次予防のところなんです。 それから二番目のところで

すけれども、 クラスルームベースの人道教育と書かれてお

ります。 これも一次予防の領域に入る訳です。 それから二

次予防ということになります。 二次予防とは何かと。 ここで

は先ず問題を起こしそうなリスクのある人は誰かと、 そして

こういった子ども達に対してフォーカスを当てて二次予防を

していこうということなんです。 例えば動物虐待ですけれど

も、 実際自分達が虐待を受けている子ども達は動物虐待

を起こすというリスクがある訳です。 全ての人がそうだとい

う訳ではありませんけれども、 このリスクが非常に高いと言

えます。ですから私は、いわゆる一次予防の方法のアプロー

チでは、 これらの危機に瀕する子ども達を助けることは出

来ないと申し上げたいと思います。 即ち二次予防をしなけ

ればならないのです。 それから三次予防は何かと。 もうす

でに問題を抱えている子ども達、 既に動物虐待をしてい

る子ども達に対して、 どのようなアプローチをしていかなけ

ればならないかというのが三次予防なんです。 非常に重

図表 5

図表 6
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してこれは小児科に対しても大きな衝撃でありました。 小

児科の方では、 何年間も親が自分達の子どもを意図的に

病気にさせて、 そしてドクターの方に連れて来るというのが

信じられなかったんですが、 本当に起こっているんですね。

例えば親の方が自分の子ども達を意図的に病気にさせて、

メディカルケア医療の場に連れて来るというような、 うそつ

き癖というか作為的な病気を行うのです。 これが動物にも

同じように表れている。 即ち犬や猫が病気でもないのに病

気にさせて、 その獣医の所に連れて行くということがある

訳です。 そしてこういったことを検証して、 実際にまた動

物が性的虐待をオーナーから受けているということもあると

言われています。 最後のペーパーなんですけれどもマンチ

ハウゼンシンドロームという、 ミュンハウゼン症候群というも

のであります。 これは人間の子どもでもそうなんですけれど

も、 介護者ケアテーカーの方がまさに子どもを病気にみせる

というものです。 子どもを意図的に病気に見せて、 メディカ

ルスタッフ、 医療スタッフに診せるということです。 これは

実際獣医の方でも、 動物に関しても同じようなことが行わ

れているのがわかった訳です。 そういうことを獣医の方が

答えている訳です。 これらの記事が載せられている訳で

すが、 この記事を見ますと実際に動物の福祉、 或いは児

童の福祉というものが非常に損害を受けているというのが

わかります。

それでは一般的に研究結果で今までのところどういう風

になっているか、 この分野での予想をご紹介したいと思い

ます。 まず動物の虐待でありますけれど、 これは対人暴力

と関係がある。 人同士の暴力と関係があるということです。

なにも常に動物の虐待の結果、対人暴力が生れるとは言っ

ておりません。 しかし強い関係があるということであります。

二つの形の暴力では共通点があると。 アメリカでは残念

ながら 1990 年代、 あまり遠くない過去でありますけれど、

非常にショッキングな学校での銃撃事件がありました。 そ

の中で最も酷かった例、 忘れられない例というのが、 若い

男の子ルーク ・ ウッダムという男の子が出て来まして、 自

分の母親をまず殺してしまいました。 それから学校へ行っ

たんです。 そして学校で 2 人殺人しました。 他にも沢山

の人に怪我を負わせました。 1997 年の 10 月１日に起こ

りました。 多くの人達は知りませんでした。 実は同じ年の４

月だったんですけれど、 ルーク ・ ウッダムと友人達が犬を

虐待して、 この子の、 自分のペットの犬を虐待して殺して

しまったと、 それを日記に書いていたんです。 彼は如何に

犬が苦しんでいるのを見るのが素晴らしかったかということ

を書いています。 そしてこれが初めての犬を殺した経験

だという風に書いています。 このように自分の犬を殺して

しまった、 虐待してしまった。 これは近所の大人達が見て

おりました。 しかしこれを警察にも報告しませんでしたし、

或いは動物愛護局の方にも報告が一切ありませんでした。

そこで我々自問しなけばなりません。 もし、 誰かがこの男

の子に何とか注目していれば、 こういう風に動物虐待をし

ているところで何とかしていれば、 母親を殺してそして他

の人を殺すということを予防することが出来たのではない

か。 答えはわかりません。 しかしここで非常に慎重にお話

していかなければなりません。 謙虚にならなければいけま

篤な問題を抱えている子ども達です。 こういった子ども達と

いうのは更なる介入が必要となってくる訳です。

私のプレゼンテーションの 2 番目のところに移りたいの

ですが、 動物虐待です。 これは人間の暴力にも関連する

ところなんです。 さてここで皆様にご提案したいのは、 例

えば子どもが虐待を受けている、 幼児虐待を受けていると

いうこと、 それから家庭内暴力が右側の円の所、 そして

下の所には動物虐待とそれぞれがオーバーラップしている

のがわかります。 ( 図表 7) 我々としてはまさにこの動物虐

待を他の部分とオーバーラップしているのを科学的な手法

で調べ始めたところです。 これが、 どのような現象を持っ

ているかご報告したいと思います。

4 つの記事のタイトルなんですが、 1 年前に出版され

た物です。 ( 図表 8) これはイギリスの獣医ジャーナルによ

るものですが、 ヘレンマンローサが出版したものです。 彼

の同僚も一緒に行ったのですが、 どういうことをしたかとい

うと、 スコットランドの 1 千人の獣医、 英国の 1 千人の獣

医に対して質問した訳です。 彼らの所に持ってこられた

動物達の状態はどうだったかと。 獣医はこの動物が傷を侵

したというのは、 偶発事故による損傷では無いという疑い

を持っている場合です。 そして最初のスタディ、 この調査

ですけれども、 質問することによって調査を始めた訳です。

そして約半分の獣医がこの統計に答えて、 はいあります

と。 オーナーが動物をクリニックの方に連れて来たけれど

も、 これは偶発事故による損傷では無いということがわかっ

たと。 誰か人工的に損傷を与えたというものであると。 そ

図表 8
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はということで同じように全く動物虐待の記録が無い人達を

選びました。 コントロールとして選びました。 勿論本当のと

ころはわかりません。 しかし記録上このコントロールとして

選んだ人達は、 動物愛護局によっても動物虐待の記録が

無かった訳です。 そこでコントロール群と虐待したグループ

を較べました。マサチューセッツのこの州の犯罪記録を遡っ

て調べた訳でありますけれど、 その結果次のようなことが

わかりました。 暴力的な犯罪であるとか、 財物に対する犯

罪、 麻薬とか、 或いは不正行為などで逮捕された、 その

ような犯罪記録を調べていきました。

これはコントロールグループ、 即ちこの人達は動物虐待

をした記録が無かった人であります。 ( 図表 11)10 人当

たりの１人が逮捕されていました。 10％です。 しかし同じ

ような逮捕記録を調べてみました ｡

こちらは動物虐待をした人達であります。 ( 図表 12 ) ３

倍から５倍犯罪を犯したという記録があります。 同じ犯罪

でも３倍から５倍多くなっているということです。 これはさほ

ど動物が大変好きだということで無くても、 動物を虐待する

のであれば気を付けなければならない。 動物に対する罪

が今度は人に対する暴力ということに加速される心配があ

るからであります。 また動物虐待は問題行動、 例えば放

火等とかとも関連付けられて考えられております。 例えば

心理学とか、 或いは精神医学、 或いはソーシャルワーカー

等をしていらっしゃる皆さんであればもうご存知かもしれま

せん。 放火というのは問題行動の一つであります。 特に

せん。 皆様方もやはり同じように子どもが動物を虐待して

殺してしまう。 それがまた更に対人暴力の方に行ってしま

うというケースがあるでしょう、 ですからこういうことを覚え

ておいて下さい。 これを注目しておくべきであります。

これはアメリカで出された研究ですけれど、 ( 図表 9) 学

校での銃撃に対するものです。 ここでわかったのは、 この

様な学校銃撃を行う子どもの約半分は既に過去、 動物に

虐待を加えていたということであります。 ですから常にこう

いうことがあるというのではありませんが、 しかし起こりがち

だということであります。

更にまたこの重要性を強調したいと思います。 マサ

チューセッツの方で動物の虐待予防という研究が行われて

おりました。 そして記録を 10 年間に渡ってつけていたの

でありますけれど、 この 10 年間の間に 153 名の個人が

動物虐待で訴追を受けていたというのです。 ( 図表 10)

動物虐待です。 これはそれぞれが物理的にそして積極的

に動物に対して害を与えた、 ニグレクトとか無視をしてい

たことではありません。 飼い主としての世話をしなかったの

ではなく、 色々危害を与えてしまったということ、 起訴され

た訳です。 そうしますとこのような場合は非常に罪としても

重いことになります。 そしてマッチングとしまして、 153 名

という人達がコントロールとして選ばれました。 そしてこの

動物に虐待を加えた人は殆ど男性でありました。 そしてそ

れぞれの住所で、 ランダムな形で 153 名のマッチング出

来るコントロール群、 或いは対象群として、 教育の背景は

どうか、 経済状況はどうか、 住所はどうか、 住んでる住所
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若い子どもにとってはこれは非常に重要な問題です。 更に

大変若い小さな子ども達が放火するというのは好奇心から

ということがあります。 或いは十分な監督が無かったからで

す。 しかし、 心配すべきケースとしては放火がやはり何ら

かの心理的な障害から起こってしまう。 そこは私達十分考

慮しなければなりません。

これは若い男の子、 少年の記録でありますけれど、 ( 図

表 13) この子は小さな放火ですけれども起こす、 そのよう

な経験がありました。 それと同時に近所の犬を裏庭に連

れてきて虐待するという癖もあった訳です。 そんな犬のこ

とは知らなかった、 私は裏庭には行かなかったから知らな

かったと母親は言っておりました。 ここで二つのことがわか

ります。 即ち時には動物虐待と放火というものは関連付け

て考えられる。 それからもう一つ、 時には親が知らないと

いうケースがある。 子どもが何をしているか親が知らないと

いう場合がある。 親にこのことを聞いても、 もしかしたら親

も知らないということでわからないかも知れません。 動物虐

待は今、 様々な社会的な問題などを診断する時に社会心

理学とか或いは精神医学で使われております。 1987 年

からこの動物虐待というものが、 この様な診断マニュアル

でアメリカ精神医学協会で使われるようになりました。 また

これは今、 WHO におきましても国際的な分類として載っ

ております。 これが非常に大きなインパクトをこの分野に与

えました。 この様に記載があるというので、 やはりこういう

子ども達に対して我々はもっと注目しなくてはならない。 ま

た、 こういう傾向がある子ども達に対して我々はもっと気を

付けなければならないとなっております。 また子どもで自分

が虐待を受けている子どもも、 また動物虐待に関わってい

る可能性が高いということです。 アメリカにおきまして子ど

もの虐待というのは大きな問題です ｡ 皆様もご存知だと思

います。 こちらのデータで出ていますけれども、 益々多くの

子どもの虐待が行われております。

最近の研究としては 1996 年のものでありますけれど、

既に 300 万人以上の子ども達が被害者であります。 ( 図

表 14) 虐待の被害者です。 しかしこれに関しましての記

録が動物虐待に関してはありません。 わからないんです。

どれだけの動物が虐待されているか数はわかりません。 そ

こでこの問題が良くなっているのか、 益々悪くなっている

のか、 或いは変わっていないのかわかりません。 そこで私

が一つ勧告したことは、 やはり記録を取っていくことであり

ます。 アメリカでは、 我々は子どもの虐待に対して記録を

取るまではこの問題の深刻さがわからなかったんです。 同

じようなことを動物虐待に対しても行っていく必要がありま

す。 皆さんはやはり子どもの福祉では一生懸命努力は行

われていると思います。 中村先生とか或いはその他の先

生方と会議でお会いすることが出来ました。 子どもの福祉

に関する報告が約１年前に厚生労働省の方から出ました。

( 図表 15) 

約１万７千例の様々な形の子どものニグレクト或いは虐待

などが行われている見本であるということです。 ですから

勿論、 状況は細かいところは違うかも知れませんが、 アメ

リカも日本も共通点があるのです。

次にご紹介したいところは一つの評価の結果です。 ( 図

表 16) 子どもの動物に対する虐待で親に対して聞きまし

図表 14

図表 15

図表 16

図表 13
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た。 正常な子ども、 この精神障害などの問題が無い子ど

も達に対して、 子どもが動物に対して今まで過去６ヶ月間

いじめたことがあるか、 虐待したことがあるかを聞きました。

正常な、 或いはその様な臨床問題を持っていない子ども

達におきましては５％の親が、 聞いた親の５％は子どもが動

物をいじめたことがあると言いました。 そしてこれは５％と

いうのは十分考えられる数だと思いました。 今度は同じ質

問を肉体的に或いは性的に虐待を受けた子ども達、 そし

てまた両方の虐待を受けている子ども達はどうかと調べま

したところ、 そのパーセンテージは動物虐待のパーセンテー

ジが非常に優位に高くなってきています。 全ての虐待を

受けた子ども達が動物を虐待するというのではありません。

しかし虐待された子どもの方が虐待されなかった子どもより

動物虐待に関わりやすいということです。

もう一つご紹介したい例があります。 それは更に別の例

ですけれど、 動物が身体的に虐待されるというだけではな

く、 動物が実際に性的に虐待されるという時もある訳です。

そこで皆さんにもお話しておきたいと思います。 何故このこ

とを我々、 深刻に考えなければならないのでしょうか、 私

は考えております。 この獣姦、 或いは獣性と言いますか、

人間とそれから動物との性的関係ということは本当に嫌な

トピックだと思います。 しかし何故これが大切か三つの理

由をご紹介したいと思います。 まず一つ目、 子ども達の中

にはもしかしたらこのようなことにさらされている、 例えば大

人のポルノ、 ポルノグラフィ等によってこういうことに実際に

さらされている子どもがいるかもしれない。 そうしますとそ

れを真似をする可能性がある。 ポルノグラフィ等を見て真

似をする可能性が出て来る。 二番目の理由と致しまして

は女性で例えば家庭内暴力の犠牲になっている女性、 そ

ういう人達からの報告があるんです。 夫、 或いはボーイフ

レンドが彼女達に対して強制的に動物に性的関係を持た

されたということです。 勿論これは本当に恐ろしいことです。

動物にとっても本当にこれは忌まわしい出来事です。 そし

てもしこれを他の家族とか子どもが見ていたらどうすれば

良いでしょうか。 本当に深刻な問題です。 三つ目の理由、

時によって子どもの少年性犯罪者がいます。 まず最初に性

的に動物を虐待する事を始めた。それから他の子どもとか、

或いは青少年期の人間に対しての性的虐待を始めたとい

うことが報告されています。 ですから本当に嫌なトピックで

すが注目していかなければなりません。 私、 ユタ出身な

んですけれど最近この様な事件がありました。 若い男性

なんですけれど、 この人が非常に美しい鳥類舎といいます

か、 珍しい鳥が飼われている所に入り込み、 ２羽の珍し

い鶴に襲いかかりました。 そして性的暴行によって殺して

しまった訳です。 10 年後、 この人はまた逮捕されました。

若い女性をレイプして逮捕された訳であります。 これはお

そらくこういう関係というものを私達しっかりと考えて行かな

ければならないと思います。

動物虐待ということを考えますと、 やはりまず何故子ども

がこういうことをするか理解しなければなりません。 子ども

がこんなことを行う動機とは何なんでしょうか。 介入のプロ

グラムを行っていくにしても、 どの子どもにも当てはまるよう

な一つだけの介入プログラムというのは不可能です。 例え

ば同じ医療法が様々な異なった病気に効くという訳ではあ

りません。 やはりそれと同じくそれぞれの動機によって介入

方法を変えていくというのが大事です ｡ そこで資料として

作り出したものがあります。 こういうことがご必要でしたらご

連絡頂きたいと思います。 何故子どもは動物虐待をするの

か。 好奇心がある、 知りたいというのがあります。 それか

らまた例えば、 仲間がやるから、 仲間にそそのかされてと

やるというのもあるでしょう。 更に動物虐待をするには退屈

したからとか、 或いはエキサイティングでそして面白いか

ら虐待するのかも知れません。そして更に麻薬等を使って、

他のことも使って更に加速するかも知れません。 更に大人

にもあると思います。様々な動機によって動物虐待が起こっ

ております。 そこで先ずこれを理解して、 それから如何に

こういう子ども達を助けていくか考えていく必要があります。

こちらにはプログラムをご紹介しております。 これは

TLC。 先程ジュリーさんからご紹介のありましたプログラム

と非常に似通ったものであります。 ( 図表 17) こちらは子ど

も達、 リスクの在る子ども達に対して行うものです。 ( 図表

18) これは二次的な予防プログラムです。 リスクの在る子

ども達に対して今までのやり方を替えるように、 より健全な

そしてより成長方向として好ましい方向に替えていってや

ろうとすることです。 そして如何に動物の虐待が家庭内暴

力と結びついていくかというお話をしてみたいと思います。

私、 あるリサーチを行いました。 これはドメスティックバ

イオレンス、 家庭内暴力のシェルターに安全を求めて来
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子どもにとって最も酷いことはこういう家庭内暴力の在る家

庭に住んでいるということです。 そしてペットの鳥はどうなっ

てしまうんだろうと何時も恐れた暮しをしていかなければ

ならないということです .

もう一つの例ですが、 これはまた別の子どもが書きまし

た詩です。 ( 図表 21) 「あまりにも沢山のペットが死んでし

まいました。 だからそのことは書きたくない。 そのことはもう

言えない。

そういうことは言いたくない。 書きたくない。 悲しくなる

から。 ドアは閉められた。 もうこれ以上何も聞かないで。

私は海で泣きたい。」 この子どもは段々と自分の心を閉ざ

し始めています。 そして人の思いやり優しさからも心を閉

ざそうとしています。 このようなタイプの子ども達というのは

共感する心が、 もう押しつぶされてしまった。 自分の生活

の中で暴力をあまりにも目の前で見たからであります。 家

庭内暴力のシェルターにいた女性の中で約 25％が言って

おりました。 彼女達は大変ペットのことを心配している。 だ

からペットを心配しているあまり、 中々思ったよりも早くシェ

ルターに来れなかったのです。 即ち危険な家庭に留まって

いた訳です。 自分達が出て行ったら動物に何が起こるか

心配していた、 恐れていたのです。 アメリカの家庭内暴

力のシェルターにおきましては、 コンパニオンアニマルを飼

うことが出来ません ｡ 大抵の所はそういったことが無理なん

です。 こういうところにもニーズが在ります。

また最後になりますけれども、 申し上げたいことがもう一

つあります。 これはアメリカの問題だけでは無く、 カナダで

も問題があります。 カナダの研究があります。 私の研究と

同じような結果が出て来ました。 これはイングランド、 オー

ストラリアでも同じようなタイプの問題があるということで

す。 また非常に強いニーズがここの分野にあるということを

忘れてはなりません。 即ち女性がペットを安心して預けて

置ける、 そして家庭内暴力の為のシェルターに子どもを連

れて行ける、 そのような場所が必要だということです。 こ

の様なプログラムというのが今全国で様々考えられていま

す。 私は思うんですけれど、 やはり良い例としては色々な

協力関係が必要だと思います。 即ち人の福祉で働いてい

る人、 それから動物の愛護、 こういう人達が協力し合って

強いメッセージを子どもに送れると思います。 「動物の命は

非常に重要である。」 大人も時間をかけて、 そしてこの様

なプログラムをしっかりと作り上げていかなければなりませ

た女性達の調査をしました。 もう酷い虐待を受けていて、

夫に或いはボーイフレンドに虐待されて安全な所を捜して

来た女性達です。 この問題は非常に重大な問題としてア

メリカでは捉えられております。 1,500 以上のシェルター

が既にアメリカにはあります。 本当に重大な問題です。 こ

ういう人達に対してインタビューをしました。 約 100 人の

女性に対してシェルターに来た女性、 大抵子どもを連れ

ていますが、 こういう人達にインタビューをしました。 それ

と同時に 100 人以上の女性で、 こういう DV の家庭内暴

力の経験したことが無いという女性に対しても調査をしま

した。 そこで色んな質問を聞いた訳です。 一つの質問の

例をあげますと、 あなたのパートナーは今までペットを傷つ

けたり殺したりしたことがありますかという質問をしました。

( 図表 19) そうしますと、 虐待されていない女性では５％

が YES と答えました。 しかしながら虐待されている女性

におきましては、半分以上が YES と言いました。 パートナー

が動物虐待もしたということです。 非常にこれは高いパー

センテージです。 そして子どももやはり悪い影響を受けて

いるということです。

これは家庭内暴力の状況を描いて下さいと言われて描

いた訳です。 ( 図表 20) 自分はソファーの後ろで泣いてい

ます。 女性も泣いています。 そしてこれは継父、 義理の

お父さんなんですけれども叫んでいます。 そして右の所を

見て下さい。 この義理のお父さんが子どもの鳥、 ペットの

鳥を踏みつけにしているのです。 子どもは非常にペットに

対して愛着を持っています。 一体心を持っています。 この
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ん。 ペットが安全に過ごせるようにしていかなければなりま

せん。 シェルターから帰った後ペットも安全であるように考

えなければなりません。

ジュリー ・ バンクさんも彼女のプログラムの話をすると思

うんですけれども私も同じようなことをやっております。 そこ

でちょっと手早く進んで行きたいと思います。 と言いますの

は私が非常に心励まされる、 そしてまた触発させられると

思う言葉をご紹介したいからです。 また私が何時も私の心

の中に思い浮かべる言葉、 例えばこの必ずしも子どもに対

して良い例を示していない時も私、 あります。 或いは必

ずしも子どもに対して忍耐心を持っているということも無い

かもしれない。 そこで反省の面もあってイントゥ ・ ザ ・ ウッ

ド (Into the Woods) という言葉です。

これを読みます。 ( 図表 22 ) 「発言に気をつけましょう、

子ども達が聞いています。 行いに気をつけましょう、 子ども

が見ています。 子どもはそれを見て学ぶんです。 子どもは

従わないかも知れません。 でも聞いています。 子ども達は

あなたがどちらを向くか見ています。 そして自分がどういう

風になろうか、 なるべきか学ぼうとしています。 聞きなさい

という前に気をつけましょう。 子どもは聞いているんです。」

どうもご静聴有り難うございました。

山

アシオーン先生有り難うございました。 大変最後、 心に

ぐっとくるような言葉で締め括って頂きました。 6 月に人と

動物の共生を考える連絡会で全米人道協会のこの人間に

対する暴力と動物に対する暴力のパラレルを扱った特別シ

ンポジウムに多くの皆様がいらっしゃったので、 この問題提

起には大変深い関心を抱いている方が最近、 日本ではメ

ディア等のお陰もあって増えて来ていると思います。 これ

はけして軽視出来ることでは無いんです。 先程先生が語

られました約 10 年前にやられました、 MSPCA の 153

名を扱った調査に関しても 153 という母集団は非常に少

ないとお思いかもしれませんが、 あれはただ一ヶ所でやっ

ただけであっておそらく米国色々な所で繰り返したら同じ

ような結果が出て来るであろうということが十分に予測でき

ます。

ちょっとここで動物愛護に関して一言申し上げさせて頂

ければ、 先生がおっしゃった公衆衛生問題として動物虐

待を扱いましょうというのはまさに今後の動物関係者が動く

べき方向であり、 2005 年に新愛護法の見直しが迫って

おります。 その見直しの中で新しい罰則として罰金を増や

すのではなく、 禁固刑を入れるのでなく、 むしろ動物虐待

をやって起訴された人に対してはカウンセリングを受けると

か精神的な評価、 心理学的な評価をするという、 裁判所

命令が下る罰則規定を愛護団体の方は求めております。

日本の刑法上それが可能かどうかというのは難しい所とは

思いますけれど、 その辺はやはり先生方がおっしゃったア

メリカ等でおっしゃっておられることをベースに是非プッシュ

をしたいと思いますので、 皆様もその点に関する社会啓蒙

も是非やって頂きたいと思います。

それと最後のこの女性の駆け込み寺に於いて動物が受

け入れて貰えないので逃げ遅れる女性が非常に多いとい

う課題に関して、 アメリカ、 カナダ、 英国の事例をお話に

なりましたけれど、 日本ではただ統計とか報道が無いだけ

で、 この問題、 存在しない訳ではありません。 私の知っ

ております多くの愛護関係者には、 そういった方からのお

電話や相談は今でも来ています。 「自分の動物が旦那に

虐待されているんだけれど、 動物共々逃げる術は無いん

だろうか。」 というような相談というのは日本の女性の中に

もある訳ですから、 統計上とかメディアの報道から出てこ

ないからと言って存在しない訳では無い、 ということを皆

様にも認識して頂きたいと思います。

質問者

北海道大学教育学研究科の大学院で心理学を学んで

おります者ですけれども、 先生のお話を聞いてとても面白

くてワクワクしながら聞いておりました。 私が考えてますの

は傷ついた子ども、 不登校を中心に、 今不登校というの

は日本でとても問題になってまして、 そう言った不登校を

しているお子さん達というか傷ついた子達と動物を介して

関わることに意義があるのではないかと。 ここに着眼して

研究を進めていこうかと思っているんですけれども、 不登

校に長い間関わっている方から伺ったことなんですが、 不

登校の子達は先ずは可愛がることがとても不得意だと。 下

手だという訳では無いし動物が好きなんだけれども、 とて

も不得意だというのも聞きまた。 一つのケースとしてなんで

すが、 不登校している男の子が動物を飼いたいとそれで

ハムスターをお母様が買い与えられ、 ハムスターって寿命

が短いですね。 結局その子が大事に飼って 2 年間生きた

んですけども、 最後の方でそのハムスターが何も食べなく

なったら、 そのお子さん本人も食べなくなってしまった。 栄

養摂取を自分で拒んでしまって移入というよりもそこまでい

くと投影になってしまって、 自分がケアされたいことを動物

を通して他に多分訴えていたと思うんですが、 物を食べ

なくなって。 その子はどうしたかというと、 そのハムスター

が死んだ日からその子は本当に食べなくなって、 結局病

院に入院して点滴で栄養を摂取して今だに入院中なんだ

そうです。 移入と言っても健やかでない形のちょっとこう病

的というのは、 余りにもネガティブな感じでの移入というの

はどんな風に受け止めれば良いんでしょうか。
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アシオーン

この様な情報をお聞かせ頂き有り難うございます。 そう

ですね一つの例と致しまして私思うんですけれど、 あな

たがおっしゃった点と言いますのは色んなことがあると思い

ます。 なんでもバランスが大事だと思います。 例えばです

ね、 自分自身のニーズ、 他の人達のニーズ、 動物のニー

ズ、そういうことのバランスをとるのが大事だということです。

飼い主と動物のニーズ、 そのバランスを取る為には努力が

必要だと思います。 時にはインバランスが起こります。 おっ

しゃったようなケースというのはちょっとアンバランスが起っ

てしまったということなんですね、 ですから本当にがっかり

してしまったということで大変だったと思います。 しかし、

こういう事が日本であるかどうかわかりませんけれど、 アメ

リカではあります。 動物の福祉で心配していること、 プロ

グラムで今心配していることがあります。 それは、 人が余

りにも沢山の動物を飼っている、 家で沢山飼っているとい

う場合。 アニマルホーダーと言ってるんですけれども、 沢

山の動物を飼い過ぎてしまいますとそういう風に動物の群

れを自分の家に持っているということで、 それは所有欲が

余りにも強くなりすぎる、 そういう障害ではないかと言われ

ております。 また、 もしかしたらそういう動物を助けている

んだと自分で信じ込んでいる、 動物愛護協会のところから

切り離して自分で一杯持っているから守っている気になっ

ている。 でも沢山飼い過ぎて世話が行き届かなくて死ん

だりするのがいたりするということです。 或いは共感が誤っ

た方向に行ったりする。 そういうことになりますと動物にとっ

ても大変ですし、 又それはその飼い主にとってもやはり精

神問題だと思います。 そういうことがあります。 どうもお話

頂き有り難うございました。

山

日本でもこれは大きな問題です。 我々は、 この様な目

立ったケースを知っております。 ですからやはり先生方の

研究などを見ておりまして色々感じております。 コレクター

の問題というのは決してアメリカだけの問題ではなくて、

日本でも最近山梨での男性の例を初めとして、 色々と行

政の方の頭の痛い御仁が色々な都道府県におられる様で

すが、 これもやはりアシオーン先生のような心理学の専門

家が、 心理学的に或いは精神医学的にどのように解析す

るべきかという角度から見て行かないと、 動物行政や動物

の専門家の角度から愛護問題として捉えるよりも早急にそ

ちらの人間問題として捉えてもらう方が大事ではないかと

思います。
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皆さんこんにちは、 只今ご紹介頂きました宮川と申し

ます。 初めに自己紹介からちょっとさせて頂きます。 私は

1969 年、 昭和 44 年ですけれども埼玉県の公立小学校

の教員になりました。 その時に新任教員でありながら色々

な主任もやらなきゃならないような学校でございましたが飼

育委員会、 後でまた表を出しますが、 特別活動、 児童

会活動の中の飼育委員会、 図書委員会とか色々あります

けども、 その飼育委員会を担当して教員時代 19 年、 管

理職 5 年程の間ずっと飼育担当をしてきた人間でござい

ます。 そして私は 1994 年、 平成 6 年、 埼玉の小学校

長から文部省教科調査官へということで校長経験で文部

省に入ったのは最初で最後でございます。 2000 年、 平

成 14 年、 文部科学省になりまして、 視学官で現在に至っ

ております。 視学官とは何ぞやということですが、幼・小・中・

高等学校の学習指導要領 （国の基準） を踏まえて全国

の小学校は教育課程を編成するその基準を作成致しまし

て啓発に努めること、 或いはこれがちゃんと行われている

かということで学校教育実施状況調査をします。 或いは学

校経営、 教育活動の指導、 助言に当たるそれが視学官

でございます。 そんな立場でございまして今日は時間が余

りありませんので簡単に私の体験それから学校教育に於け

る動物飼育はどうなっているのかという事についてご紹介

したいと思います。

冊子の方にもありますけれど私自身、 北海道で生れま

して非常に極貧の生活を致しまして、 家庭環境も複雑で

住居も点々とするという生活を致しました。 そういう中で多

感な少年期を心豊かに生きる魂というものを培ったとする

ならば、 それは一つは動物体験があったというふうなことを

実感しております。 それでまあ小学校の 2 年生位の頃だっ

たでしょうか。 亀を拾った訳ですね、 道端で。 それを驚

きと喜びで持ち帰りました。 そうしましたら祖母がですね、

飼いたいんだろうけども亀さんは向かいにあるあの大きな

池で生活するのが一番幸せなんだということを言われまし

てね。 しかしお前が折角拾ったんだから、 亀さんもお前

の事を忘れないようにするためにお酒を飲ませてあげよう、

亀さんはお酒が好きなんだと、 祖母が大事に取ってあった

お酒を飲ましたら本当に飲むんですね。 そしてその亀さん

を祖母と一緒に池に行って放してあげました。 するとです

ね、 すっと水中に入って、 そうですね 10 メートルも行かな

いでしょうか、ひょいと上がりましてこちらを向いたんですよ。

そしてまた入っていきました。 その後出てきませんでした

けど、 私にはどうもね、 有り難うと言っているような風に見ら

れたんです。 50 も後半になって今でもはっきりその光景覚

えております。 まあそういう経験を致しましてですね、 小

学校 3 年生後半から鉱山に行く訳です。 母が再婚して私

が連れ子で行った訳ですけれども、 血のつながりの無い

兄弟が増えたり長屋暮らしで大変だったんですけれど、 そ

こで実は犬を貰って来ることになった訳です。

それがこの、 私がいるんであります。 ( 図表 1) 本邦初公

開であります。 あのワンコちゃんを抱いているのが私であ

ります。 中学校 1 年の時でありますがこの犬を貰って来た

訳ですね。 そうしましたらお袋は泣くんであります。 おまえ

ねぇ家はどんな生活か分かっているだろうと大変なんだよと

いう話。 で私は言いました。 母さんね俺が食べるご飯を半

分やるからいいだろうと。 お袋はそうかそこまでいうならとい

うことで飼うことになりました。 そうしましたらですね、 山間

道々登下校する訳ですけれども、 長屋があって道があっ

て、 ずーと 100 ｍ位手前のとこを崖っぷちをまわって我が

家が見えるんでありますけども、 その道端にちょこんと座っ

て待っているんですね。 学校の帰りを、 あれ時間わかる

んですね。 それで点の様に見える所で私を発見して、 見

て下さいあれ、 足が短いんですよ。 あれがですね夢中に

なって走って来るんです。転がりながら走ってくるんですね。

まあ、 そういうすいませんねえどうも ・ ・ ・ 、 まさかこうなる

とは思わなかった。 ( 編注 ： 先生の犬は、 この後 ､ 狂犬病

予防法により ､ 処分されたそうです ｡ それを思い出され ､

しばし ､ 言葉につまられました。 この犬との経験は、 それ

程先生にとって大きなものであったのです。 )

まいったねえ。まあそういう触れ合いがありましてですね、

真冬になると北海道ですから、 寒いんであります。 近所か

らノコギリを借りたり致しまして、 犬小屋を作りました・・・。

そういう少年期の体験がありまして、 先程言いました昭和

44 年に教員になって ・ ・ ・ 。 飼育委員会の担当を率先

して受けた訳でございます。 そういう少年体験が教師に

なってもずっと飼育担当をするようになったと。 そして 28

になりまして結婚することになって子どもをもうけて家族をも

うけました。 子ども男子二人いる訳ですが血を引いており

ましてね、 私の。 やはりあの近くで捨て犬を拾って来るん
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ういった活動が触れ合いの活動が学校教育の中にあると

いうことでございますが ・ ・ ・ 。

今日は学校関係者じゃない方もいらっしゃると思います

ので、 ちょっと分かりにくいでしょうか。 教科これは国語とか

社会とか算数、理科、生活というのがあるんです。 ( 図表 4)

  生活科というのを１ ・ ２年生で学習することになっておりまし

て、 その中で動物や植物を飼ったり育てたりするというふう

な学習内容として設定されている訳でございます。 そして

道徳という欄が次にございます。 道徳の教材の中ではやはり

命の大切さを教える教材、 或いは動植物に触れ合うことの

大切さ、 優しく接するというふうな主題で授業することになっ

ております。 これは 1 年生から 6 年生までの各学年段階で

指導することになっております。 実体験と心の内面化を深め

る教育、 これが道徳であります。 そして次が特別活動という

のがありまして、 特別活動は学級活動、 児童会活動、 クラ

ブ活動、 学校行事というふうに 4 種類あるんであります。 で

この中で私、 飼育担当と申したのは 2 番目の児童会活動

の中の委員会活動というのがあります。 これは全国的に必

ずどこの学校でも飼育委員会があるかというと、 必ずしもそ

うではありませんけど、 多くの学校でありましてね。 学校は

小社会です。 ですから教えること、 お世話をしたり、 掃除を

したり様々な人間形成をする教育が行われる。 その一環と

して子ども達が自分達で飼育活動もして、 そして成長して

いくような仕組みになっているんです。 この委員会活動は高

学年でございます。 高学年の子ども達が学校を代表して私

達はじゃあ飼育の担当をする。 私達は図書委員会の仕事

担当をする。 その様に分れていてやっていく。 そうしますと

大体、 飼育委員会に入ってくる子ども達は 1 年生或いは家

庭で様々な動物体験をしている子が率先して入ってきます。

学校によっては希望者が多すぎるのでじゃんけんをして決め

るとかですね、 そういう所もあるぐらい飼育委員会は人気が

あるのでございます。 そういう風な状況がありまして、 学校

行事などで動物体験を仕組む学校もございますし、 或いは

子ども達は、 今委員会活動の話を致しましたけども、 飼育

委員会で全校の子ども達に触れ合ってもらうようにする為に

はどうするかと話し合いをしている。 代表委員会というところ

で話し合って、 そして触れ合いデーという日を決めたりです

ね。 様々な工夫をしながら活動している、 そういう学校もあ

る訳でございます。 そういうことが出来るシステムになってい

であります。 で飼いたいんだというふうに言う訳です。 そ

れは家族が増えるということは良いことだと、 しかしお前ね

え本気になって世話をするんだよという話をしましたら絶

対するということで飼うことになった、 という訳でございます。

まあこの犬でございます。 ( 図表 2) だいぶ大きくなった

んですけども、 実の子どもは二人ですけども貰いっ子が増え

ましてね。 三人子どもがいまして家内は中にいるんですよ。

そういうことで家族四人でスタートしたという訳でございます。

で次のワンコちゃんは、 これが年老いて、 この次新しいワン

コちゃんを飼うようになった訳でございます。 ( 図表 3)

けれどもこういう風な生活をして自分の少年期の体験、

やはり家族を持ってまたそれが生きているということでござ

います。

学校教育でございますけれど、 今の子どもたちは非常に

体験不足。 自然との触れ合い、 人間関係もそうでありま

すけども、 動物との体験というのもですね、 今の子どもたち

触れ合いの機会が少なくなっております。 しかし日本の学

校教育に於いては動物の飼育体験というふうなことを行う

ようになっている訳でございます。 これはただ単に道徳の

時間に読み物資料でそういうものに触れるだけじゃなくて、

実際に命を実感する教育、 これを充実させる形になって

いる訳でございます。

この写真は見えにくいでしょうかね。 下の方にモルモット

がいるんですけども、 このモルモットを生活科という教科の

中で飼っている。 これが大変多くなっておりますけども、 こ
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る日本の教育とご理解頂ければと思う訳でございます。

先程はモルモットを飼っている話を致しましたけど、 これ

はある学校ではヤギを飼っているという。 これは少ないです

けどね。 良いか悪いかは別と致しまして積極的に先生が考

えている学校の例でございます。 ワンコちゃんを飼っている

学校もあるんであります。 これは獣医師さんの専門的な立

場からするとちょっと待てよという部分もあるらしいんですけれ

ども、 まあ一応そういう学校もあるということ。

これは私がいた所の飼育小屋でございましたけども、 飼

育委員会がウサギを飼ってる。 ( 図表 5) この他にチャボを

飼ってる、 或いはインコを飼ってる、 こういうことが各学校

で、 多くの殆どの学校で行われている。 この活動は教科の

学習で学ぶ生活科、 それから道徳での学習、 そして子ど

も達の自主的な活動、 実践活動としての特別活動という形

で今日の学校教育の中で動物飼育体験学習が行われて

いる訳でございます。 しかしこの生活科で動物というふうな

ことをいっておりますけど、 基本的には小動物、 或いは虫や

水棲動物とかそういったかなりその学校の実態等に応じて

お考え下さいという仕組みにはなってて、 これじゃだめ、 こ

れにしなさい、 これが良いですよ、 といったような事は余り

言っておりません。 教科書などで取り上げられるものを積極

的に取り入れる学校が多い訳でございます。 一応そういうこ

とで日本の学校、 小学校の中に於いて動物飼育に関わる

学習をしておると、 で私は自分の教えた子どもが今農学校

の方に進んで、 そして獣医師の免許も取って、 保健所に

勤める子どももおりますし、 アメリカの方に行って、 これは飼

育委員会で頑張った子どもですけれども、 アメリカで向こう

の方と結婚されて動物を色々飼ってニュースを私に下さいま

す。 学校での動物体験、 学習体験は命の学習を致します

し、 抱っこしてみて先生暖かいよとか、 心臓動いているよ

とかいうふうな学習をし、 そしてそこから自分の生き方を考

えたり、 或いは将来進路を考えたり様々な学校での学習が

生き方を動機付けしている。 動機付けの役割がある。 例

えば低学年で私の家内の姉の子どもは学校へ上がって、 生

活科でモルモットを飼っていると、 家でも飼いたいというん

で早速お家で飼っている。 それを親戚が集まった時に大事

に持って来てましたよ。 まあそういうふうな形で理想的な形

で進んでいる所もある。 しかし学校によっては中々この動

物飼育に関しては専門的な知識も無くて悪戦苦闘している

ところもありましてね。 ですから生活科の学習指導要領を解

説している解説書というのがあるんです。 その中では獣医

師さんとの連携を図って充実するようにして下さいというふう

な事を書いているのであります。 まあそういう意味でこれか

ら学校も様々な課題があって、 たとえば教育相談関係に関

わってはそういう方面の専門の方、 動物飼育に関わっては

獣医師さんのお力をと、 そういう形で様々な専門的な方が

学校に入って手を取り合って、 人間教育をしていくという方

向で新しい学習指導要領、 教育の方向が作られた訳でご

ざいます。 まさに学習指導要領を作る時に国民の皆さんに

お約束したことがあります。 四つのねらいを持ってこれを改

善しますよと。その場合に何を一番重視するかといった時に、

豊かな人間性や社会性の育成を第一に重視して改善致し

ますよということを教育課程審議会が提言しました。 その結

果、 道徳と特別活動の教育課程は変わらなかった。 もう良

いんじゃないか、 道徳は家庭に返せ、 特別活動は地域に

返せと、そういう意見も沢山あった中でそれではいかんと言っ

て我々もまあ頑張った訳でございます。 そういう意味で動物

飼育と豊かな人間性、 生き方を考えるという教育が充実す

るようにという願いを持ってこの本年、 14 年の 4 月から新

しい、 学習指導要領の元での教育が全国でスタートした訳

でございます。 もう少し色々とお話ししたい事があったんで

すけれども ・ ・ 。 こんな変わった人間も文部科学省にはい

るんであります。 以上であります。

山

有り難うございました。 盛大な拍手をお願い致します。

視学官、 本当に有り難うございました。 宮川先生のような

方が文部科学省におられるということを皆さん実感して頂

いて、 今日は本当に大変良い勉強をさせて頂きました。

先生がおっしゃいました、 特に私が非常に大事だと思う

点、 最後の方におっしゃいました、 どういう動物を飼うか

という定義を厳密にしては駄目だということをおっしゃりま

したけれども、 まさにその通りだと思います。 これは学校だ

けでなくて家庭でペットを飼う飼わないという議論が出た時

に、 多くの親御さんは犬猫がペットだと思っている。 小鳥

であろうともっと小さな、 例えばてんとう虫やチョウチョの幼

虫を育てるだけであろうとも、 これは非常に重要な生命尊

重教育につながり、 且つ子どもにとっては実は生き物とい

うのは本当に集中できる対象なんです。 ですから私も既に

成人しています子どもの子育て中には、 よく春先になると

てんとう虫の幼虫を探して隣近所のバラの垣根を掻き分

けて歩いたものです。 てんとう虫の幼虫が成虫に育ってい

くと、 またそのバラの垣根に戻しに子ども達が行くというよう

な、 そういったことなんかもしてましたし、 そういったことが

やはり動物と接することの本質的なものではないかと思いま

す。 ですから学校の先生方も家庭の親御さんも犬や猫或

いはウサギだけが子ども達にとってのペットであるというより

も、 むしろどのような生き物であっても実際にちゃんと飼え

るものであればそれを子どもにどの様にして与えるかという

親の賢明な選択が非常にこれから必要になってくる。 或い

は学校の先生の選択が非常に必要になってくるかなと思い

ます。
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皆様こんにちは。 ただいま紹介頂きました飯倉でございま

す。 実は何故我々がドルフィンセラピーをやったかというこの

経緯はですね、 ( 図表 1) このスライド、 これ私なんですが

丁度今年、 胃がんで胃を 2/3 取りましたけど、 その前は少

しお腹が出ていたんですが今はぺっちゃんこでこういう面影

が無いと思うんですけれど、 こういうドルフィンを使う理由は、

アトピー性皮膚炎児のそのキャンプをやっておりまして、 そ

してアトピー性皮膚炎児の海に行く時に塩水に浸けると大変

痛がって泣く。 それをイルカがいたらどうだろうかというような

とこでスタートしましたら、 なんとイルカの力というのが凄くて

子ども達の痛みに対する感情というのが凄く薄れていったと。

そういう結果である程度、 アトピー性皮膚炎児とイルカの治

療のデータが出ました。 免疫学的にも色々検討致しました。

そういう意味で欧米では自閉症に対するドルフィンセラピーと

いうのが行われていて、 しかも日本からもう何百万もお金を

出して行くんだという話を聞きまして、 それなら日本でイル

カについて少しは習ってきたんで我々がやってあげた方が

良いんじゃないかということで、 臨床心理士と一緒になって

イルカのセラピーをやるようになりました。 1996 年ですから、

もうアトピーキャンプと自閉症含めますと６回やっているんで

すけど、 私は何時もプールサイドの外に居てイルカの動きを

見ながら今ちょっとみんな離れて、 イルカが凄く機嫌が悪そ

うだよというふうなことが分かる様になってきまして、 そういう

大きなトラブルも無く進んでると。 その前にちょっとアトピー性

皮膚炎とドルフィンキャンプの結果はどうだったのかというの

をお話しておきたいと思います。

これは実際アトピー性皮膚炎児がドルフィンがいると、 塩

水にアトピーの子が触るということは傷をしている訳ですか

ら、 痛い訳です。 ですから非常に嫌がるんですが、 居ると

大したことなく入っていってしまうし、 免疫学的にも、 初日

のこの特殊なチャンバーを作ったダニ抗原をチャンバーの中

に入れますとヒスタミンが沢山出てくる。 ( 図表 2) そのヒス

タミンの出方も非常に少なくなってきて免疫学的に一週間の

アトピー海水浴でアトピー性皮膚炎も凄く良く治る。 今アト

ピーの方では一つ注目されているところでございます。 そし

て結果的に皮膚の症状はどうかというと、 たったの一週間

で色んな治療をしていても治らない様なアトピー性皮膚炎

の子どもさんの皮膚が、 非常に良くなっていくということが分

かりました。 ( 図表 3) そういう意味では海をうまく使うとステ

ロイドを使わなくても、 アトピー性皮膚炎のうまいコントロー

ルができると免疫学的にもかなり証明出来てきている。 ドル

フィン無しの場合ですね、 ( 図表 4 次ページ ) 楽しかった

か、その余り楽しくなかった。 それから感動するほどでなかっ

た。 この感動ですね。 海に行って遊ぶ訳ですから感動して

も良いはずなんですけれど、 中々感動してくれない。 ところ

がですねドルフィンがいるとどうだったかと申しますと、 とって

も感動したと。 ( 図表 5 次ページ ) そして痛みもまったく忘

れてしまうと。 こういう風に何ていうんですか、 ドルフィンが

存在することによってこの子どもさんの痛みに対する考え方

も変わってきたし、 我々も実際キャンプをやっていて非常に

疲れるんですけれども、 自分も朝から晩まで何時も夜中もい

る人間で病気になっちゃったんですけれど、 ほんとに夜中に

12 時か、 じゃそろそろ帰ろうかという位な生活してました。
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それを 35 年もやってまして結局罰が当たったんですが、 ま

あこういう自分達の気持ちも癒されてキャンプをやって疲れ

ているのに疲れているという感じをあまり受けないくらいな気

持ちでした。

これから自閉症のキャンプに入りますが、 これ自閉症の

子どもさんなんですけれど色んなタイプの自閉症にはこんな

に幅があります。 ですから最初から興味を示す人もいれば、

全然興味を示さない、 だけどやっぱり何処かでちらちらドル

フィンを見ながらその後の会話が変わってくるという、 色ん

な方が自閉症のタイプにも色々あってそして色々な対応の

仕方が在るんだということをこれからお話し、 我々のデータ

のまとめをお話していきたいと思います。

まずこれ今までのキャンプの日程なんですが、 ( 図表 6 )

大体どういうことが起こるか分かりませんので医者と臨床心

理士とそれから作業療法士、 ドルフィンのトレーナーこんな

感じでチームを組んで行いました。 そして沖縄の場合は自

然の海をちょっと囲ってありますんで、 背が立たないですか

ら、 ライフジャケットを使ってこのキャンプをするというのは子

ども達にとって大変恐怖であまり良くない。 こっちも溺れては

いけないということで、 ライフジャケットをうまく使えるか使え

ないかによっても、 また年齢によっても違ってくるので、 沖縄

も少し高いということで沖縄をやめました。 そして次は鴨川

シーワールドです。 ( 図表 7) これ大変安くて鴨川シーワー

ルドの館長さんという方は大変面白い方で実はドルフィンを

使ってドルフィンセラピーを自閉症にやりたいんだと申しま

したら、 今まで人様にそんなに役に立つ様なことをやったこ

と無いからどうぞ自由に、 お金はいいから自由に使ってくれ

というようなことで。 しかもですね、 このイルカのいるプール

がバーッと上がって来るんですね。 上がって来て 80 セン

チ位の高さにまで上がってきますから、 イルカには非常に不

愉快な環境なんですけど、 子どもは溺れる心配も無い。 ラ

イフジャケットを一応着けさせますけれど、 子どもが自由に

さっきの様に立ってイルカにタッチが出来る。 それでセッショ

ン、 プレイセッションを午前と午後に分けたんですけれど、

色々この中では観察する人、 僕みたいに外でじっと見てい

る医者とか、 臨床心理士が一緒に入っている、 トレーナー

と子どもと遊ぶとかいう意味でこんなにスタッフが居て何を

しているんだと思うかも知れませんが結構観察したりするの

で必要なんです。 どうしても一回のキャンプに 7 名位しか

連れて行けないし、 この 3 泊 4 日というのは後でもお話し

ますけど、 ドルフィンキャンプするのはこの位で十分かなと。

そして今年はもうニーズが大きくなりまして 1 年に 2 度もや

ることになりました。 例えば 7 月のこの時期とこの時期にや

りましてそしてやっぱり同じことでやりました。 大体こういう

状況です。

日程なんですけれど、 ( 図表 8 次ページ ) ドルフィンセラ

ピーをした後にやっぱり子ども達にドルフィンのレクリエーショ

ン。 どんな感じで子ども達が遊ぶのかを見ながら子ども達

の特徴をつかんで、 あの子どもはこの絵を描かすとドルフィ

ンの絵を描いて来たりするのがいる、 この子は何か感じて

いるんだなという意味で、 このレクリエーションの時間を観

察の期間という意味でも大変重要視致しました。 そしてこ

こで親も連れて来ますので、 親はどう感じてたのかというの

を担当のスタッフと子どもの状況を親子と全員とで話し合っ

て、 次の日のプログラムに織り込み変えていくという様な形
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図表５

図表 6

図表７
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カの興奮度を見ながらちょっと放してという様なアドバイス

をする。 そういう様なことをしなきゃいけない子もいました。

そしてこの T 君にですね、 木というのを描いてごらんと

いうと漢字の木ばっかりをこう書くんですが、 ( 図表 9) 木

の絵を描いてごらんというと今度木の絵を、 字が増えるん

ですね。 まあそこまではいいんですが、 そして今度はその

木の絵をこのキャンプの時こう描いて、 帰りの飛行機の中

では自分の座席にこう飛行機の絵に座席を描いて、 自分

の席に丸を作るとか何かすごく意味のある絵を描くように

なった。 ( 図表 10 )

今まで意味の無い絵が多かったんです。 自閉症の子多い

んですけれど、 一つの絵を描くとそれしか描かないとか、 そ

ういう意味では何か進歩が出てきている。 それからチェックリ

ストでの色々な項目、 ( 図表 11) こんな項目について子ども

の言語とか言語の出し方とか協調性が有るか無いかとか、

での、 こういう親子ミーティングを重ねていきました。 そし

て本当にドルフィンセラピーは有効なのか自閉症にも幅があ

るし、 確かに有効だという例もありますが、 どうなのかなと

いう例も無い訳でもございません。 そこで今までどんなこと

をやってきたかと申しますと家族の観察ノート、 それから絵

を描かしてみる。 子どもの行動をビデオ 3 台でチェックして

まして、 そしてその子どもの行動をチェックしていくと。 そ

れから今年なんですがクラークテストで自閉症の子どもの行

動評価をしてみた。 ビデオ分析をやって親子との遊びの場

面等が増えているか増えていないかというような事をやって

いきましたし、 容積脈波で緊張すると脈がこう小さくなって

くるんですが、 そういうことで客観的なデータを色々と脳波

を取ったりなんかしたんですが、 中々客観的なデータが採

りにくいので、 今いかに客観的なデータを採るかということ

をこれから一生懸命やっていこうと思っています。

そして何回も参加している K 君についての話をお話さ

せて頂きますと、 この子は 2 歳までは普通学校に行ってい

たんですけれど、 3 歳から自閉症と診断されて特殊学級に

行くようになった。 4 回のドルフィンキャンプに参加をして妹

さんと一緒に参加するようになりました。 この子は 6 歳、 小

学校の時から普通学校に通っておりましたが自閉症とされ

アトピー性皮膚炎もあって中程度の精神の遅滞があると。

そしてここで面白いのはですね、 イルカのセラピーの 2 日

目、 初日目ですと余り関心を示していないようなんですが

2 日目位になってくると何か意識してくるということが見えて

まいりますし、 1 年後ではもう確かに言葉も段々増えてまい

りますし、 人の名前も覚えるようになってくる。 今まで中々

こういうことは短期間には出ないんですけれど、 自閉症の

子どもさんというのは何年たっても中々進まないんですが、

かなりこの子もひどい子だなと思いながらも進歩がかなり見

えてきた子であります。 もう一つは一見イルカに対して全

然その興味を示していない様なふりをしているんですけれ

ど、 やっぱりこのお子さんも 2 日目にはもう家に電話をかけ

たりする。 もう親がおばあちゃんが泣いて喜ぶ位な変化が

起こったりですね。もうどんどん言葉が言える様になってくる。

そして短い感想が述べられる様になってくるという様な変化

が出て来ておりました。 ですからイルカのキャンプをやって

いると皆が自閉症の子どもがイルカを触るかというとそうでも

ない。 全然そっぽを向いているのもいるし、 イルカにしが

みついちゃって放さない子もいたりする。 その辺のこのイル
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得点が高いほど自閉症の特徴傾向が強い特有の行動を

示すということなんですけれど、 その結果を見ていきますと、

( 図表 12)K 君の場合と T 君の場合、 T 君の場合という

のは年々この対人関係等がこう少なく、 問題が低くなって

きていますね。 ということは何回もリピートしていることによっ

て何かこの子は問題がどんどんどんどん軽くなってきてい

る。 この子はこの時は非常に高いんですがその後非常に

低くなってきているという意味で、 色んな行動面それから

対人関係、 言語の問題等を検討していきますと、 繰り返

すと減ってきているなということがわかります。

それから T-CLAC での変化のあった項目なんですけれ

ど、 ( 図表 13、 14) 動作とか遊び方、 最初は頃はこんな

1 回目は非常に低かったところが、 色んな言ったことをす

ぐ、 集まろうというとすぐ集まってくれたりですね。 たったの

3 日、 3 泊 4 日ですが凄く違ってくる。 子どもが素直になっ

てくる。 そういう意味では非常に面白い結果が得られたと

思います。

このお子さんも最初から非常に良かったんですけれど、

課題解決についての問題点というのは初日は駄目だった

けれど、 3 日目になってくると非常に課題解決についても

改善が見られた。 ビデオの分析ですね ( 図表 15) それか

ら母子が同じものを良く見ている。 お母さんと殆ど自閉症

の子は一緒に居ますから、 それがどうだったか七題につい

てまとめて見ますと、 今年のキャンプですが、 増加してい

るというのが 72％で、 それからばらばらの行動をしている

というのは凄く減ってきているということがわかりました。 ( 図

表 16) 発語、 母子の対話、 言葉の会話の回数ですねこ

れがやっぱり今回のビデオ分析によると非常に増加してい

るという結果が得られました。 ( 図表 17 次ページ ) 容積

脈波なんですけれど普通のスタッフだとこうなってくるのが

自閉症児では少しこう何か緊張気味なのかなあという感じ

でした。 ( 図表 18 次ページ )

そして今後なんですけれど、 アトピー性皮膚炎、 自閉

症等に何らかの変化があることは分かったんですが、 これ

を今後どの様に伸ばしていくかと一番の問題はデータの分

析を如何にこれからやっていくということで、 今回ビデオの

三方向からのビデオ解析をやったり、 そして子ども達の１年

後の発達、 成長とかそういうものをやったんですが、 やっ

ぱりもう少し客観的なデータが欲しいという様なところで、

ドルフィンキャンプの今後の問題点が隠されているというこ

とと、 ドルフィンキャンプの要因と関連に関する検討、 結果
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的にアトピー性皮膚炎の場合はもう皮膚が良くなってくるし

免疫学的に良くなってくると、 コントロールもあってわかるん

ですけれど、 自閉症の場合のそういう客観的な指標、 そ

れから自閉症の程度というのが非常にアトピーに比べてば

らばらであるということで今後の大きな問題点がここにもあ

る。 どの位のキャンプをやっていったら良いのかというと、

私はキャンプ 3 日で取り敢えず十分。 2 日目位から子ども

さんの変化というのが急激に現れてくる客観的な指標を、

今神経内科の先生達と一生懸命検討し、 それから生理の

人達と相談しながら頭の中の変化をどう、 どのような変化

が起こってくるのかということをこれから検討しようとしており

ます。 ですから小児科は勿論なんですけれど、 こういった

人達が居て頂かないとですね、 心理療法士の方々の観察

は、 また医者と違いますし、 そういう意味で色々な職種の

方の共同でこういうキャンプが出来ている。 ところが簡単に

どこでも出来るとことでは無いということでこれからドルフィン

セラピー研究会というものをスタートしまして、 ドルフィンを

飼ってらっしゃるところは、 こんなことでも効果があるんです

よと少しでも多くの人がドルフィンを触ることで、 やっぱり触

ることに意味があるんです。 触って唯見ているだけでなく、

触ってそして感動して、 或いは音を聞いて感動して、 次

に変化が来るという風に私は感じてますんで、 やっぱりどこ

でもできるマニュアルを、 これから安くできるようにしていき

たいという意味で、 外にパンフレットがありますけれど 12 月

にドルフィンセラピー研究会を開催することに致しました。

これは最後に参加した子ども達が最後に描いてくれた

絵でございます。 ご静聴有り難うございました。

図表 17

図表 18
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山

飯倉先生どうも有り難うございました。 ドルフィンセラピー

に関しては世界各国で賛否両論色々とありますけれど、

一つ動物側の理論から言わせて頂ければ、 今世界的に

海洋哺乳類を飼育下から解放しようという、 最早増やす

のをやめようという傾向が非常に強いので、 今後そういっ

た問題に先生方がどう対応していかれるかということとそ

れからあのちょっとベティスミスの為に申し上げますと、 先

生が最初にご報告なされた 1984 年のベティスミスのペー

パーでございますが、 もう 10 年程前にベティスミス本人が

ドルフィンセラピーの分野から撤退しているんです。 これは

色々な意味で彼女自身がこの分野を見切ったということで

あろうと思いますので、 そういったベティスミスが何故撤退

したかという様な理由も先生方の研究会でぜひ追って頂き

たいと思います。 一つご提案させて頂ければ、 アトピーの

子は塩水に浸かると良いというのは前に先生のお作りにな

られたビデオ等も私見せて頂いてお話を伺ったんですけれ

ど、 例えば塩水に浸かると嫌がるというのであれば、 じゃ

あそのイルカ以外のメソードはあるかといったら、 例えば水

の好きな犬は沢山います。 水難 ・ 海難救助犬に適してい

る犬種等もございますし、 水難 ・ 海難救助犬のトレーニン

グというのはもうすでに欧州やアメリカ等では定着しており

ますので、 私なんかが見た子どもの遊びの中では、 小さな

浮き輪に乗せた子どもをそういった訓練を受けたニューファ

ウンドランド等が引っ張りまわしているという様なそういった

レクリエーションを見たことございますので、 ドルフィンでは

ないものが塩水に接するという助けをすることが出来るの

か、 出来れば私のちょっとあのバックグラウンドとしてアメリ

カの動物介在療法のデータベースであります、 デルタ協会

のインストラクターとしての立場から言わせて頂ければ、 や

はり脆弱なポピュレーションに対しての野生生物をセラピー

に持ち込むというのは実は人畜共通感染症や行動管理の

問題で大変リスクがあるので、 余りお奨めできないという

こともございますので、 こういった様々な世界の動き等を研

究会の方で是非ご検討頂ければ幸いであると思います。
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パネルディスカッション

座長　　

山 　恵子

ペット研究家　

パネリスト

ジュリー ・ バンク

フランク ・ R ・ アシオーン

宮川　八岐

飯倉　洋治

バンク

はい、 この様な機会を頂きましてどうも有り難うございま

す。 素晴らしいシンポジウムに参加出来て嬉しく思ってお

ります。 本当に幅広い意見や考え方が出てきております。

そして特にですね、 如何に動物、 或いは動物介在療法

というものをプログラムして使っていくか非常に重要です。

我々は動物をどんどんと色んなものに組み込んでいく、 そ

してそれがまたプログラムの開発には大切だと思います。

そしてインコーポレートという表現を私は使うんですけれど、

様々な関係を考えて、 そして動物のニーズも考えつつ人

のニーズも考えていくということでインコーポレート、 この組

み入れていくという表現を私は使っております。 ですからド

ルフィンセラピーも非常に素晴らしいプログラムと私は認識

しております。 動物のニーズというのも、 しかしやはりそれ

なりに注目を払う必要があると思います。 それからアシオー

ン先生の研究に関しましては本当にご一緒にパネルに参

加するということに非常に嬉しく思っております。 先生と同

じ様にディスカッションのステージに立てるということ、 非常

に嬉しく思っております。 本当に出された研究というのは

素晴らしいものですし、 社会として前に進むにあたって非

常に重要だという風に考えております。 如何に動物が社会

の中の重要な存在として、 欠かせない存在として特に虐

待などに対して我々がどういう風に答えていくかということ

であります。 そして、 様々な動物の恩恵であるとか、 様々

な考え方、 動物の影響力は大きい訳ですから、 そういう

方向にもっと前向きの変化を見ていきたいと思います。 どう

も、 有り難うございます。

アシオーン

はい。 有り難うございます。 私もこのような素晴らしい

グループの一員として、 お招き頂き嬉しく思っております。

ここで、 ちょっと一言ずつ順番に申し上げます。 ですが、

私なかなか考えが、 まとまらない時があります。 ですから、

お話になった方々の順番通りにいきたいと思います。 私、

ジュリー ・ バンクさんのお話をまず、 最初に聞きました。 そ

の時に思ったんですけれど、 やはり歴史を忘れてはいけ

ないと思います。 彼女は素晴らしい仕事をされて、 それ

を我々に分かち合ってくれている、 そして初期の考え方、

動物の愛護に対して、 福祉に対して、 そして、 子どもの

福祉と動物の福祉、 その二つの考え方が発達してきたと

いうことを忘れてはなりません。 一つ重要なことは、 やはり

彼女が愛護教育或いは人道教育の 10 個の重要なポイン

トをお話されました。 やはりこういうことに関しまして、 もっ

とより高度なコンセプトとして色々検討を加えていかなけれ

ばならないと私は考えています。 そして、 ジュリー ・ バンク

さんのお話は非常に素晴らしいスタート地点になっていると

思います。 そして、 重要なプロセスの中での要点、 ポイ

ントとは何か、 スターティングポイントとして彼女が色々なこ

とをお話されました。 そして、 それぞれのポイントに関しま

して、 我々はもっと突き詰めて考えなくてはいけないと、 非

常に私にとって重要なお話を頂いたと思います。

それから、 教育関係のスピーカーがお話になられました。

どうも有り難うございました。 素晴らしいお話を聞かせて頂

きました。 こちらで分かりましたことは、 ただ言葉の内容だ

けではなく、言葉だけではなく、このお話を聞きまして、我々

が話している全ての事、 例えば動物の重要性、 そしてま

たその人間との関係の重要性を非常に心から分かち合わ

せて頂いたと。 愛着、 愛情、 そして素晴らしい思い出を

持っていらっしゃる。 そして、 また、 様々な子どもの頃か

らの経験、 家族にも大事にされた経験、 そして、 それが

活きていると思います。 そしてそれをどんどん引き継いで

次の世代に分かち合われたということで、 非常に様々な感

情を表現して頂いて有り難く思っております。 また、 このよ

うな形で非常に素晴らしい能力を持っている、 この日本の

教育制度の中でこういう能力を持っている素晴らしい方が

いらっしゃるということ、 特に動物の重要性、 また動物と子

どもの関係の重要性ということを、 非常に重要に考えてい

らっしゃるような方、 そして動物に対する態度、 クラスとか

その他で非常に好ましい方向で考えていらっしゃる方がい

らっしゃったということは素晴らしいと思いました。

それから、 次にもう少し時間があればなと思ったんです

けれども、やはりこの小児科の先生もご参加頂きまして、もっ

と時間が長ければと思いました。 やはり、 時間も限られて

はおりましたけれど、 しかし様々な介入の仕方ということで

ご紹介がありました。 いつか、 ビデオを是非、 見せて頂き

たいと思っております。 お話になっておられたビデオ、 素

晴らしいものだと思います。 やはりそれ自体がまた、 様々

なお話になられた変化というものを表していると思います。

また、 もう一つやはり我々がやっている仕事を今後、 如何

に進めていくかということが非常に大切だと思います。 私も

時に色々な話を致します。 しかし、 例えば子どもに対する

虐待の結果、 どういう風になるか、 例えば動物自体も傷

ついている訳です。 忘れがちですけれどそうなんです。 そ

して、 私にとってそのあたりのバランスをとることが非常に
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難しくなったりします。 ですから、 人の影響を受けている、

そしてまた、 非常に同じく動物も嫌な形で影響を受けてい

るということであります。 それから、 ドルフィンセラピーのお

話がありました。 これによりまして、 気が付きました。 こう

いう可能性は、 15 年前或いは 20 年前、 その時は想像も

していなかった訳です。 こういう介入ということがあるのか

と。 子ども達に出来るかということも想像していませんでし

た。 そこで、 やはり、 本当にこの近年様々なことを我々が

学んだということであります。 例えば、 象は人が聞けない

ような声を出すということも研究結果で分かった訳でありま

す。 象の間でコミュニケーションが行われている、象とコミュ

ニケーションを行った研究者のグループで分かった訳です。

それから、 1 週間ほど前ですけれど、 キリンが非常に特殊

な音を出す、 キリンが本当にほぼ超音波に近いようなそう

いう音でコミュニケーションをしている。 人間には分からな

い。 2 週間位前に分かったんですけれど。 やはり様々な

革新的なプログラムがあれば、 将来が明るいと思います。

我々やはり全てこの問題に直面しなければなりません。 即

ち我々のしてきた仕事を如何に評価していくか、 そして、

我々が行ってきたことを聞いていらっしゃる方或いは様々

なところで、 示していき実証していくということが大切であ

ります。 良い効果があるのか、 本当に価値があるのか、

これから実証、 検討が必要だと思います。 そのような形で

我々のやり方が更に高度なものになり、 また資金も入って

くると思います。 お聞き頂きまして有り難うございました。

宮川

先程は、 大変見苦しい姿を見せまして恥ずかしい限り

でございますが、 今日はアメリカの方から非常に研究され

ている状況についてお話を伺いましたし、 また、 飯倉先

生の方からはアトピーの子ども或いは障害を持つ子どもとの

動物とのふれあいの話もありまして、 色々これからの文部

科学省の教育行政にも具体的に生かしていかなければい

けない、そういう様々な示唆を頂いたと思っております。ジュ

リー ・ バンクさんは色々その動物に触れる機会というのは

各教科の中でも、 読書活動の中でも色々出来るというふう

なお話がありまして、 まさしく日本の教育、 例えば国語で

あれば動物物語、 これが教材になって子ども達がそれに

感動し、 もっと読んでみよう、 教科書にない教材をもっと読

んでみよう、 また、 そういう時間を確保して工夫している

というふうな実態もあって、 一層この意義というものをこれ

からも充実、 発展させなきゃいけないな、 という感じを持ち

ながら聞かせて頂きました。 それから、 虐待問題を取り上

げて頂いたアシオーンさんには色々広くご示唆を頂いた訳

です。 今、 日本の教育制度的には私非常に良い形になっ

ていると思うんです。 教科、 道徳、 特別活動、 このシス

テムは大変私良いと思っているんであります。 それが、 各

学校で本当にその学習指導要領の趣旨を実現するため

の素晴らしい教育課程を実施しているかな、 というと色々

課題もある訳でございます。

いじめ問題、 不登校、 暴力行為、 これが極めて深刻

な状況で毎年増えているのであります。 しかし、 13 年度

の調査では、 暴力行為もいじめ問題も少なくなりました。

それが何なのかというのは、 これからまた、 今年の 9 月不

登校問題の研究協力者会議というのを立ち上げましてね。

そこで、 道徳教育の状況はどうなんだとか、 或いは、 特

別活動の体験が少なくなっているんじゃないか、 とかそう

いうふうな検討を今しているところでありますけれども、 分

析をきちんとしなきゃならない。 ただ、 不登校が増えてい

るんです。 3.3％増えておりましてね。 これは、 国をあげ

て何とかしなきゃならんという検討をしている段階でござい

ます。 そういう状況もありまして、 動物飼育体験、 これら

が学校現場で国が示していることが十分に生かされてい

るかどうかについて、 国としてのやはり実態調査もしてい

かなくてはいけないのでないか、 今実感したところでござ

います。 極めて文部科学省では専門家の方が考えるよう

な具体的で分析的な研究はなかなか出来ないのでありま

すけれど、 しかし実施状況調査は、 どうなっているかとい

うことについての調査は出来るのでありまして、 飼育状況

がどうなのか、 施設、 獣医師との連携推進はどうなのか、

或いは、 不登校等の問題との関係、 学校はどう認識して

いるか、 様々な事を今後、 今回の提言等を受けて文部

科学省のこれからの行政に反映するように私の立場からも

努力しなきゃなんないなということを実感したところでござ

います。 ただ、 この 4 月から、 学校週 5 日制完全実施と

土曜日が全部休みになりました。 ふれあい活動の体験が

時数的に少なくなってきたとか。 或いは飼育栽培の活動が

後退してきたとかそういうことの報告等も色々聞いていると

ころでございまして、 困ったもんだなと思っております。

そして、 学習指導要領の精神、 先程申しました、 豊

かな人間性、 社会性を重視して改正したと言いましたけ

れども、 このところどうも、 学力、 学力、 学力育成をどうす

るんだ、 5 日制で学力が低下するんじゃないかということ

が、 マスコミ等から色々ご批判、 ご指摘を頂いている訳で

ございますが、 私はこういう飼育体験等も含めて学ぶことも

学力の一つだということを教育関係者はもっともっと強調し

ていかなくてはいかんと、 こんなふうに思っているところで

ございます。 お願い致します。

山

有り難うございました。 それでは、 飯倉先生よろしくお

願い致します。
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飯倉

私、 小児科医でしかも専門がアレルギーと免疫で、 も

う国立小児病院に 27 歳のときから 27 年間アレルギーに

青春を捧げてきた人間が、 こういう事を、 心理的な事を

喋るというのも一見不思議かもしれませんが、 アレルギー

の子どもって長いんですね。 長いとどうしてもそこに心理

的な問題があるので、 実は昔から臨床心理の人と自分

達のポケットマネーで雇いながら臨床心理の人と喘息児

の心の問題等は、 やっていて素地はあった。 ところが、

このドルフィンを何故やりだしたかということは痛み、 アト

ピー性皮膚炎の痛みに対して、 まず感じたこと、 それを

たまたまドルフィンだったらどうかなっていうことを感じて沖

縄の海は綺麗だしやってみたら変わったと。 でも、アトピー

性皮膚炎を治すのは何もドルフィンがいなくても良い。 で

も、 自閉症を治すのに日本から何百万も出してアメリカに

行って自閉症の治療をしていると聞いたんで、 これは日

本でやってあげた方が良いんではないかなということで、

日本でスタートしました。 色々批判があります。 でも、 私

が見ている限り今まで 6 回やっていまして、 何かやっぱ

りドルフィンの特殊なものというのが人間に影響してるなと

いうことは感じて、 これを科学的なところで解明できるまで

ちょっと続けていきたいなと思って、 これからもやっていこ

うと思っております。 それが、 自分の補足でございます。

それから、 今日伺いまして、 バンク先生とアシオーン

先生のお二人の、 何ていうんですか、 昔からの心の問

題を子どもに取り入れて発育に如何に重要視しているか

という考え方が、 日本に欠けている面をすごく強調なさっ

てお話頂けたと思うんですね。 そういう意味で日本もアメ

リカの方の心のケアと実際、 そしてそれが病気に如何に

うまくつながり、 それをケアしていくシステムを充実してい

るかということで反省させられました。 特に小児科の問題

もアシオーン先生は犬にも虐待があると。 小児科の虐待

というのも日本は気がついたのが 10 年位前であまり虐待

ということは言ってなかった。 たかが 10 年、 たったの 10

年位、 日本で虐待ということに対して問題がクローズアッ

プされ、 今もう社会的な問題になってきているという意味

では、 小児科医がもう少し小さい頃からお二人がお話し

ていたように赤ちゃんの頃から、 その、 動物を愛すること

によって、 そして人との学校での集団生活で上手くいくよ

うな方向への道付けというのが学校以前にあるんだという

ことをお話していらしたと思うんですけれど、 私は日本で

そういうことを言葉にしながら教育してらっしゃる方が何

人いるか、 非常に少ないと思いますね。 そういう意味で

今後重要なことじゃないかなと思って伺っておりました。

特にその、 実際私病院に来る患者さんというのは出来

上がった病気が来る訳です。 出来上がった病気を診察

して治しているということは、 非常に問題があるなというこ

とに、 国立小児病院を離れて、 昭和大学の教授になっ

て初めて分かったんです。 というのは、 色んな患者さん

を診なきゃいけない。 そうしましたら、 大学の隣に公立の

小学校がある。 校長さんにお話してそこの不登校を或い

は保健室学級に行っている子どもを我々がどうにかするか

ら教室を一つ貸してくれと。 その代わり臨床心理士が毎

日4時間、で、私も週に2回は必ず行くということにしまして、

そして、 その教室を借りました。 一般の公立の教室を借り

て健康相談室を開設して、 そして、 その学校の不登校が

ゼロになった、 という位健康な子ども達をより健康にしてい

くようなことも小児科医が必要だろうと。 ところがこんなことを

やっている小児科医はバカに近くて、 小児科医っていうの

は忙しくて、 データを出す方がよっぽど出世が早いんです

が、 データはアレルギーでいやというほど持って来ましたん

で、 アレルギーっていえば売れますんで、 実にだめですけ

ど、 そういう意味では、 これからそういう意味で少し心理の

方の或いは心の問題も小児科医として、 声を大にしてあち

こちの教授に、 教授が一言 「お前一日でいい、 一時間で

いいんだから学校に行って来いよ。」 ということで、 かなり

の学校が救われるんじゃないかなということを、 残された教

授の 5 年間を声を大にして言い続けようかなと。 その時は、

是非先生よろしくお願いします。 そんな感じで今日はアメ

リカの先生方の幅の広さとそれを実践してらっしゃる活かし

方ということを大変勉強させて頂きました。 有り難うござい

ました。

質疑応答

質問者

泉と申します。 ある自治体の保健所に勤めておる獣医

師でございます。 今日は休暇で参加しておりますのでそう

いうことでお許し下さい。 まず、 虐待ということで我々の方

は非常に色んな所で話題になって、 我々の取り組むべき

課題だと考えておるんですけれども、 今、 我々の方の虐待

というのは、 今まで何人かの方がお話になったようなコレク

ターの部分での虐待行為、 これで非常に苦労をしておりま

す。 これはあの、 心理面の障害を持っておられる、 精神

的に障害を持っておられる方というのが多いように、 私は医

者じゃないのでなんとも言えませんけども、 思います。 この

対応について、 行政組織内での対応が非常に難しいとい

うのも現状であります。 それともう一つ、 今家庭内暴力と動

物虐待のこの部分についても、 若干情報は我々の方に入っ

てくるんですけれども、 これを一歩進めようとするなら、 こ

れは行政の我々がどこまで介入出来るのかという組織内で

の色んな議論があって非常に難しい。 そしてこれは警察

の方の対応にというような話があって非常に難しいというの

が現状であります。 それについて行政の縦割りの中の難し

さを感じております。 それがまあ虐待についてなんですが。

後、 視学官の宮川先生がここにおられるので、 若干私

あの小学校に動物愛護の啓発ということで行っております。

私は前の方にこの分野の先生がおられますので、 色々と聞

いておられると思いますが、 非常に私自身は問題の部分を

感じております。 というのも、 20 ㎡足らずのところに数十匹

のウサギがいたり、 そして、 餌をやるということだけで、 あ

と糞掃除と死んだウサギの片付けというか、 見ててもそうい

うようなことをやっている子どもがいます。 その問題っていう

のは先生も多分ご存知だと思いますけど、 予算化されてな

い、 避妊手術が出来てない、 現場に行ったら泣いてしま

います。 よろしくお願いしたいと思います。 以上です。
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山

コレクターとかそういった人間のメンタルヘルスの問題に

関しての介入のしかたに関しては、 多分ジュリー ・ バンク

さんが一番適任だと思いますので、 よろしいでしょうか。

バンク

このコレクターの問題というのはとても問題だと思います。

今、 言われましたように教育者の人また、 法律がと言われ

ましたけれどもそれだけが問題ではありません。

これは一人の問題、 または一つの分野の問題ではありま

せん。 アメリカにおいて伝統的に動物の管理ということ、 こ

れは行政当局が問題だと感じておりまして、 また、 その法

を実施するという観点から言っても問題がございます。 そう

いった個人が動物を飼うということを止めることは出来ませ

ん。 その時点で止めることは出来ません。 5 年、 10 年経

ち、 同じ人が同じ問題を持っている場合があったと致しま

す。 これは、 協力的な形で法律を実施していくという事を

します。 心理学者、 教育者、 ソーシャルワーカーの人、 動

物管理局の人達が協力致しまして、 その人にとって何が

必要かということを見ます。 例えば、 一般的に申し上げて

法律を実施するということは必要であります。 法律そのもの

がその状況によって解釈されます。 例えば、 一つの家には、

1 匹しか持てない、 または 100 匹持ってもいい、 そういっ

たことをいうのではなく、 重要なことは、 ソーシャルワーカー

の人、 または精神分析医の人がそういった情報を持って前

に進めていくということであります。 このような精神医学的な

心理学的な介入をするということなしに、 法律を実施する

ということは出来ません。 動物管理局の人が家を訪れて、

そして動物を連れて来るというようなことをする場合もありま

す。 ソーシャルワーカーの人が心理学的な介入をするという

こともございます。 一つこの分野においてはあまり十分に行

われていないと思います。 このような人、 コレクターの人へ

の介入ということが十分に行なわれておりません。 アシオー

ン先生が言われましたけれども、 強制的な執行を行うこと

が必要になってまいります。 これは、 心理学的なまた、 ソー

シャルワーカーの人の協力をもって行なわれると思います。

宮川

ただ今、 ご指摘がありましたことね。 文部科学省もそう

いう自覚がありましたので、 今回の解説書に獣医師さんと

の連携、 関係機関との連携をするようにという文言を入れ

たのであります。 そして、 今日も沢山獣医師さんの方、 関

係者来ていらっしゃいますけれども、 この方達のお力添え

の元で連携が図られている市町村は随分改善されており

ます。 我々教員時代もそうでしたけども、 広いところに沢山

飼うことが良いことだと思っていました。 だけど、 専門家の

話を聞いて初めて様々な問題があるんだということを知っ

たという状況は確かにある訳でございます。 ということを踏

まえて、 市町村によっては学校関係者を集めて獣医師さん

の講話、 つまり研修を充実している、 そういうことが広がり

つつあります。 これは、 そちらに中川先生という獣医師さん

がいらしてますけど、 この方達の大変強い指導力と協力、

支援でもって随分変わって来ております。 次に今の中川先

生の話をしましたけども、文部科学省の手引書、参考資料、

指導資料、 これを作ったのを近々学校等に配布する予定

でございます。 そういうふうな方向で、 とにかく徐々に管理

或いは正しい飼育の仕方などについて徹底をしていくよう

に、 また、 改めて今のご指摘を受けて頑張りたいと思いま

す。 以上です。

山

有り難うございました。

質問者

恐れ入ります。 動物福祉協会　松田と申します。 バンク

先生にお尋ねした方が良いのかなと思いますけれども、 見

えない場所での虐待ということですね。 結局見ている人が

特定の人物で、 その通報者が特定されることによって通報

者に被害が及ぶ恐れがある。 そういう虐待に対する対応の

仕方というのは、 本当に動物が死ぬまで手が出せないとい

うような現実が日本ではあるんですね。 そういうことに対し

て、 先進国の皆さんではどういう対応をしてらっしゃるのか、

要するに通報者保護ですね。 これは、 経済問題でも日本

では非常に遅れているんですけれども、 たかが動物ってい

う観念がまだ日本にはあるものですから、 そういう点でも非

常に私達対応に困っております。 例えば、 隣の 2 階からし

か見えない虐待。 隣の 2 階の人が見ない限り犬の虐待が

分からない、 そういうものを告発するのにどういう方法をもっ

て出来るのかなと。

バンク

まぁ、 色々違う状況があると思うんですけれども、 まず第

一に私が申し上げたい問題というのは、 通報をした人とい

うのは、 あまりしたくないと思うものです。 実際に我々がア

メリカでやっていることというのは、 これは動物虐待をして

いることをメディアを通して報告するということであります。

動物虐待をしているのを見た場合には、 それを報告する。

そしてそれを予防しようとする訳です。 まず最初に近所の

人が見ていきます。 そして、 皆がそのように感じた場合に

は、 それをいう場所を作るということを致します。 メディア

キャンペーンをやりまして、 テレビであるとか、 ビルボードで

あるとか、 そういったところで動物虐待というのは見過ごし

てはいけないということを訴えます。 そして、 それについて

何か言わなければならないと訴えます。 そして人道教育を

やり、 メディア教育をやることによりまして、 人の態度が変

わってきております。 もう一つ、 法律が変わっております。

これは、 動物虐待というのは軽犯罪と考えられております。

食べ物や水を与えないとか、 または、 獣医に診せないとい

うのは、 または、 叩くということこれはまだ、 大丈夫だと。 し

かし、 アニマルコントロールのオフィサーが来ます。 これは、

動物虐待をしている場合、 そういった苦情を受け付けると

いうことも彼らの責務であるというふうに考えております。 ま

た、 法律を実施するということ、 強化するということは人々

の協力なしには行われません。 こういった状況も変わってき

ております。 動物を虐待するということに言い訳は出来ませ

ん。 このようなスローガンを立てて、 こういった人々の態度
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が変わってきており、 明確になってきております。 私の個

人的な考えなんですけれども、 動物虐待を見て黙ってい

るというのはいけないことだと思います。 ヘンリー ・ バーグ

のお話を先程致しましたけれども、 動物虐待防止法とい

うような法律があります。 ですから、 こういった虐待をして

いる人を見ているということはいけません。 ヘンリーの考え

に同調した人が次々に増えてきて何千人もの人が増えて

そして、 SPCA に参加してきました。 一つの事を受け入

れてそれを止めないということはいけないと思います。 明

日、 自分が何らかの行為を起こすということ、 そして、 友

達も一緒に態度を変えていこうということをしております。

山

これで、 一応のクローズをさせて頂きたいと思います。

皆様、 長い間本当にご静聴有り難うございました。 今回

のこのシンポジウムに一つ非常に重要なメッセージがある

とすれば、 やはり学校動物であろうと動物介在療法、 或

いはレクリエーション等で一緒に我々と参加する動物であ

ろうと、 そういった動物のケア等に関しては動物福祉上

ではなくて、 むしろそれを見ている子どもに対して影響が

あるのだという観点から、 ケアを考える或いはまっとうな参

画状況を整えることを考えるということが、 非常に重要な

メッセージかなと私個人的に思っております。 今日は本当

に先生方色々と有り難うございました。

冨永 (Knots 代表 )

各パネラーの皆様、どうも有り難うございました。 そして、

長時間座長をお努め頂きました山 先生、 本当に有り難

うございました。

この一連のシンポジウムを通じまして私も感じたことがご

ざいます。 子ども達のためにも動物達のためにもプロフェッ

ショナルと呼ばれる方々の連携及び私達大人の連携とい

うものが大変重要であると思います。 そのことを皆様も十

分にご実感されたことと思います。 大変心強いことに、 こ

のシンポジウムは各方面の方々の様々なご支援により実

現することが出来ました。 簡単ではございますが、 こちら

でご紹介させて頂きたいと思います。

まず、 ご後援を頂きました団体をご紹介致します。

環境省／厚生労働省／文部科学省／兵庫県／兵庫

県教育委員会／神戸市教育委員会／神戸市 PTA 協

議会／社団法人 　神戸市医師会／社団法人　日本獣医

師会／社団法人　兵庫県獣医師会／　社団法人　神戸市

獣医師会／社団法人　日本動物福祉協会　阪神支部／

スウェーデン大使館／駐大阪 ・ 神戸アメリカ合衆国総領

事館　関西アメリカン ・ センター　以上の団体より、 ご後

援を頂いております。

また、 財団法人　中内力コンベンション振興財団／ポー

トピア 81 記念基金　より助成も頂きました。 そして、 最

後になりましたが、 特別協賛として、 ネスレピュリナペッ

トケア株式会社様からは格別のご支援を頂いております。

この場をお借り致しまして、 ご支援下さいました皆様に厚

く御礼申し上げます。 本当に有り難うございました。
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